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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　１　混こん沌とんの影かげ




　白い雲海がどこまでも広がっていた。しかし、それは人間界の空にかかる雲ではない。微び粒りゆう子しの一つ一つが聖なる輝かがやきを放ち、そこはかとなく芳かんばしい香かおりを漂ただよわせていた。

　それらの輝く雲の切れ目から、精せい緻ちな紋もん様ようが彫ほられた白い巨きよ大だいな円柱が林立しているのが見える。その中でも一ひと際きわ太く美しい二本の柱を背に、一つの椅い子すが据すえられていた。

　天上界、天使長の間である。そして、その椅子は天界の総そう帥すい、天使長の座であった。

　ミカエルはその椅子の傍かたわらに立ち、美しい彫ちよう刻こくの施ほどこされた背もたれにそっと手を置く。

　現天使長であるにもかかわらず、彼は未いまだその椅子に腰こし掛かけたことはない。

　ミカエルは立ったまま、かつてその椅子に座していた一人の天使の姿を思い描えがく。ミカエルにとって、この椅子はその天使の物だった。

「御み子こ……」

　ミカエルは群ぐん青じようの瞳ひとみを悲しげに細め、かつての天使長の呼び名を呟つぶやいた。

　夜明けに昇のぼる星のように、華か麗れいで力強く、そして透すき通った光の熾し天てん使しであった。

　曙あけぼのの御子ルシファーは、この輝く天界にはもういない。彼は、一筋の光も差さない闇やみの牢ろう獄ごく、大いなる深しん淵えんに封ふうじられている。

（悔くいてはならぬ）

　ミカエルは唇くちびるを嚙かんだ。

（悔いてはならぬのだ。御子をこの手で闇に封じたことを）

　自分自身に言い聞かせてはみるものの、胸に迫せまる苦い塊かたまりを消すことはできなかった。

　敬愛していた。御子の右みぎ腕うでとして天上界を統すべることが喜びだった。

　だが、図はからずもミカエルはその手で、御子を大いなる深淵に堕おとしたのだった。

　怒いかりとも悲しみともつかない激しい感情を持て余し、ミカエルはザッと踵きびすを返して椅子に背を向けた。

　振ふり返った先に、いつの間にかガブリエルが立っていた。

　長い金きん髪ぱつを腰こしまで垂らし、春の湖の色をした瞳に、優やさしげな笑えみをたたえている。そして、その手には一輪の白しら百合ゆりを携たずさえていた。

　ミカエルは一いつ瞬しゆん瞠どう目もくし、急いで波立っていた感情の全すべてを心の奥に押し込めた。

「私が来たことに気付かなかったとは、あなたらしくもないことですね」

　ガブリエルはクスクスと笑った。

「何の用だ」

　いつもの無表情を取り戻もどし、ミカエルは抑よく揚ようのない声で問う。

「あの少年の処しよ遇ぐうについて、煉獄シエオルの管理官から問い合わせがありましたので」

「シオンか──」

　ミカエルは足あし下もとの雲の床ゆかに向けて優ゆう雅がに指先を一ひと振ふりし、床に両手の幅はばほどの丸い穴を開けた。そこに煉獄シエオルの風景を映す。

　暗い灰色の大地は大きく剔えぐれ、地面のヒビは遥はるか地平まで続いていた。シオンの仕し業わざである。

　彼は煉獄シエオルを管理する天使の捕ほ捉そくから逃のがれようと、呪じゆ力りよくの塊を天使に向けて放ち、七名の天使と十数名の妖よう術じゆつ師しを薙なぎ倒たおしたのだった。

「人間とは思えない力だな」

　ミカエルの呟きに、

「私も驚おどろきました」

　ガブリエルも頷うなずいた。

　普ふ通つうの人間は神に息吹いぶきを吹ふき込まれて魂たましいを得た。しかし、シオンは人でありながら、原初の混沌の魂を持っている。一ひと度たび肉の体を脱ぬぎ捨てれば、彼は天使を凌りよう駕がするほどの力を発揮するのだった。

「いかがいたします？」

「放ほうっておけ。どうせ実害はなかったのであろう」

　神の加護を失った堕だ天てん使しは深い傷を負えば滅ほろぶこともあるが、天使はどのような痛手を受けようと滅ぶことはない。また、人間の魂も滅びることはないため、巻き添ぞえを食った妖術師も人ひと形がたを取り戻し、すでに地獄ゲヘナへ連行されている。

　ミカエルの返答を聞いたガブリエルは、ニコニコと嬉うれしそうだった。

「何が可笑おかしい」

　ミカエルのこめかみに青筋が浮ういたが、ガブリエルは気にも留めない。

「寛かん大だいな御ご処しよ置ちだと思って」

「あの少年は、創造主が地上に遣つかわしたのであろう？　彼がどんな役割を持って生まれたのかは知らぬが、その役目が果たされるまでは、好きにさせとくしかあるまい」

　決して、情に流されて不必要な優しさを示したのではないと、ミカエルは暗に釈しやく明めいする。

「もちろん、私もそう思ってますよ。リリス──ファティマを地上に連れ帰るためにあの少年がとった行動を、あなたが内心ではあっぱれと感心しているなんて、私はこれっぽっちも思っていません」

　ミカエルの青筋は深さを増したが、ガブリエルは平然と笑えんでいた。そして、いつまでも立ち去る気配を見せない。

「まだ何か言いたいことがあるのか」

　ミカエルの声こわ音ねに苛いら立だちが混じった。

「ファティマと御子が会ったようですね」

　口元の穏おだやかな笑みは変わらなかったが、ガブリエルの表情に真しん剣けんみが差す。

　ミカエルは小さなため息をついた。その話題はできれば避さけたかったのだ。

「そのようだな」

　自分が抱いだく苦い感情が表に現れないよう、細心の注意を払はらってミカエルは答えた。

「状じよう況きようから鑑かんがみて、御子はファティマに大いなる深淵の扉とびらを開けさせることが可能だったのに、彼はそうしませんでしたね」

「そうらしいな」

「なぜなのでしょう？」

「私が知るか！」

　思わず声高になり、ミカエルはハッとして口をつぐむ。しかし、ガブリエルは彼の心の内を知ってか知らずか、平然と問いを続けた。

「御子は、大いなる深淵から解き放たれたいと、願ってはいないのでしょうか？　それとも、闇の牢獄から出たいとは思ってはいるけれど、ファティマにこれ以上罪を犯おかさせたくないと考えているのでしょうか？」

「……なぜ、それを私に問う」

　狼ろう狽ばいを隠かくしきれず、ミカエルの声が微かすかに震ふるえた。

「あなたなら、御子の心を推おし量ることができると思ったからです。創つくられた時から御子とあなたはずっと一いつ緒しよだったではありませんか。袂たもとを分かつまで、御子に一番近しい場にいたのはあなたでしょう？」

　神の慈じ愛あいを形に成したような彼が、どうしてこれほど残ざん酷こくな言を発するのだろうかと、ミカエルは恨うらめしく思った。

「今いま更さら、御子の心を推し量ってどうする。御子は創造主に背そむいた。だから大いなる深淵に封じた。御子が何を願おうと私の知ったことではない」

　冷たく言い放ったつもりだった。しかし、ガブリエルは食い下がる。

「御子が、大いなる深淵から出るつもりがないのなら、彼女が鍵かぎである必要はありません」

　いつも笑みを絶やさないガブリエルが、怖こわいほど真剣な表情でミカエルを見つめていた。ミカエルは彼の正視に耐たえられず、視線を逸そらす。

「鍵の呪しゆを解けと言いたいのか」

「そうです」

　ガブリエルは、手にした白百合を愛めでるように眺ながめた。白百合はリリスの最も好んだ花だった。ガブリエルもまた、神の被ひ造ぞう物ぶつの中でこの花が一番美しいと思っている。

「もうよいではありませんか。彼女は御子に会って全てを思い出しました。己おのれの罪を悔い、扉を開けないと決意しました。それでもう十分に償つぐないを果たしたと言えませんか」

　だが、ミカエルは無表情を貫つらぬいた。

「お前はリリスびいきだからな。だが、それはできぬ」

「なぜです？」

　ガブリエルはミカエルに視線を戻し、常にない強い声音で詰きつ問もんする。

「あなたが、御子もリリスもとても大切に思っていたことは知っています。あなたが、二人の犯した罪のことで相当に打ち拉ひしがれたのも知っています。けれど、未だ許せないなんて狭きよう量りよう過ぎやしませんか？　御子が、リリスいえファティマをまだ愛しているのが気に入らないのですか？　それでは単なる嫉しつ妬と──」

「ガブリエル！」

　ミカエルの怒ど声せいが飛んだ。彼の群青の瞳ひとみに炎ほのおが点ともっていた。ガブリエルは自分がミカエルの一番触ふれられたくない部分を衝ついてしまったことに気付いた。

「……済みません。口が過ぎました」

　ガブリエルは一歩下がり、膝ひざをついて非礼を詫わびた。

「そなたが何を邪じや推すいしようと勝手だが、とにかく鍵の呪を解くことはできぬ」

　ミカエルは怒りに燃える瞳でガブリエルを見下ろした。ガブリエルは頭上に息苦しいほどの圧力を感じていたが、ここで引き下がっては、再び人として生まれ変わったファティマに幸せは訪おとずれない。

「私の言動にお怒りならば、私が罰ばつを受けます。ですが、ファティマにはどうかお慈じ悲ひを」

「ならば、そなたがファティマの代わりに鍵になるか？」

　ミカエルの問いに、ガブリエルは恐きよう怖ふにおののいた表情で顔を上げる。

「……私では、御み子この力に抗あらがえません」

　ガブリエルは言いながらハッと気付いた。

　かつて、神の寵ちよう愛あいを一身に受け、天界に君臨していた曙あけぼのの御子──。

　御子に対する畏い怖ふの念は、彼が堕天使となった今でも消えていない。天使の誰だれかが鍵であったなら、御子が扉を開けよと命じれば屈くつしてしまうだろう。おそらく自分も。御子に匹ひつ敵てきする力を持つのは唯ゆい一いつミカエルだけである。だが、ミカエルでは──。

「御子が地上に出たいと考えているか否いなかは、私にもわからぬ。だが、ファティマが鍵である限り、御子は大いなる深しん淵えんから出ようとはしないだろう。そして、彼女もまた扉を開けようとはしない。だから……私は彼女を鍵にした」

　ミカエルの夜明け前の海のような瞳には、怒いかりの中に底知れぬ深い悲ひ哀あいが隠されていた。

「わかったら行け。呼ぶまでは勝手にここに来てはならぬ」

　ガブリエルには、ミカエルにかける言葉が見つからなかった。

「仰おおせの通りに」

　彼は翼つばさを羽ばたかせ、天使長の間から退出した。

　ガブリエルの姿が消えたのを見届けた途と端たん、抑おさえていたミカエルの感情が爆ばく発はつした。

　全身が燃え上がり、髪かみが逆立った。彼は掌てのひらに炎の球を生み、それを手当たり次し第だいに投げつけた。聖なる雲に覆おおわれていた天使長の間が炎に包まれた。

　雷らい鳴めいのごとき轟ごう音おんが天界に響ひびき渡わたり、何事かと天使たちは慌あわてふためいたが、それが天使長の間から聞こえる音だと知ると、彼らは更に恐きよう慌こう状態に陥おちいった。

　ミカエルの激情が収まるまでには、しばらく時間がかかった。体中から噴き上がっていた炎が消え、彼は肩かたで息をする。ミカエルの炎に吹き飛ばされていた輝かがやく雲も、ゆるゆるともとの位置に戻もどっていった。

「──どうすればよかったというのだ。私が鍵になればよかったというのか」

　誰にも言えない心の内を、彼は吐はき出す。

「私には耐えられない。私が鍵なら──」

　ミカエルは両手の拳こぶしを握にぎり、顔を覆う。

「私は、────扉を開けてしまう」

　創造主の命令がなければ、扉を開けることはできない。だが、自分は御子を闇やみの牢ろう獄ごくから解き放ちたいと思っている。

　あの時、御子が彼女に扉を開けさせてしまえばいいのにと、本気で願った。

　だが、御子は扉を開けさせなかった。

　これ以上彼女に罪を負わせないために。

　それほど、御子は彼女が大切なのだ。

「主よ。なぜ我らにこのように軟なん弱じやくな心根を与あたえ給たもうた。我らは主の使いを務めるのみ。心など必要なかった」

　御子と自分と二人で天界を治め、アダムとリリスを見守っていきたかった。彼ら人間の子孫を見守っていきたかった。

　御子と自分と二人で──。

「心などなければ、主に背いた者に今一度まみえたいなどと、愚おろかな願いを抱いだかずに済んだものを！」

　俯うつむき、両の拳で顔を覆ったミカエルから、押し殺した嗚お咽えつが漏もれた。
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　細い月が雲間から顔を覗のぞかせていたが、東の空は暗く、夜明けがまだ遠いことを知らせていた。

　黒シユヴアいルツヴ森アルトの奥、ヨハンナはネッカー川の上流にかけられた水車小屋の戸口に立っていた。濃こいネズミ色の外シユール衣・コーは所々が焼け焦こげ、老ろう婆ば自身の白はく髪はつも炎に炙あぶられ、茶色く縮れてしまっていた。

　煤すすけて汚よごれた顔を拭ふきもせず、ヨハンナは主あるじファティマの無事を祈いのりながら館やかたの方角に目を凝こらす。

　館は遠く離はなれていたが、その気配から水ホーク竜ヴアサーが火を消し止めたようだった。しかし、偵てい察さつにやった精コー霊ボルトからはまだ連れん絡らくがない。

「お嬢じよう様さま、どうか御ご無ぶ事じで……」

　ヨハンナは焦げた外シユール衣・コーの端はしを握り締しめ、祈るように呟つぶやいた。

　館に火がかけられたのは、ファティマがシュトゥットガルトのヴュルテンベルク公を訪ねて留守にしている間のことだった。ファティマとヨハンナを魔ま女じよだと疑ったカルフの村人が火矢を射かけたのである。

　黒シユヴアいルツヴ森アルトの木ドウル精ダレスには、ファティマを害そうとする悪あく魔ま、妖よう術じゆつ師し、妖よう霊れいの侵しん入にゆうを阻はばむように頼たのんであったが、悪魔と関かかわりを持たない者には、ヨハンナの要よう請せいがない限り、手出しをしないことになっていた。

　ヨハンナが気付いた時には、すでに館は火の海だった。彼女はファティマを狙ねらうキアラが実の孫だと知って思い悩なやみ、普ふ段だんの注意力を欠いていたのである。ヨハンナは水ウンのデイ精ーネを消火に当たらせ、精コー霊ボルトに貴重品を運び出させた。そこへ、シュトゥットガルトから戻って来たグランディエが彼女をこの水車小屋へ避ひ難なんさせたのである。

　グランディエはファティマとシオンを連れに館へ戻り、ヨハンナはここで彼らを待っていたのだった。

　月が中天にかかった頃ころ、ヨハンナの足あし下もとの地面にボコッと穴が開き、そこから精コー霊ボルトがリンゴの大きさほどの顔を出した。

　──ファティマ発見。グランディエとこっちに向かって歩いてくる。

　グランディエがファティマを抱だいて飛んで来られれば速いのだが、グランディエは堕天使であるため、聖なる魂たましいを持つファティマに触れることはできないのだった。

　天界から追われた天使をおしなべて堕天使といい、堕天使の多くは、神の教えに背そむき、人に害を為なすため、人間が悪魔と呼んだ。グランディエはそのような意味では悪魔ではない。彼はガブリエルの命によりファティマを守るために地上に降り、ファティマの使い魔を務めていた。

　険しかったヨハンナの表情が和やわらぎ、彼女はホッと安あん堵どの息をつく。

「そうか、御苦労であったな」

　彼女は精コー霊ボルトを労ねぎらうと、彼に住すみ処かへ戻るよう命じた。

　ほどなくしてヨハンナは、モミの梢こずえの間に主と使い魔の姿を認めた。

「お嬢様、御無事でおられましたか──」

　ヨハンナは二人に駆かけ寄った。

「私は大だい丈じよう夫ぶ。ヨハンナ、あなたは大丈夫なの？　怪け我がはなかった？」

　ファティマはヨハンナの手を取り、育ての親に等しい召めし使つかいの老婆を気き遣づかう。

「とにかく中へ入ろう。ファティマも婆ばあさんも休んだ方がいい」

　グランディエが二人を促うながした。

　小屋の床ゆかには精コー霊ボルトたちによって絨じゆう毯たんが敷しかれ、隅すみには、運び込まれた貴重品や日常生活用品が積まれていた。

　ヨハンナは崩くずれるように絨毯に座り込むと、

「申し訳ございませぬ。わたくしが油断しておりました。村人のことゆえ、手て荒あらな真似まねもできませず──」

　曲がった腰こしを更さらに曲げて、エプロンの裾すそで目め頭がしらを拭く。

「あなたが無事でよかったわ。いつかこんな日が来るとは思っていたけど、まさか、火をかけるなんてね……」

　ファティマは、悲しげな薄うすい笑えみを浮うかべた。

「もう、館には戻れないわね……」

　彼女は小屋の壁かべを透すかして、翳かげりの濃い黄金の瞳ひとみをカルフの方に向ける。

　森は静せい寂じやくに包まれ、暗い沈ちん黙もくの落ちた水車小屋には、水車が回る低い音と、エプロンを顔に押し当て噎むせぶヨハンナの声だけが微かすかに響いていた。

「……ヨハンナ。シオンが……スケディムと一いつ緒しよに行ってしまったの……」

　ファティマは、耳を澄すまさなければ聞き取れないほど小さな声で呟いた。

「──何と」

　ヨハンナは、エプロンから顔を上げた。そして、小屋の壁に背を預けているグランディエを見る。グランディエは頷うなずき、

「山や羊ぎ頭あたまが後を追っている」

　と、苦い表情で告げた。山羊頭とは真の名をサリエルと言い、グランディエと同様、ファティマを悪魔から守るため地上に降りた堕天使である。

「シオンの魂が普ふ通つうの人間のものじゃないって、知ってるでしょ？　彼は、スケディムの伝説の王なんだって……」

　ファティマの言葉にヨハンナは啞あ然ぜんとして目を見開いた。

　代々魔導師の家に生まれた彼女は、混こん沌とんの魂を持つ人間が、七つの封ふう印いんを解いて、世界に滅ほろびをもたらす七つの鍵かぎを手に入れるというスケディムの伝説を知っていた。それは、聖書の黙もく示し録ろくに酷こく似じした言い伝えであった。

　ヨハネの黙示録によれば、ほふられた子羊が七つの封印を解き、七つのラッパを手にする。そして、七人の御み使つかいが次々にラッパを吹ふき鳴らし、世界に大災害が起こるとされている。神の怒いかりの鉢はちが傾かたむけられ、人間のほとんどが死に至る。その折には天使と龍りゆうとの戦いが起こることも記されている。天使と堕天使との最終ハルマ戦争ゲドンである。

「シオンには、滅びの扉とびらを開ける力があるって……その扉が大いなる深しん淵えんの扉のことだとしたら……」

　ファティマの声は微かに震ふるえていた。気き丈じような彼女が恐おそれているのだ。

　大いなる深淵とは、堕天使の総そう帥すいルシファーと、天界の大戦の折に彼に味方した堕天使たちが閉じこめられている闇の牢獄のことである。

　だが、ファティマは前世でルシファーに愛され、犯おかした罪により、大天使ミカエルから大いなる深淵の扉の鍵という罰ばつを与えられていた。そのため、盟主を大いなる深淵から解き放とうとする地上の堕天使、すなわち悪魔から、ファティマは魂を狙われている。

　ヨハンナは、シオンがスケディムの真の王であると聞き、驚おどろくと同時にある可能性を見み出いだす。もしかするとシオンの意図は──。

「スケディムの言い伝えについては、わたくしも少しは存じております。何、御心配なさることはありませぬ。シオン様は短たん慮りよな真似はなさいますまい。きっと何かお考えがあってのことと存じまする」

　不安は拭ぬぐいきれないが、ヨハンナは主を励はげますように明るい声を作る。

「だといいのだけれど……」

　瞳を伏ふせ、ファティマは暗いため息をついた。
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　丈たけの高い樹きはすでにシオンの眼下にあった。黒々とした地面に大きな岩が重なり、その岩の隙すき間まに辛かろうじて顔を出す小さな緑の葉が唯ゆい一いつの色しき彩さいだった。

　春の太陽が真上から照っていたが、風は凍こごえるほど冷たかった。陽ひの当たらない窪くぼ地ちには、雪がまだ溶とけ残っている。

　目線を上げれば、雄ゆう大だいな山脈の真っ白い峰みねが、青い空を貫つらぬく光景が目に飛び込む。

　アルプスの山間であった。スイスなのか、ヴェネツィアに入ったのか、シオンにはわからない。街かい道どうから外れて、すでに二日が過ぎていた。彼はスケディム族の王マジキムに導かれ、スケディムの里を目指して、人の訪おとずれぬ道なき道を、ひたすら歩き続けていたのだった。

　取り入れ間近な小麦のようなシオンの金きん髪ぱつは、山風に煽あおられてくしゃくしゃと乱れていた。目の下の影かげも濃く、慣れない山歩きと寒さが彼の体力を削そいでいることを示していた。しかし、頭上の青空よりもなお鮮あざやかな彼の瞳には、炯けい々けいとした光が点ともっている。

　シオンはある決意をしていた。

　その目的のためなら、雪の残る山を歩き続けることぐらい大したことではなかった。

（ファティマ……）

　炎えん上じようするカルフの館やかたで彼女と別れた時、身を切られるような思いがした。けれども、一緒にいたいという想おもいだけでは、彼女は救えない。自分はどうなってもいい。たとえ地じ獄ごくに堕おとされても構わない。彼女に与あたえられた罰を肩かた替がわりするには、この方法しかないのだ。

　気持ちだけは逸はやっていたのだが、シオンの足取りは遅おそくなる一方だった。

　五日前の深夜、シオンは館を出て、マジキムと共にカルフ村で馬を手に入れた。村の男たちのほとんどは館を襲おそいに行っていたので、馬を盗ぬすむのは容易たやすかった。そして夜の明けないうちにボーデン湖を渡わたり、山の街道に入った。昼間は人目を忍しのんで無人の納な屋やや雑木林の中で眠ねむり、日が暮れると移動を開始した。

　人目を忍ばなければならなかったのは、マジキムの異容のためである。彼の体つきは人間の少年と変わらないが、髪かみは雪のように白く、額には小さな二本の角が生えていた。それくらいならば帽ぼう子しを被かぶれば誤ご魔ま化かせたのだろうが、彼の双そう眸ぼうは目頭から眦まなじりまでが鮮やかな黄色で、しかも瞳どう孔こうが猫ねこのように細長かったのである。

　そのような理由で、旅籠はたごに泊とまることもできず、装備もなしに野宿を重ねてきたシオンの疲ひ労ろうは限界に達していた。

　前を歩いていたマジキムは足を止め、二十歩近く遅おくれたシオンを待った。

「真の王よ。少し休まれるか」

「いいえ、大丈夫です。済みません、歩くのが遅くて」

「無理からぬこと。貴き殿でんの魂は我らと同じでも、体は人間のものだ」

　スケディム族の外見は、瞳と額の角以外は人と同じだが、敏びん捷しようさも膂りよ力りよくも大型の肉にく食しよく獣じゆう並みにあった。

　その能力と容よう貌ぼうのため、スケディム族は人間から妖よう怪かいとして扱あつかわれていた。一方スケディムたちは、神から人とも動物とも異なる混沌の魂たましいを与えられたことに誇ほこりを持ち、敢あえて人間に迎げい合ごうも追従もせず、人ひと里ざと離はなれた山間で暮らしている。

　空の色が藍あい色いろに変わり始めた頃ころである。

　険しい岩場をよじ登り、大岩の頂に立ったシオンは、前方に、切り立った岩に挟はさまれた深い渓けい谷こくと、崖がけの中ほどに密集する家々を見る。

「あそこが我が里だ」

　右手の断だん崖がいの中腹は巨きよ大だいな階段状の岩いわ棚だなになっていた。その岩棚の各層に小さな木造の家が折り重なるように並んでいるのだった。

「こんな所に家を……」

　岩棚は自然にできたものにしても、こんな崖にどうやって木材を運び、家を建てたのだろう。

　その疑問を口にすると、マジキムは、

「担かついで運んだに決まっているであろう」

　事も無げに答えた。

「信じられない……」

　シオンが目を丸くすると、

「我らスケディムは人間よりも遥はるかに強い力と速さとを神から与えられたのだ」

　マジキムは誇らしげに笑う。

「従って、狩かりをし、木の実や山菜を拾って糧かてを得ることに不自由はない。だが……」

　彼はふと、表情を翳らせる。

「山の暮らしは厳しい。冬ともなれば、狩りに出ても何日も獲え物もののないこともある。畑を耕そうにも、土地がない」

「もう少し暮らし易やすい場所に引っ越こせば──」

　と言いかけて、シオンは口をつぐむ。

　肥ひ沃よくな広い土地には、すでに人間が住んでいる。スケディムを妖怪だと思っている人間たちが、彼らを受け入れるはずがない。

「だから我らは真の王の到とう来らいを待ち望んでおったのだ。封印を解き、扉の鍵を得る真の王の到来を。扉が開けば愚おろかな人間どもは滅ぶ。我らスケディムは、選ばれた人間と共に、豊かな国で暮らせよう」

　マジキムは、間近に迫せまった伝説の成じよう就じゆに瞳を輝かがやかせた。

　ふと、シオンは渓谷の上じよう端たんに近い岩に施ほどこされた巨大な彫ちよう刻こくに目を留める。谷の右岸、すなわち村のある方の崖の奥にライオン、手前に雄お牛うし、左岸の奥に人の顔、手前は鷲わしの彫刻である。それらが、スケディムの村を四方から見下ろしている。

「あれは？」

　シオンが指差すと、

「伝説の獣けものである。貴殿らが妖よう霊れいと呼んでおるモノの一種であろう。封ふう印いんを解く折には、貴殿は本物のあれらを目にすることになる」

　マジキムは嬉うれしげに笑えんだ。

（間ま違ちがいない。スケディムの伝説は真実だ）

　シオンは確信した。ライオン、雄牛、人、鷲──。それらは聖書の黙もく示し録ろくにも記き載さいされている。

（ファティマ、待ってて──）

　シオンは胸の鼓こ動どうが速くなるのを感じながら、村を見守る四つの彫刻を見つめた。







　村が近づくにつれ、マジキムの帰き還かんを察知したスケディムたちが、わらわらと家から出てきた。スケディムたちは貫かん頭とう衣いで身を包み、獣の牙きばを繫つないだ首くび飾かざりや、銀の腕うで輪わなどの装身具を着けている。彼らは老ろう若にやく男なん女によを問わず、瘦そう身しんで端たん整せいな面おも立だちをしていた。様々な妖霊を見慣れているシオンには、額の角も猫のような瞳ひとみも大して異様には映らない。

　彼らはシオンの姿を見てどよめき、それは次し第だいに歓かん声せいへと変わっていった。

　村の入り口、すなわち岩棚の端はしにシオンとマジキムが立つと、スケディムたちは一いつ斉せいに膝ひざをつく。

「陛下、お帰りなさいませ」

　一人の屈くつ強きようなスケディムの男が前に進み出た。

　見た目は人間の年ねん齢れいで言うと三十前後、灰色の長い髪を後ろで一つに束ねている。彼は腹に包帯を巻き、添そえ木で固定した腕うでを肩かたから吊つっていた。

「シオン殿どの。宰さい相しようを務めるモームだ」

　マジキムに紹しよう介かいされると、スケディム流の挨あい拶さつなのだろうか、モームは両手を胸の前で組み、頭を下げた。

「スケディムの里にようこそ。お目にかかれて光栄に存じます。本来なら輿こしを用意してお迎むかえに上がらなければならなかったのですが、生あい憎にく、力ちから自じ慢まんの者は皆みな負傷しておりまして」

「いいえ。あの、その怪け我がはもしかしてカルフで？」

　二週間ほど前、シオンがファティマを煉獄シエオルに迎えに行っている間に、スケディムたちがシオンを連れ去ろうとカルフの館やかたを襲った。その時、彼らはグランディエの返り討うちに遭あっている。

「ええ。あの堕だ天てん使しにやられました」

「……済みませんでした」

　当時は敵だと思っていたとはいえ、申し訳ないことをしたとシオンは謝罪する。

「いいえ。真の王を迎えたかった我らスケディムも、あなたを守ろうとした堕天使も、互たがいの正義に従って戦ったまでのこと。傷を負ったのは、私の力が彼に及およばなかったからです。シオン様がお気になさる必要はありません」

　モームは爽さわやかな笑みを浮うかべた。

「さあ、陛下もシオン様も湯の泉で疲つかれを癒いやしてくださいませ。その間に宴うたげの用意を調ととのえておきましょう」

　モームはそう言うと、傍かたわらのスケディムに二言三言指示を出し、マジキムとシオンの先さき払ばらいを務めた。







　どのような工法を用いたのか、谷の岩がん盤ばんを掘ほり抜ぬいて築かれたスケディムの宮きゆう殿でんは、驚おどろくほど壮そう麗れいなものであった。いくつもの篝かがり火びが焚たかれた長い廊ろう下かの壁かべには精せい緻ちな彫刻がなされ、床ゆかは滑なめらかに削けずられている。各所には通つう気き孔こうらしき小さな穴が設けられ、洞どう窟くつの宮殿に清せい涼りような空気を巡めぐらせていた。

　その宮殿内の広間の奥、一段高く設けられた石造りの玉座に、シオンはマジキムと並んで腰こし掛かけていた。

　身に着けているのはスケディムと同じ細身の長ズボンブレーと切り込みの入った丈たけ長ながの貫頭衣である。いつもの胴プール・衣ポワンと半ズボンシヨースは湯浴みをしている間に洗せん濯たくされてしまったからだ。ズボンも貫頭衣も上等の白い亜あ麻ま布ぬので、同色の糸で精緻な刺し繡しゆうが施ほどこされていた。その上に羽織った緋ひ色いろのラシャのマントには金糸で縁ふちかがりがされている。それらはシオンの明るい金きん髪ぱつと空色の瞳によく映はえていた。

　彼らの目の前には、木の実や山菜、干した果実などが山と盛られていた。肉の腸ちよう詰づめや煮に込こみ、薫くん製せいも豊富に取りそろえられている。

　シオンのために催もよおされた歓かん迎げいの宴であった。広間には村中のスケディムが集まり、たいそうな賑にぎわいである。

『坊ぼうや』

　突とつ然ぜん、聞き覚えのある声に呼びかけられ、シオンはびっくりした。

（この声は山や羊ぎ頭あたまさん）

　堕天使が何にでも化けられるのは知っているが、いったいどこに、と辺りを見回すと、

『ここだ。スモモの皿の下』

　見ると皿の陰かげに小さなコガネムシがいて、シオンを見ていた。

「山羊──！」

　声に出して名を呼ぼうとして、コガネムシに『シッ』と止められた。

「山羊がいかがいたした？」

　マジキムが怪け訝げんな顔で振ふり向く。

「あ、いえ。山羊のミルクが飲みたいなーと」

　シオンは慌あわてて首を振る。

「貴き殿でんは酒よりも山羊乳がお好みか。持って来させよう」

　マジキムは給仕の者を呼んだ。その隙すきにシオンは、

「山羊頭さん、どうしてここに？」

　コガネムシに向かってささやく。

『ずっと坊やの跡あとをつけていたのだ。気付かなかったか？』

「──全然」

　旅の間、山羊頭の気配は全く感じなかった。おそらくマジキムも同じだろう。現に今もマジキムは卓たく上じようのコガネムシの正体に気付いていない。山羊頭の声もシオンにしか聴きこえていないようだ。

『坊やがあっさりスケディムの誘さそいに乗ってしまったので、随ずい分ぶん驚おどろいた。どういうつもりなのだ？』

「それは──」

　説明しようとしたところへ、

「魚の炙あぶり焼きはいかがです？」

　モームが串くしに刺さした川魚の皿を持って来た。

「ありがとうございます」

　モームにコガネムシを見られないよう、シオンは卓に覆おおい被かぶさるようにして魚にかぶりつく。

「そう言えば、肉を召めし上がらないのであるな。お嫌きらいか？」

　マジキムは尋たずねた。先さき程ほどからシオンは果くだ物ものや堅かた焼やきパンばかりを食べていたのだ。

「いいえ。嫌いではないのですが、一応聖職者の端くれですから」

「どういう意味だ？」

「陛下。人間の神官は肉食をしないのですよ」

　シオンの代わりにモームが答えた。

「貴殿は、スケディムの真の王であるぞ。もう人間の掟おきてに縛しばられることもあるまいに」

　マジキムは不満げだ。シオンは答えに窮きゆうした。スケディムに迎え入れられても、シオンは自分が人間だと思っていたし、ファティマの弟で子しの魂のゼーレ捜索人・ズーヒアであり続けたかったのだ。

　そんなシオンの気持ちを察したのか、

「長い間に培つちかわれた習慣をすぐに変えるのは難しいものですよ」

　モームが穏おだやかな笑えみを浮かべて取りなした。

「山羊が食するような物ばかり食べていては、成長せぬだろうが」

『私は肉も食べられるぞ』

　なぜか山羊頭が反応する。

「そういう陛下は、肉ばかりで野菜を召し上がらないではありませんか。栄養が偏かたよると長生きできませんよ。菜の花の和あえ物もちゃんと食べてください」

「草や葉を食べるくらいなら、我は長生きせずともよい」

『王と宰相と言うより、母と息子むすこの会話だな』

　聞こえないのをいいことに、山羊頭は前脚で触しよつ角かくを撫なでながら不ぶ躾しつけな感想を述べる。

　そこへ壮そう年ねんのスケディムが酌しやくをしに来た。脇わきには年若い女性のスケディムを伴ともなっている。

「シオン猊げい下かのお越こしを心より歓迎いたします。わたくしめはケンリッジと申しまする」

　ケンリッジは、真の王を迎えた喜びが云うん々ぬんと重々しく口上を述べると、

「これは、娘むすめのリノイでございます。狩かりの腕も達たつ者しやですが、料理が得意でしてな。器き量りようは十人並みですが、親のわたくしが申すのも何ですが、なかなか気だてのよい子でして」

　頰ほおを染めて俯うつむく娘を促うながし、シオンの杯さかずきに酌をさせる。

「は、はあ」

　何だかよくわからないが、シオンはリノイの注ついでくれた果実酒をほんの少し舐なめる。

　ケンリッジらが去ると、他ほかの父おや娘こがやって来た。ケンリッジと同じく、前口上の後に娘の紹介と自じ慢まん話ばなしをしていく。そのような父娘が何組も続いた。

「何なんですか。スケディム族の習慣ですか」

　シオンはマジキムに尋ねた。

「自分の娘を、真の王の妃きさきにしたいのであろう」

　シオンは口に入っていた山羊乳をあやうく噴ふき出すところだった。

「き、妃──！　ぼぼぼ僕は、まだ十三ですよ」

「我らは十二、三で婚こん姻いんを結ぶぞ」

「え──っ！　じゃ、マジキムさんにも奥様がいるんですか!?」

「残念ながら、年とし頃ごろの娘は皆みな我と近い血けつ縁えんでな。いずれは大陸の東に住む一族へ嫁よめ取とりに参ろうとは思っておる。ちなみにモームもいい歳としをして未いまだに独り身だ」

「いい歳は余計です」

　と、言い置いて、

「人口が少ないですからね。里の者のほとんどが血縁関係にあるのです。つまり、一族が皆親しん戚せき同士になってしまっているのですよ」

　モームは言った。

「血の繫つながらない独身の男は貴重だ。まして、我らが待ち望んだ伝説の王となれば、嫁入りしたいと願う娘は山ほどいる。よりどりみどりであるぞ」

　マジキムはクスクスと笑う。

「でも、僕は……」

　僅わずかに顔を赤らめてシオンは言葉を濁にごす。

「ファティマ殿どのか？」

　マジキムは知っていてからかったのである。シオンは半分俯いて恨うらめしそうに睨にらんだ。

「ファティマ様というと、あの黒シユヴアいルツヴ森アルトに住む尼に僧そうのことですか？　大いなる深しん淵えんの鍵かぎだと聞きましたが」

　モームは真顔で尋ねた。

　シオンはマジキムに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せているわけではない。スケディムの伝説に一いち縷るの望みをかけて、彼に付いてきたのだ。ここへ来るまでの道中で彼が実直な人となりであることはわかったが、背後でキアラや悪あく魔まが糸を引いている可能性は捨てきれない。
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「スケディムに伝わる七つの鍵というのは、大いなる深淵の鍵なのでしょうか？」

　シオンは言葉を慎しん重ちように選んで、問い返した。

「キアラはそう申しておった。我らは人間界のことには疎うといゆえ、大いなる深淵が何を指し示すのか正しくは知らぬ」

「キアラは今どこに？」

「知らぬ。銀の堕だ天てん使しと戦ったあの夜以来、あやつとは会っておらぬのだ」

「本当ですか？」

「偽いつわりを申す必要もなかろう。キアラはファティマ殿の魂を手に入れたがっておったが、あやつの目もく論ろ見みなど我らには関係のないこと。我らは神から与あたえられた我らの使命を全まつとうするのみ」

　誇ほこり高いスケディムの王の表情には一点の曇くもりもなかった。

『噓うそではない。実際、あれ以来キアラがマジキムと接せつ触しよくした様子はなかった』

　山羊頭はずっとキアラの動向を見張っていたのだ。

「シオン様は、ファティマ様をお救いになりたいのですね。それで、私どもに伝わる伝説と大いなる深淵の関係を知るために、陛下の御招待に応じたのでしょう？」

　モームは微笑ほほえましそうに言った。

「仰おつしやる通りです。スケディムに伝わる七つの鍵が大いなる深淵の鍵なら、ファティマの役割を僕が代わりに務められます。だから僕はこの里に来たんです」

『坊ぼうや──』

　山羊頭が、コガネムシの小さな目を見開いた。

　悪魔の目的は大いなる深淵の扉とびらを開けることだ。もしもスケディムの後ろにキアラや悪魔がいたとしても、このように宣言すれば、彼らの狙ねらいはファティマから自分に移るだろうとシオンは考えたのだった。

「使命を果たしたいという動機が、好いた女のためであるというのは、いささか不純であるように思えて、我は残念であるぞ」

　マジキムは明らかに気落ちした様子である。

「健けな気げではありませんか。陛下も心から愛する女性が現れれば、シオン様のお気持ちがおわかりになりますよ」

　モームの言葉に、マジキムは眉まゆを吊つり上げる。

「そちには、シオン殿どのの気持ちがわかると申すか。好いた女がおるのか。誰だれだ？　我に内ない緒しよでどこぞの女と付き合っておる？」

「私にだってそのくらいの経験はありますよ。いい歳だと言ったのは陛下ではありませんか」

「相手は誰だと訊きいておる！」

『私には痴ち話わ喧げん嘩かに聞こえるのだが……』

　山羊頭の呟つぶやきに、シオンは「僕もです」と小さく答えた。







　シオンは宮きゆう殿でん内の一角に居室を与えられた。伝説の王が到とう来らいした時のために、遥はるか昔から用意されていた部屋ということで、三間続きの寝しん室しつ、居間、書しよ斎さいは、それぞれが小さめの一いつ軒けん家やに相当するほどの広さがあった。壁かべには色いろ鮮あざやかな織物が掛かけられ、床ゆかには毛皮がふんだんに敷しき詰つめられていた。調度類にも古風だが美しい装そう飾しよくがなされている。

　夜が更ふけるにつれて、高い峰みねに位置するスケディムの里は真冬並みの寒さに包まれたが、暖だん炉ろには火が熾おこされ、部屋の中は暖かかった。

　コガネムシの姿でシオンにくっついて来た山羊頭は、案内のスケディムが部屋を下がると同時に、普ふ段だんの姿に戻もどった。

「坊や、本当に封ふう印いんを解くつもりなのか？」

　シオンは絹張りのソファーに腰こし掛かけ、

「もちろんです。そのためにここに来たんですから」

　笑みの中に固い決意を込めて答えた。

「そうか──」

　山羊頭は頷うなずき、それきり黙だまってしまった。いつもの山羊の面を着けているので、表情はわからない。

「反対しないんですか？　山羊頭さんは僕を連れ戻しに来たんだと思ったんですけど」

「私がファティマ殿のもとに帰ろうと言えば、坊やは素す直なおに帰るつもりだったのか？」

「いいえ。封印を解くまでは帰るつもりはありません」

　きっぱりと答えるシオンに、山羊頭は、

「そう言うと思った」

　面の下から苦く笑しようを漏もらす。

「最初は、スケディムが何を目論んでいるのか探さぐった後で、坊やを連れて帰るつもりだったのだがな」

　山羊頭はシオンの隣となりに腰掛け、面に隠かくされた瞳ひとみでシオンを見つめる。

「坊やがなぜ混こん沌とんの魂たましいを持つのか、その意味を考えたのだ。彼らの伝説が真実で、坊やがスケディムの真の王ならば、坊やが封印を解くのは神の意思だ。それを私に止める権利はない」

　醜みにくい山羊やぎの顔に似合わない白い繊せん手しゆで、彼はシオンの金きん髪ぱつを梳すく。

「だが、心配はしている。封印を解く儀ぎ式しきにどんな危険が伴うのかわからぬ」

「危険は覚かく悟ごの上です」

　シオンは明るく笑えんだ。

「それに、もしも彼らの言う七つの鍵が大いなる深淵の鍵で、坊やの使命が大いなる深淵を開けることなら、ファティマ殿は全力でそれを止めにかかるだろう」

　山羊頭は、呟くように低い声で言った。

「坊やは、ファティマ殿と敵対することになるかもしれん。それでもいいのか？」

　シオンは俯うつむいた。

　炎えん上じようするカルフの館やかたで、ファティマと別れた時のことを思い出す。一いつ緒しよにスケディムの里に行こうとシオンは彼女の手を取った。しかし、彼女は手を離はなしたのだ。大いなる深淵の扉は開けない、人を滅ほろぼすことはできないと言って──。

　だが、拒きよ絶ぜつされても、想おもいは募つのる。

（ご免めんね、ファティマ。僕が代わりに罪を負ってあげるから、だから……）

　シオンは顔を上げた。彼の表情には僅かな淋さびしさと強い決意とが同時に表れていた。

「仕方がないです。ファティマを鍵の呪じゆ縛ばくから解放するのに、他ほかに方法がないのなら」

　山羊頭はソファーに寄りかかり、ため息をついた。

「グランディエが怒おこるだろうな」







　２　スケディムの伝説




　翌日、シオンは王宮内の一室に案内された。そこは、謁えつ見けんの間として使用されているらしく、奥に壮そう麗れいな装飾がなされた椅い子すが置かれ、手前の床には毛皮が敷いてある。天てん井じように近い所に細長い窓が掘ほり抜ぬかれ、明るい陽ひ差ざしが部屋に差し込んでいた。

　シオンがその部屋に入った時には、すでに玉座にマジキムが腰掛け、モームがその脇わきに立っていた。

　手前の床には一人の女性のスケディムが座っていた。長い髪かみを高く結ゆい上げ、ゆったりとした丈たけの長い衣ころもを身に纏まとっている。彼女の膝ひざの上には古びた木製の箱が載のっていた。

「神官の長おさ、ルエンだ」

　マジキムが紹しよう介かいすると、神官長ルエンは箱を床に置いて立ち上がり、

「お初にお目もじいたします。どうぞよろしゅう」

　両手を組んで頭を下げた。

「シオンです。この度たびはお世話になります」

　シオンもスケディム流に挨あい拶さつする。

「お座りなされよ。モームもこれへ」

　マジキムは玉座から降り、シオンやルエンと同じく床に座った。モームもマジキムの隣へ胡座あぐらをかく。

「早さつ速そくだが──」

　マジキムは言いかけて、

「ルエン、いかがした？」

　神官長の様子を見て訝いぶかる。ルエンは何かを探るように宙を見回していた。ふと、彷徨さまよっていた彼女の視線がシオンに止まる。

「何か妙みような気配がいたします。シオン様、何かお連れになっていらっしゃいますか？」

　シオンはギクッとして胸の内ポケットを押さえた。ポケットの中には、コガネムシに変へん化げした山羊頭が入っている。完かん璧ぺきに消してある山羊頭の気配をルエンは感じ取ったのだろうか。

「い、いいえ。何も……」

　シオンは身の縮む思いで答えた。

「けれど、確かに──」

　ルエンは立ち上がりシオンの前にかがむと、

「これでございますね」

　手を伸のばしてシオンの胸むなぐらを摑つかんだ。

「わわっ」

　腰こしを浮うかしかけたシオンだが、ルエンの手がすっと離れた。彼女の手には小さな疫えき霊れいが載っていた。疫霊といっても、風邪かぜをひかせる程度の小物で、どこにでもいるやつである。

「旅の途と中ちゆうで取り憑ついたのでありましょう。病が発はつ症しようする前でようございました」

　ルエンは疫霊にフッと息を吹ふきかけて消した。

（び、びっくりした……山羊頭さんのことがばれたかと思った）

　シオンは、額の汗あせを拭ぬぐう。

『私も肝きもが冷えた』

　ポケットの中の山羊頭も脱だつ力りよくした様子だった。

「疫霊に憑かれておったとは。シオン殿どの、御おん身みを労いたわられよ」

　マジキムはそう言うと、一同を見み渡わたした。

「ではあらためて。本日は真の王であられるシオン殿に、我が里の伝説をお聞かせしたいと存ずる」

「お願いします」

　シオンも居住まいを正した。

「我らは、他の獣けものと同じく神の手による被ひ造ぞう物ぶつだ。かの楽園、貴き殿でんらがエデンと呼ぶ園そのでは、我らの先祖は最初の人間アダムを王と仰あおぎ、安楽に暮らしていたそうだ。だが、人間が禁断の実を食べ、楽園が崩ほう壊かいして間もなく、我らの先祖に一つの巻物が下されたという」

「巻物？」

　シオンは問い返した。聖書の黙もく示し録ろくにも巻物が登場するのだ。

「左さ様よう、七つの封印が施ほどこされた巻物だ。今も我が神しん殿でんに安置してある。神の御み使つかいが下されたのか、創造主が手ずから渡わたされたのかは知らぬが、ともかく我らの先祖はそれを受け取った。先祖は巻物を受け取ると同時に天の声を聴きいた」

　マジキムは、ルエンが携たずさえている箱を指し示す。

「天の声は、伝説の書に書き記されている。長く口伝えられていたものを、およそ二千年前に書き留めたものだ」

　ルエンは箱の蓋ふたを開けた。中には羊皮紙を革かわの紐ひもで綴とじた本が入っていた。長い時を経て、羊皮紙は黄ばみ、端はしがめくれ上がっていた。

「これが伝説の書にございます」

　シオンは表紙の文字をのぞき込む。古いスケディムの言葉なのか、字形はヘブライ文字に似ていたが、何が書いてあるのかさっぱりわからない。

「ルエン、シオン殿に読んでさしあげよ」

　ルエンは頷うなずくと表紙をめくる。

「序章、これは、最初のスケディムが聴いた天の声である。巻物と共に大切に守り、後のスケディムに伝えよ」

　シオンにもわかるようルエンは現代語に訳して読み始めた。

「第一章、天に大いなる戦いが起こり、厄やく災さいが地の底に封ふうじられた。人もまた罪を犯おかした。いずれ、人の心は神から離れ、正義と誠まこととが失われるであろう。悪が地にはびこり、地の表から拭い去らねばならぬ時、地の底の扉とびらは開かれる。扉が開けば厄災が地上に満ち、人は滅ぶ。厄災は神の手で再び地の底に封じられる。その後に人の魂は裁きを受け、罪人は地じ獄ごくに堕おち、聖なる者のみが新たに創つくられた国で至福の生を営むことが許される」

（最終ハルマ戦争ゲドンと、最後の審しん判ぱん──）

　シオンの心臓が高鳴り始めた。ルエンは続ける。

「この巻物の封ふう印いんを解いた者に、大厄災をもたらす地の底の扉の鍵かぎを与あたえる。第一の鍵で扉は拳こぶし一つ分ほど開く。すると地の底から血の混じった雹ひようと火とが溢あふれ、全すべての青草を焼き尽つくすであろう。第二の鍵で扉は拳二つ分ほど開く。すると、地の底から燃えさかる山が現れ、それは海に投げ込まれる。そして海の中の生き物の三分の一が死ぬであろう──」

（やっぱり、黙示録とよく似ている）

　ルエンが読み進むにつれ、シオンは興奮で頰ほおが熱くなってくるのを感じた。

　伝説の書によると、鍵により扉は少しずつ開き、その度たびに人の世に厄災が振ふりまかれるという。その厄災は黙示録に記されているものとそっくり同じだった。

　もはや、彼らの伝説を疑う余地はなかった。スケディムは人間世界とは関かかわりを持たずに、山の奥深くでひっそりと暮らしてきたのである。彼らが聖書の影えい響きようを受けたとは考えにくい。そもそも、口伝えられていたスケディムの伝説が書に記されたのは、ヨハネが啓けい示じを受ける五百年以上も前のことなのである。

「──第五の鍵で扉は半分開く。すると、地の底から明けの明みよう星じようが昇のぼる。その星は底知れぬ所の穴を開くであろう。穴から、煙けむりが大きな炉ろの煙のように立ち上り、太陽も空も暗くなる。煙の中から地の底の御使いが地上に出てくる──」

　シオンは、ゴクリと唾つばを飲んだ。黙示録では底知れぬ所の穴から出てくるのは、人の顔をしたイナゴである。しかし、スケディムの伝説では御使いが出てくるというのだ。

（きっと堕だ天てん使しのことだ。明けの明星は、多分悪あく魔まの総そう帥すいルシファー。底知れぬ所の穴が、大いなる深しん淵えんのことに違ちがいない）

　ポケットの中の山羊頭も、同じことを思ったのか『うーむ』と、小さく唸うなっていた。

　伝説の書に記される地の底の御使いの描びよう写しやが、それを確信させた。

「地の底の御使いは、かつては天の御使いだった者である。彼らは、地のさそりが持っているような力を持ち、顔は人の顔のようであり、髪は女の髪のようであり、鉄の胸当てを着け、翼つばさの羽ばたく音は戦車の響ひびきのようであろう」

　シオンは汗ばむ手を握にぎる。

（間ま違ちがいない。スケディムの七つの鍵は、大いなる深淵の鍵だ）

　更さらに、伝説の書は伝える。

「第六の鍵により、火と硫い黄おうの満ちる所の扉が開かれる。すると、繫つながれている御使いが人間の三分の一を殺すために解き放たれる──」

『坊ぼうや、それは地獄ハデスだ。大いなる深淵の他ほかにも流る刑けい地ちがあって、大勢の堕天使が封じられている』

　かつて山羊頭も、グランディエと共に、地獄ハデスで焼けた鎖くさりで縛しばられていたのだった。

　伝説の書の続きには、地の底の御使いは、生き残った人間を下げ僕ぼくにしようと、誘ゆう惑わくを重ねる。また、第七の鍵で天にある神の聖所が開かれ、天の御使いと地の底の御使いとが戦うであろうと、書かれていた。

「最終章」

　ルエンは伝説の書の最後のページを繰くった。

「封印を解く者が現れるまで、スケディムはこの巻物を守らねばならない。そこで、最初のスケディムは声の主に問うた。その時はいつ来るのか。誰だれが封印を解くのかと。すると声は答えた。時が来れば、スケディムと同じ混こん沌とんの魂たましいを持った神の似姿すなわち人間を遣つかわす。その者が七つの封印を解き、大厄災をもたらす七つの鍵を手にするであろう」

　マジキムとモームは視線をシオンに向けた。ルエンも書を置いてシオンを見つめる。シオンは彼らの視線を真っ向から受け止め、

「僕は必ず封印を解いてみせます」

　と、頷いた。

「それで、書の続きには何て？」

　シオンの問いに、ルエンは一いつ瞬しゆん当とう惑わくした表情を浮かべた。

「これで、終わりでございますが」

　今度はシオンが困惑する番だった。

「終わり？」

　これだけ黙示録と内容が一いつ致ちしているのに、スケディムの伝説には明記されていないことがあった。

　黙示録には、巻物の封印が解かれた後から、人間世界に厄災がもたらされるまでの様子が、克こく明めいに記されている。しかし、スケディムの伝説の書には、混沌の魂を持つ者が封印を解けば、鍵が手に入ることは明言されているが、鍵を得てから、誰が、どうやって扉を開けるのか、詳しよう細さいに書かれてない。いきなり、扉が開いた後の厄災に話が飛んでいるのである。

（今は、大いなる深淵の鍵はファティマの右手だけど、スケディムの伝説の鍵って、どんな鍵なんだろ）

　と考え、シオンはハッと気付いた。

（そうか──）

　シオンは自分の果たすべき使命を理解した。

（僕は、絶対に鍵を手に入れてみせる。そして──）

　シオンの胸に、炎ほのおの中で別れ際ぎわに聞いたファティマの悲痛な叫さけびがこだまする。

　彼女は言っていた。

『お願い、大いなる深淵の扉を開けないで──』
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（水すい晶しようの海みたいだ）

　シオンは、神しん殿でんの礼れい拝はいの間を見て思った。

　マジキムの宮きゆう殿でんの更に奥、巨きよ大だいな人工の洞どう窟くつの中に神殿はあった。神殿の最さい奥おうに、礼拝の間があり、そこに最初のスケディムが天から受け取ったという巻物が祀まつられていた。

　岩がん盤ばんに多くの石英が含ふくまれているのだろうか、巻物が置かれている祭さい壇だんの床ゆかは、宝石をちりばめたガラスのように輝かがやいていた。そして、巻物を囲むように七つの篝かがり火びが灯ともされ、昼でも陽ひの差さない洞窟の神殿を赤々と照らしている。

　巻物は、紙でもなく羊皮紙でもなかった。水銀のような光こう沢たくを持ち、虹にじのような輝きを放っている。霊質エーテルでできているのかもしれない。

　祭壇の前にマジキムが立っていた。彼はいつもの黒い貫かん頭とう衣いではなく、白く長いトーガのような衣ころもを体に巻き付けている。雪のように真っ白い髪かみの上に、碧へき玉ぎよくや赤あか瑪め瑙のうをはめ込んだ冠かんむりを被かぶっていた。

　マジキムの左右には二十四人のスケディムが座していた。老いた者も若い者も、男も女も入り交じっていた。やはり白い衣を身に纏まとい、頭には金の冠を被っている。一番上座にルエンがいるところを見ると、彼らは神官たちなのだろう。

『本物だな』

　二十四人の神官を見て山羊頭が言った。彼は例によってコガネムシに変へん化げし、シオンのポケットの中に潜ひそんでいたのである。

「本物って？」

　シオンはマジキムたちに聞こえないよう、小声で尋たずねた。

『この場は、創造主のおわす至高天とよく似ている。創造主の玉座は宙そらの彼方かなたにあって、足あし下もとに星々が輝いている。そして玉座の周囲には常に二十四人の天使が座しているのだ。だが、スケディムが至高天を目にしたはずはなかろう。誰かが至高天の様子をスケディムに教えたのだ。神に背そむいた堕天使は、このような場を嫌きらうからやつらじゃない。れっきとした天使か、または創造主御ご自じ身しんが教えたのだろう』

　山羊頭は、スケディムに巻物をもたらしたのが悪魔ではないかと危き惧ぐしていたのだ。

「堕天使は、こういうとこを嫌うの？」

『ああ、どうにもこうにも、非常に居い心ごこ地ちが悪い』

　悪魔の仲間入りはしなかったとはいえ、山羊頭も堕天使である。コガネムシは、不快そうにポケットの中をもぞもぞと動き回った。

　深しん更こう──。

　新月の零れい時。神殿の外は、煌きらめく星空だろう。今こ宵よい、スケディムの神殿でシオンにより、巻物の封ふう印いんが解かれるのだった。

　混沌の力をもって、山深いスケディムの里にいながら、潮が満ちたことを知ったマジキムは、一同を睥へい睨げいし、声を発した。

「時は来た、最初のスケディムが聞いた通り、神は、我らの同どう胞ほうである神の似姿を遣わされた。封印は解かれる。我らは使命を果たす。この栄えい誉よを神に感謝し、この僥ぎよう倖こうを代々のスケディムたちに伝えよ」

　マジキムは、足下に座すルエンに視線を落とす。

「祈いのりを」

「御ぎよ意い」

　ルエンは一礼すると、周囲の神官を見み渡わたした。

　シオンは、グッと拳こぶしを握る。

　神官たちが、一いつ斉せいに歌を歌い始めた。何かの呪しゆなのか祭文なのか、シオンの聞いたことのない言葉で、耳慣れない旋せん律りつを奏かなでる。声は高く低く、時には同じ旋律を、時にはそれぞれが異なる旋律を歌い、共鳴して神殿の岩いわ壁かべを震ふるわせた。

　突とつ然ぜん、マジキムの周囲からガラガラという雷らい鳴めいと共に、稲いな妻ずまのような光が発せられた。スケディムたちの歌が止やむ。白い光は角度を変え、水晶の床に反射し、シオンの目を眩くらませる。

　しばらくして、光の洪こう水ずいが収まり、シオンは目を開けた。シオンはそこに現れたモノを視みて目を瞠みはった。

　それは、四体の妖よう霊れいであった。第一の妖霊はライオンのようであり、第二の妖霊は雄お牛うしのようであり、第三の妖霊は人に似ていた。そして、第四の妖霊は鷲わしの姿をしていた。そして、それら四体の妖霊にはそれぞれ六枚の翼が生はえている。

　妖霊たちは、マジキムを囲むようにして立ち、シオンを見つめた。

（伝説の獣けもの……）

　それらの妖霊の姿は、スケディムの里を見下ろす岩に彫ちよう刻こくされていた。黙もく示し録ろくにも同様の四つの生き物が登場している。

　伝説の書には記されていても、目にするのは初めてなのだろう、マジキムも神官たちも、妖霊に驚おどろきと畏おそれの入り交じった視線を向けていた。

　妖霊が一斉に口を開いた。

　──聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな。全能者にして主なる神。昔いまし、今いまし、やがて来るべき者。

　妖霊たちは、世界を創つくり、人を創り、スケディムを創った偉い大だいなる創造主を賛美する。そして、

　──最初のスケディムに与あたえられた巻物を開き、封印を解くのに相応ふさわしい者は誰か。

　と、呼ばわった。

　マジキムが祭壇から巻物を取り、両手で捧ささげ持ってシオンに歩み寄る。

「我が真の王よ。混沌の魂を持ち、神の似姿である者よ。貴き殿でんが七つの封印を解く者だ」

　シオンが巻物を受け取ると、四体の妖霊も、二十四人の神官もその場にひれ伏ふした。

　虹にじ色いろの巻物には、内側にも外側にも何かシオンの知らない文字が書かれていた。巻物の端はしは七色の封ふう蠟ろうで固められている。

　シオンは、一つめの封蠟に指をかけた。

　心臓が信じられないほどの速さで鼓こ動どうを打っていた。

（ファティマ──。待っていて）

　シオンは封蠟を剝はがした。




　ド────ン!!




　目の前に雷かみなりが落ちたかと思うほどの大だい音おん響きようが、鼓こ膜まくを打った。同時に目の前が真っ暗になる。

「わっ！」

　シオンは自分が宙に放ほうり出されたことを感じた。足が床についていない。どこかへ飛ばされているのか、または下へ墜おちているのか、凄すさまじい圧力がかかってきた。

『おっとっと』

　ポケットの中で、コガネムシが足を踏ふん張ばってシオンにしがみついていた。

　シオンは歯を食いしばった。床か壁かべに叩たたき付けられる覚かく悟ごをしていた。

　しかし、いつまで経たっても激げき突とつも着地もしない。目を開けてみたが、周囲は真っ暗で、神殿の水晶の海のような床も、篝火の明かりも見えない。

　次し第だいに、速度感が失うせ、シオンは自分が闇やみの中をゆっくりと浮ふ遊ゆうしていることを感じる。全くの闇であるはずなのに、不思議なことに自分の手足ははっきりと見えた。しかも、真夏の太陽のように輝いている。肉体から魂たましいだけが飛び出たのだ。

　普ふ通つうの人間の魂は、朧おぼろ月づきのように淡あわい光を放つが、混こん沌とんの魂を持つシオンは、生まれる寸前の星のような眩まぶしい光を放つのだった。

　体から魂が抜ぬけ出たにもかかわらず、シオンの手には虹色の巻物がしっかりと握にぎられていた。

『異界に飛ばされたか』

　コガネムシがポケットから頭を出して、周囲を眺ながめた。

「山羊頭さん。一いつ緒しよに来てくれたんですか」

『いや、飛ばされそうだったんで、たまたましがみついたら、それが坊ぼうやの魂の方だったのだ。こんなことなら、体にくっついていればよかった。神殿に残された体が心配だ」

　魂の抜けた体は、仮死状態となる。妖霊に取り憑つかれ易やすくなるし、悪あく魔まに襲おそわれる恐おそれもあった。

「御心配くださって、ありがとうございます。でも、体の方は大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ。念のため、服のポケットに護ご符ふや聖水をいっぱい入れておいたんです。万一、悪魔や妖霊が取り憑こうとしても、しばらくはそれで凌しのげます」

　腰こしに下さげていた長ちよう剣けんは魂と一緒に付いてきたが、幸か不幸か呪具の類たぐいは体の方に残ったのだ。若じやつ干かんの不安はあったが、今いま更さら、後あと戻もどりできないというか、体に戻る方法がわからない。

「これから、どうすればいいんでしょうか。二つめの封印も解いてしまってもいいの……」

　シオンが言いかけた時、

　──来たれ。

　雷のような声がした。伝説の四体の獣の声だ。

　シオンは、驚いて辺りを見回した。周囲は相変わらず底の知れない闇だったが、ふと遠くから馬の蹄ひづめの音が聞こえた。

　蹄の音は次第に近づき、闇の中にポウと白い光が点ともる。それは、真っ白な馬だった。馬の姿が近づくにつれ、それに一人の男が乗っていることに気付いた。だが、馬も鞍あん上じようの騎き士しも地上世界のものではない。身に纏まとう淡い光は、それらが霊質エーテルでできていることを示していた。

『坊や、気をつけろ！』

　山羊頭が叫さけぶ。男は手た綱づなを握ってはおらず、彼の両手は大弓を構え、矢をつがえていた。鏃やじりがシオンに向けられている。

　シオンがそのことに気付いた時には、すでに矢は放たれていた。

「うわっ！」

　慌あわてて跳とび退のくと同時に、シオンがそれまでいた場所を矢が貫つらぬく。矢は何かに突つき刺ささった様子もなく、そのまま闇に吸い込まれていった。

　男は、片手で手綱を引き、馬を止めた。彼の顔にははっきりとした目鼻や口はなかった。目と口のある場所に、輪りん郭かくの曖あい昧まいな黒い影かげがあるだけだった。

　──よう参られた。混沌の魂を持つ者よ。

　巨きよ大だいな鐘かねを打ち鳴らすような声で男は言った。

　──鍵かぎを得たくば、余を討うち果たせ。だが、そこの者。

　男は、ポケットから顔を出しているコガネムシを指差す。

　──手出しは無用ぞ。これは混沌の力を引き出す試練。そちが力を貸したのでは鍵は得られぬ。

「試練……ですか」

　シオンは固かた唾ずを吞のむ。コガネムシは小さな目でしばらく男を睨にらんでいたが、

『わかった、手は出さん。坊や、がんばるんだぞ』

　と言って、ポケットの中に引っ込んだ。

　男の黒い線だけの口の両りよう端たんが吊つり上がる。笑えんだのだろう。

　──では、参る。

　男は再び矢をつがえた。

　シオンは巻物を懐ふところにしまうと長剣を抜いた。そしてグッと柄つかを握り締しめ、男に向き直る。

「お願いします」







　マジキムは目を開けた。自分が床ゆかに伏していることに気付いて、急いで身を起こす。周囲に倒たおれていた神官たちも同じく、起きあがって頭を振ふったり、呆ぼう然ぜんと辺りを見回したりしていた。

「真の王は、シオン殿どのは御ご無ぶ事じか？」

　マジキムは、ぐったりと床に身を投げ出しているシオンに駆かけ寄った。

「魂が抜け出ております」

　シオンの枕まくら元もとに膝ひざをつき、顔をのぞき込んでいたルエンが答えた。

「魂が抜け出たと？　何としたこと。祭文を唱えろ。シオン殿を喚よび戻すのだ」

　マジキムは神官たちに命じたが、

「お待ちください、陛下」

　ルエンは目を閉じ、超ちよう常じよう的てきな力で彼の魂が飛んでいった場所を視みる。

「シオン様は異界におられます。異界で何者かと戦っておられる御様子。戦いに勝利したあかつきには、七つの鍵を携たずさえて無事に戻ってお出いでになるでしょう」

「まことか」

　マジキムは、あらためてシオンを眺め渡わたす。顔色は青く、呼吸はあまりに緩ゆるやかで、じっと見ていなければ息をしていることがわからない。

「敷しき物ものと毛布を持て。シオン殿の寝しん所じよを調ととのえるのだ。ルエンは結界を。妖あやかしが侵しん入にゆうせぬように、シオン殿をお守りせよ」

「御ぎよ意い」

　祭さい壇だんに厚い毛皮が敷しかれ、シオンはそこに寝ねかされた。神官たちが呪しゆを唱えて結界を張り、シオンの体は、見えない障しよう壁へきに囲まれる。

　突とつ然ぜん、シオンの頰ほおに朱しゆの線が走った。そこから血が滲にじみ、球となって頰を滑すべった。魂に傷がつけば、その傷は実際の怪け我がとなって肉体に現れる。異界での戦いで、魂が致ち命めい的な損傷を受ければ、地上に残された体は物理的な死を迎むかえてしまうのだ。

「気張られよ。真の王」

　マジキムは、死んだように眠ねむるシオンを労いたわしげに見つめた。







　矢は間かん断だんなく襲いかかり、シオンは息つく暇ひまもなかった。

　白い馬は宙を蹴けり、目にも留まらない速さで縦じゆう横おう無む尽じんに移動する。平面での戦いに慣れているシオンには、宙を翔かける馬や、その鞍上から放たれる矢の動きが予測できない。

　彼の頰には細長い傷が走っていた。避よけきれなかった矢が掠かすめたのである。白い貫かん頭とう衣いもあちこち破け、真しん紅くのマントにも数カ所穴が開いている。

「くっ！」

　正面から迫せまる矢を、シオンは剣で叩き払はらった。その途と端たん、後頭部に矢羽根の唸うなりを感じる。身を沈しずめてその矢を避けたと思ったら、すかさず次の矢が足あし下もとから突き上げてくる。

　男は一度に数本の矢を射かけてきた。すでに何百、何千という数の矢が放たれたはずであった。しかし、男が背に負った矢筒には常に矢が満ちていて、一向に減る気配がない。

「このっ！」

　下から襲う矢をやり過ごし、すでに上方に移動していた馬に向かって跳ちよう躍やくする。しかし、そこに馬の姿はなく、代わりに右後方から矢が飛んできた。

『馬の動きをよく見ろ』
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　ポケットの中で、山羊頭が言った。

「見てるつもりなんですが──」

　襲ってきた矢を剣で叩たたき落とし、シオンは馬に向かって一歩踏み出す。突きだした剣が馬に届かんとした時、馬はフッと姿を消した。後ろに気配を感じて、シオンが振り向こうとした途端に、ドンと背中を蹴られた。

「！」

　シオンは宙を舞まい、数度回転した後にようやく止まる。ひどく咳せき込み、口に苦い味が広がった。唇くちびるの端はしから血がこぼれる。

『大丈夫か』

「平気です」

　シオンは、唇を手ての甲こうで拭ぬぐい、剣を構え直す。

『焦あせるな、坊やの動きはさっきより随ずい分ぶんと速くなっている。落ち着いてよく見れば、馬の動きも矢も見切れるはずだ』

「はい」

　シオンは、注意深く辺りの気配を探さぐる。正面から三本、やや遅おくれて左上方から二本の矢が迫っている。確かに、先刻より矢の速度が落ちているような気がしていた。矢が遅おそくなったのではなく、自分の反応速度が高まっているのだ。

　シオンは、正面の矢を剣で叩き落とし、返す刃やいばで左上方の矢を薙なぎ払った。そのまま一気に跳躍し、左上方から右下方に流れる気配を追う。

「そこだ！」

　シオンは剣けんを逆手に持ち、グイッと突き下ろした。

　──グワッ!!

　破われ鐘がねが鳴るような声が響ひびいた。男の眉み間けんにシオンの剣が突き刺さっていた。黒い穴のような目と口が丸く開いている。

　シオンは剣を引き抜ぬき、跳とび退すさった。

　男と馬の輪郭が滲み、淡あわい光となって縮んでいった。

　シオンは肩かたで息をし、その様子をじっと見守る。

　──混こん沌とんの魂たましいを持つ者よ。第一の封ふう印いんは解かれた。一つめの鍵を受け取るがよい。

　雷らい鳴めいのような声が闇やみにこだました。伝説の四つの獣けものの声だった。

『やったな、坊ぼうや』

　コガネムシがポケットから顔を出す。

　男と馬は、すっかり別の姿に変へん化げしていた。

　シオンは歩み寄り、それを手に取る。

「予想通りだ」

　黙もく示し録ろくにも記されている、世界の終末を知らせるために吹ふき鳴らされる楽器──。

　それは、雄お羊ひつじの角に似た形の、赤ん坊の腕うでほどの長さのラッパだった。







　３　赤い薔薇ばらの魔ま女じよ




　最初に目覚めたのは、黒シユヴアいルツヴ森アルトの木ドウル精ダレスだった。木ドウル精ダレスは、陽ひのある時だけ活動し、雲の厚い日や夜は眠っている。それにもかかわらず、深夜、木ドウル精ダレスはヨハンナに呼びかけられてもいないのに目覚めた。

　風の強い夜だった。雲はすっかり吹き払われ、月のない空は幾いく千せん、幾万の星で満ちていた。風シルウのエス精トレや風ウイン竜ドーゼがそぞろ歩きしている以外は、普ふ段だん森の中を飛び回っている妖よう霊れいも住すみ処かで身を潜ひそめている。

　風の音以外は、妖霊たちのさざめきも聞こえないというのに、木ドウル精ダレスたちは次々と目覚めた。彼らは、一様に森の東、ナゴルト川にかかるニコラウス橋の方を見る。

　──邪じや悪あくなモノがやって来る。

　──森を侵おかしにやって来る。

　──ヨハンナとの約束だ。やれ！

　木ドウル精ダレスたちは、樹皮の肌はだを持つ人の姿に変化した。そして、枝の腕を伸のばして、まさに森に入ろうとしていたモノを搦からめ捕ろうとした。

　ザッ!!

　鋭するどい刃は物ものが、生木を一気に両断した。

　──ギャアァァッ!!

　腕を断たたれた木ドウル精ダレスが、苦く悶もんの声を上げて後退した。切り口から瘴しよう気きが黒こく煙えんのように上がっていた。

　──何と！

　これでは、黒シユヴアいルツヴ森アルトの木ドウル精ダレスでも、腕の再生は叶かなわない。

　深い傷を負った仲間を庇かばうようにして、別の木ドウル精ダレスが腕を伸ばした。だが、その腕も難なく断たれてしまった。

　──並みのモノではない。油断するな！

　数え切れないほどの木ドウル精ダレスたちが、侵入者を突つき刺さす勢いで一いつ斉せいに腕を伸ばした。

　ザザザザッッ！

　迫り来る何百何千という鋭い枝を、そのモノは腕を一ひと振ふりしただけで断ち切った。カラカラと伐きられた枝が地面に転がる。人には聞こえない木ドウル精ダレスたちの絶ぜつ叫きようが森に響いた。

　声を聞きつけた森の奥の木ドウル精ダレスたちが、宙を蹴ってその場に駆かけつけた。彼らがそこに視みたのは、腕や脚あしを切られ、切り口から黒い煙けむりを上げて枯かれ果てた同どう胞ほうたちの姿だった。

　木ドウル精ダレスたちは森の入り口の方を向き、仲間をこのような無む惨ざんな目に遭あわせたモノの姿を視る。

　夜目にも白い肌に、薄うすいローブを纏まとっていた。巻き毛の金きん髪ぱつは長く、腰こしまで垂れている。若い、美しい女だった。

　だが、この禍まが々まがしさは何ということだろうか。両りよう端たんの吊つり上がった唇は、笑えみというには、凄せい絶ぜつすぎた。翠すい玉ぎよくの瞳ひとみに点ともる炎ほのおは、地じ獄ごくの業ごう火かを思わせた。そして全身からは、闇よりも濃こい瘴気が噴き上がっていた。

　──何だ!?　こいつは何者なんだ!?







　グランディエは剣を取るとおもむろに立ち上がった。水車小屋の壁かべを透すかして外の気配を探る。

「何があったのかしら？」

　眠ねむっていたファティマも目を覚ました。ヨハンナも「よっこらせ」と身を起こす。

「木ドウル精ダレスが、ざわめいておりまするな」

　ヨハンナが曲がった腰を無理矢理伸ばして、窓から森の様子を窺うかがった。

「何か、善よからぬモノがやって来た様子──」

　老ろう婆ばは手を一振りして、精コー霊ボルトを喚よび出す。ポンと音を立てて、膝ひざ丈たけほどの精コー霊ボルトが眠い目をこすりこすりヨハンナの足下に現れた。

「こんな夜よ更ふけに済まないが、様子を見てきておくれ。木ドウル精ダレスがひどく怯おびえているようでな」

　──ふあーい。

　精コー霊ボルトは、寝ねぼけたような返事をして姿を消した。

　その間にも、木ドウル精ダレスの叫さけび声と共に、不気味な気配は近づいて来た。

「すごい瘴気だな」

　グランディエは呟つぶやいた。結界に囲まれている水車小屋の中にも、邪悪な気が忍しのび込んでくる。

「これ以上、ここへ近づかせるわけにはいかない」

　グランディエが小屋の戸を開けようとした時、先さき程ほどの精コー霊ボルトが血相を変えて戻もどってきた。

　──やられてる！　黒い煙を上げて、枯れていく！　悪あく魔ま、悪魔と契けい約やく!!

「落ち着け」

　グランディエは、手足をバタバタさせている精コー霊ボルトをつまみ上げた。

「妖よう術じゆつ師しが来たのじゃな。木ドウル精ダレスでは敵かなわぬのか？」

　目の高さに持ち上げられた精コー霊ボルトにヨハンナは尋たずねた。

　──木ドウル精ダレスは伐られて、どんどん枯れていく。もうすぐ来る。早く逃にげないと……。

「まさか、スケディムじゃないだろうな？」

　シオンがマジキムと手を組み、ファティマに大いなる深しん淵えんの扉を開けさせようとしているのではないかと、グランディエは不安に思う。

　──違ちがう、スケディムじゃない。妖術師──魔女だよ。彼女、悪魔と契約したんだ!!　並みの悪魔じゃない!!　あんなの見たことない!!

「彼女？　知ってる人？」

　ファティマは次し第だいに近づいて来る気配に注意を払はらいながら尋ねた。確かに凄すさまじい瘴気だった。このような瘴気を人間界で感じたことはない。だが、ファティマはこれと同じ瘴気を噴ふき出す場所を知っている。

　大いなる深淵──。

　自分たちを襲おそおうと、黒シユヴアいルツヴ森アルトの木ドウル精ダレスを枯からしながらやって来るのは、大いなる深淵の悪魔と契約した妖術師だと言うのだろうか。しかし、大いなる深淵から悪魔は出て来られないはずだ。自分が扉とびらを開けない限り。

　グランディエにつまみ上げられたままの精コー霊ボルトが、慌あわてふためく。

　──来る!!　もうそこまで来てる!!　逃げないと!!

　怯えきった精コー霊ボルトは、ファティマの問いに答える前にポンと音を立てて消えた。

　ふと、ファティマは、ヨハンナの唇くちびるが震ふるえていることに気付く。

「ヨハンナ？」

　老婆は翠みどりの瞳をいっぱいに開き、扉の外を凝ぎよう視ししていた。指が白くなるほど拳こぶしを固く握にぎり締しめている。

「……よもや、あの術を……世界の終末に、悪魔を帰すはずのあの術を使って……」

　驚きよう愕がくに彩いろどられた顔で、ヨハンナは呟いた。

　ファティマもグランディエもヨハンナに問おうとしたが、その時間はなかった。

　瘴気の主は、すぐそこまで来ていた。瘴気の圧力で、水車小屋の壁がギシギシと音を立ててたわんだ。その妖術師にとって、小屋を囲む結界など、蜘蛛くもの巣程度にしか感じられないようだった。

「下がっていろ」

　グランディエが剣けんを抜き、ファティマとヨハンナの前に出た。

　バン！

　扉が激しい音を立てて開いた。

　途と端たんに、とてつもない量の瘴気がゴオッと吹ふき付け、水車小屋の中に置いてあった小物類が舞まい上がった。

　瘴気の風を巻き起こす中心に、彼女はいた。

「キアラ！」

　ファティマとグランディエが同時にその女の名を呼んだ。

　滑すべるような青白い肌も、淡あわく柔やわらかな金の髪かみも、薄うす紅べに色いろの唇も以前と変わらず美しかった。しかし、身に纏まとう気配は怖おぞ気け立だつほど禍々しい。

「その気は、アスタロトか──」

　グランディエが呟いた。

「アスタロトって？　あの魔ま界かいの公こう爵しやくって言われている、あのアスタロト？」

　聞き咎とがめたファティマがグランディエに問う。

「そうだ。もとは熾し天てん使しだった御み子この腹心の一人。御子と共に大いなる深淵に投げ込まれたはずなんだが」

　グランディエの答えに、ファティマは絶句する。やはり、この瘴気は大いなる深淵のもの。キアラは、大いなる深淵の悪魔と契約したのだ。

「……キアラ……」

　ヨハンナが、掠かすれた声でキアラに語りかけた。

「そなた……大いなる深淵に封ふうじられた悪魔を召しよう喚かんして……契約したのか……？」

　キアラは、ニッと唇の両端を吊り上げる。

「そうですわ。それがどうかしまして？」

「……そなた……アネジュカの──母の教えをこのようなことのために……」

「お陰かげで、強大な力を得ることができましたわ。お祖母ばあ様、いえヨハンナさんには、感謝しております。母にすばらしい術を伝えてくださって」

　ファティマとグランディエは、ギョッとして顔を見合わせる。

「お祖母様──？」

　キアラは以前、生き別れになった祖母がいると言っていたが、まさか──。

「キアラ！　あなたはヨハンナの孫なの!?」

　ファティマが問い質ただすと、

「そうらしいですわね。今となっては関係ありませんけど」

　キアラは薄く笑った。

「ヨハンナ……？」

　ファティマはヨハンナを振ふり返ったが、老婆の目にはキアラしか映っていないようだった。

「婆ばばは、悪魔と契約させるために、そなたの母に大いなる深淵への道を開く術を伝えたのではない……」

　ヨハンナの皺しわだらけの頰ほおに涙なみだが伝う。

「ええ。来きたるべき世界の終末の日に、悪魔を追い返すための術だと教えられましたわ。けれど、母は死にました。父も、幼い妹たちも──。悪魔と契約したわけでもないのに、妖術師だと疑われて殺されましたわ」

　渦うず巻まく瘴しよう気きの中で、キアラの声は死人の呪じゆ詛そのように暗く禍まが々まがしく、ファティマたちの耳を刺さす。

「この術は人を救うためだと言っていた母は、人に殺されました。それでもなお、この術を人を救うために使えと仰おつしやるのですか？　神に仕える者が罪なき者を殺す権利があるのなら、父母と妹を殺されたわたくしには、人を滅ほろぼすためにこの術を使う権利があると思いませぬか？」

「アスタロトと契約したのは、力を得て俺たちを倒たおし、ファティマに大いなる深淵の扉を開けさせるためか？」

　抜ぬき身の剣を提さげたまま、グランディエはキアラとの間合いを測る。

「それ以外に何がありますの？」

　キアラはぞっとするような笑みを浮うかべた。

「……そなたが人を憎にくむ気持ちは、ようわかる。かつて、この婆もそうであった。娘むすめと赤子だったそなたを失ったと思った時、婆も同じ心持ちであった。……だが、憎んでもどうにもならぬ。己おのれの心根が荒すさむだけだ……」

　ヨハンナは、ボロボロと大おお粒つぶの涙をこぼし、震える声で訴うつたえる。

「頼たのむ。大いなる深淵を開けようなどと、大それた考えを捨てておくれ。あの扉は神の御心によって開けられるもの。そなたの私し怨えんで開けてよいものではない──」

　ヨハンナが言い終わらないうちに、

「お説教はたくさん!!」

　キアラは掌てのひらから、真っ赤な薔薇ばらの花弁を散らせた。

「婆は、そなたに罪を犯おかさせたくないのじゃ!!」

「ヨハンナ、危ない！」

　絶ぜつ叫きようするヨハンナを庇かばいながら、ファティマは瞬しゆん時じに結界を張る。

　花弁は瘴気の風と共に凄まじい速度でファティマたちを襲い、結界の界面にドスッドスッと突つき刺さった。結界がピシピシとひび割れる。

（すごい力だわ──）

　ファティマは瞠どう目もくする。

　キアラは生来の呪じゆ力りよくも相当なものだったが、それに加えて大いなる深淵の悪魔と契約し、彼女は想像を絶する力を持ったのだ。

　ファティマは更さらに強固な結界を張ろうと呪しゆを唱えたが、途端に右手に激痛が走り、呪は完成しなかった。以前、大いなる深淵の扉を開けさせられそうになった時、ファティマは自らの手に縛ばく呪じゆをかけた。その時に負った怪け我ががまだ完治していないのだ。

「ファティマ、ヨハンナを連れて逃げろ」

　グランディエが、剣を構えて水車小屋を飛び出した。

　ファティマは茫ぼう然ぜん自失しているヨハンナの肩かたを抱だくようにして、

「ヨハンナ、ここはグランディエに任せましょ」

　足早に水車小屋から外に出る。

「逃にげられると思っているの？」

　キアラの淡い金の髪が、炎ほのおのように舞い上がった。キアラを取り巻く瘴気が膨ふくれ上がり、そこから四つの人ひと形がたが生まれる。

　人形の一つは首のない女。彼女は長い金の髪をわしづかみにして、自分の首を吊つるしていた。もう一つは首のない男。彼は自分の首を脇わきに抱かかえている。後の二つは幼い女の子の姿をしていた。二人とも小さな頭に鋭するどい鋤すきが突き刺さり、そこから流れ出る血で顔を真っ赤に染めていた。彼らは濁にごった目で虚うつろにヨハンナを見つめる。

「……アネジュカ……パヴェル……」

　ヨハンナは娘と婿むこの名を呟つぶやいた。

　この四体の幽ゆう鬼きのごとき妖よう霊れいは、キアラが心に刻み込んだ家族の最さい期ごの姿なのだろう。そして、悪あく魔まと契けい約やくしたキアラは、自分の憎しみを妖霊として生み出せるほど強大な力を得たのだ。

　二人の幼おさな子ごの名をヨハンナは知らない。自分と生き別れてから生まれた子たちなのだろう。だが、紛まごうことなき自分の孫である。この手に抱くことも、名を呼ぶこともないまま、このような姿を見ることになろうとは──。

「何と憐あわれな……何と無む惨ざんな……」

　ヨハンナは噎むせび泣いた。

　突とつ然ぜん、四体の妖霊はカッと目を見開いた。アネジュカとパヴェルは自分の首をヨハンナとファティマに向かって投げつける。二人の幼子は、自分の頭に刺さっていた鋤を引き抜くと、それを構えて突とつ進しんしてきた。

「！」

　ファティマは右手でヨハンナの肩を抱いたまま、左の掌に虹にじ色いろの蝶ちようを生む。左手では蝶ぐらいしか喚よべない。蝶は、カチカチと歯を鳴らして迫せまる首と、二人の幼子を取り巻いた。蝶の鱗りん粉ぷんで妖霊がジリジリと焼け焦こげる。

　しかし、首の鋭い歯が蝶を嚙かみ砕くだき、幼子の振り回す鋤が蝶を振り払はらってしまった。

「火ロラマ竜ンドリや風ウイン竜ドーゼが喚べれば──」

　ファティマは、鈍どん痛つうの残る右手を握にぎり締しめた。

「火ウルのカ精ヌス、風シルウのエス精トレ！」

　ファティマは少ない呪力で召喚できる火ウルのカ精ヌスと風シルウのエス精トレを喚んだ。ファティマは、風シルウのエス精トレの巻き起こす風に火ウルのカ精ヌスを乗せて、四体の妖霊にぶつけた。妖霊は怖気立つような声を上げて燃え上がる。しかし、妖霊たちは火だるまになりながらも、ゆるゆるとファティマたちに近づいてきた。容易な術で喚べる妖霊は、力もさほど強くないのだ。

「土の精ノーム！」

　ファティマは妖霊の足あし下もとに土つち塊くれを生じさせた。首のない胴どうと幼子は、出現した土の壁かべの前で立ち止まる。だが、首は鬼おに火びのようにゆらゆらと宙を上じよう昇しようし、土つち壁かべの上に顔を出した。

「アネジュカ……娘よ」

　ヨハンナが震ふるえる手を、生首の妖霊に向けた。

「ヨハンナ──」

　ファティマは目を瞠みはる。

「……許せよ。アネジュカ」

　枯かれ枝えだのような指先から、白い光が迸ほとばしった。光は髪かみを振り乱した女の眉み間けんを貫つらぬく。女は眼球がこぼれそうなほど見開き、身の毛がよだつような絶叫を放った。しかし妖霊は滅びず、眉間に黒々とした穴を開けたままゆっくりと近づいて来た。

（信じられない……）

　ファティマは驚きよう愕がくする。自分たちの技わざではまるで歯が立たないのだ。

　アネジュカの首の後ろにはパヴェルの首、更に土の壁をよじ登ったのか、二人の胴どう体たいと幼子が壁の頂に姿を現した。

　ヨハンナは、愛する家族の姿をした妖霊たちに、再び指先を向ける。老ろう婆ばの顔は紙のように白く、頰には止めどなく涙が伝っていた。

「済まなんだ。婆がそなたらを守れなかったゆえに……キアラをこのように追いつめてしまったのじゃ」

　ヨハンナの指に白い光が溜たまる。それが発射されようとした時、

「止やめて！」

　ファティマが、ヨハンナの手を押さえた。

「もういいの。ヨハンナ、あなたにそんな辛つらい思いをさせたくないわ」

　ファティマは育ての親である老婆の肩に手を回し、抱き締めた。

「……お嬢じよう様さま」

　声を詰つまらせてヨハンナは噎んだ。

「私がやるわ。あなたはここにいて」

　ファティマはヨハンナから離はなれ、妖霊たちに向き直った。




　一方、

「趣しゆ味み悪いぞ」

　グランディエはファティマとヨハンナを視界の隅すみに捉とらえながらキアラと対たい峙じしていた。

「あの妖霊たちのこと？　あれは、わたくしの父母と妹たちですわ」

　グランディエは、眉まゆ根ねを寄せた。

「父母と妹──？」

「もちろん、わたくしの心が生み出した化け物だということはわかっております。父も母も妹たちも死にました。もう、二度と会えませぬ。もう、優やさしい笑え顔がおを見ることはできませぬ。楽しげな笑い声を聞くこともできませぬ」

　キアラは掌に赤い花弁を生じさせる。

「笑顔も笑い声も、憶おぼえておりませんのよ。思い浮うかぶのはあのような無惨な姿だけ」

　赤い薔薇が闇やみに散った。花弁が渦うずを巻いてグランディエを取り囲み、鋭えい利りな刃は物もののような花弁が胴プール・衣ポワンやマントを切り裂さいた。

　グランディエの剣けんが閃ひらめいた。花弁が左右に分かれた隙すきを縫ぬって、剣を上段に構え一気にキアラに詰め寄る。グランディエは剣を振ふり下ろした。

　バシッ！

　妙みような手て応ごたえにグランディエは目を剝むく。剣はキアラの手に摑つかまれていた。

　手加減していたとはいえ、まさか剣を摑まれるとは思っていなかったのだ。

　グランディエは剣を引こうとしたが、摑まれた剣は微び動どうだにせず、柄つかを離さなかったグランディエはかえってキアラに引き寄せられてしまった。恐おそるべき怪かい力りきである。

「手、切れないのか？」

　グランディエは純じゆん粋すいに驚おどろいて尋たずねた。

「心配してくださるの？　嬉うれしいわ」

　息がかかるほど近くなったグランディエの顔を見上げ、キアラは笑んだ。

「いや、訊きいてみただけ」

　グランディエはあっさり答える。

「そういう時は、噓うそでも心配したって言うものですわよ」

　キアラは、一いつ瞬しゆんだけつんと口を尖とがらせると、

「もう一度だけ訊いてさしあげるわ。わたくしの使い魔まになりませんこと？　そうしたらヨハンナとファティマの命は助けてあげてもよくてよ」

　大輪の薔薇ばらが綻ほころぶような、妖よう艶えんな笑みを浮かべた。

「使い魔という立場がお嫌いやなら、対等にパートナーでも構いませんけど」

　濡ぬれたように光る薄うす紅べに色いろの唇くちびるが甘くささやく。

「俺がお前のものになったら、大いなる深しん淵えんの扉とびらを諦あきらめるか？」

「そこは譲ゆずれませんわ。わたくしはそのために生きてきたのですもの。それに、もうアスタロト様と契約してしまいましたし」

「交こう渉しよう決けつ裂れつだな」

　グランディエは片手だけ柄から手を離し、剣を摑んでいるキアラの手首に手刀を落とした。

　キアラの力が一瞬緩ゆるんだ隙に剣を引き抜ぬき、間かん髪はつ入れずに鋭い突つきをキアラに向けて、二手三手と放った。しかし、それも薔薇の花弁に阻はばまれ、切っ先はキアラに届かない。ヨハンナの気持ちを思い、グランディエは今一つ本気で踏ふみ込めないのだった。対するキアラの顔は憤ふん怒ぬで赤く染まっている。

「天界を追われた堕だ天てん使しのくせに、まだ神に忠誠を誓ちかうと仰おつしやるの？」

「そうだ」

　正眼に剣を構え、グランディエは答える。

「ファティマが大いなる深淵の鍵かぎだから？　彼女に罪を犯おかさせたくないから？」

「…………」

「ファティマには触ふれることもできないというのに──。それでも、わたくしよりファティマを選ぶと仰るの!?」

　酷こくな質問だと、グランディエは心の中でため息をつく。

（そうさ。見守ることしかできないのはわかっている。それでも俺は……ファティマを悲しませたくないんだ）

　沈ちん黙もくを保つグランディエに、キアラは尚なおも詰め寄る。

「もう一度だけ訊くわ。これが最後ですわよ。わたくしのものになる気はありませんの？」

「──大いなる深淵の扉を開けないと約束してくれるなら」

　キアラの髪が舞まい上がり、ゴオッと瘴しよう気きが吹ふき付けた。キアラは悪あつ鬼きのように凄すさまじい形相でグランディエを睨にらみ付ける。

「許さない……。あなたもファティマも……」

　何十枚という花弁の刃やいばがグランディエに向かって放たれた。彼はマントの端はしを摑んで一ひと振ふりし、花弁を叩たたき落とすと、ザッと横に走る。キアラもそれに合わせて地を蹴けった。

　花弁の刃に加えて、薔薇の棘とげが雹ひようのように降り注いだ。グランディエは剣を振るってそれらを叩き落とす。

「馬ば鹿かね。キアラは、あなたに好きだって言って欲しかったのに」

　いつの間にかファティマがグランディエと併へい走そうしていた。

「好きだって言えばよかったのかよ」

　お前にそれを言って欲しくなかったという言葉を吞のみ込み、グランディエは憮ぶ然ぜんと小さく呟つぶやく。

「不器用な人ね」

「人じゃない。もと天使。創つくられた時から、噓はいけないと神様からきつーく言い渡わたされてるの」

　飛んできた花弁と棘は今度はファティマに向かっていた。グランディエはファティマを背に庇かばい、それらを剣で払はらう。

「婆ばあさんは？」

「結界を張ってその中に置いてきたわ。娘むすめさんの姿をした妖よう霊れいと戦わせるのは可哀かわい想そうでしょ。彼らの狙ねらいは私だもの。こっちに引きつけておこうと思ってね」

　ファティマは走りながら背後をチラリと窺うかがう。思った通り四体の妖霊はファティマを追って来ていた。

「だが、その手じゃ呪しゆは使えないだろ」

「何とかなるわよ、っていうか何とかするしかないでしょ」

　ファティマは立ち止まり、スカートの裾すそを割って脚あしのガーターから短たん剣けんを抜いた。グランディエも停止し、二人は背中合わせにそれぞれの敵と対峙する。

　グランディエに向かうキアラの形相はさながら悪鬼のようだった。

「馬鹿にして──。わたくしよりも、そんな小こ娘むすめの方が良いと──。許しませぬ。絶対にファティマに扉を開けさせ、この世を悪あく魔まに蹂じゆう躙りんさせましょう。アスタロト様が地上に顕けん現げんすれば、あなたを私の前に跪ひざまずかせるなど容易たやすいこと」

　呪じゆ詛そのようにキアラは呟く。

　ファティマに向かう妖霊は、表情こそ虚うつろであったが、全身から火花のように殺気を発していた。

　最初に仕し掛かけたのは、鋤すきを持った幼子の妖霊だった。自分の背せ丈たけよりも長い鋤を頭上に高く上げ、風のように走る。それに呼応するように、首無しの妖霊は己おのれの首をファティマに投げつけ、キアラは瘴気の竜たつ巻まきに薔薇の花弁と棘を混ぜて、グランディエに放った。

　ファティマは、先に襲おそってきたパヴェルの首を短剣で薙なぎ払い、返す刃でアネジュカの首を叩き落とす。次の瞬しゆん間かんには幼子の持つ鋤の柄えを跳び蹴げりで跳はね飛ばし、宙で脚を替かえて幼子の額に踵かかとをめり込ませた。

　グランディエは渦を巻いて迫せまる花弁と棘を一瞬のうちに張った結界で撥はね返し、バサリと翼つばさを広げるとキアラに向かって一気に翔かける。

「殺さないで！　ヨハンナの孫なのよ！」

　もう一人の幼子の顔面に肘ひじ鉄てつを食くらわせながら、ファティマは叫さけぶ。

「わかってるって。だが、手加減してたら──」

　上段に振りかぶった剣を、グランディエは下降の勢いを加えて振り下ろした。キアラはニッと不敵な笑みを浮かべると、

「火フエン霊メル！」

　掌てのひらをグランディエに向ける。

「！」

　キアラの意図に気付いてグランディエが身を翻ひるがえそうとした時には、すでにキアラの掌からは真しん紅くの炎ほのおが大だい蛇じやの姿をとって這はい出していた。

「つっ」

　火フエン霊メルが剣に絡からまり、柄つかを伝ってグランディエの腕うでに巻き付く。炎の蛇へびはただ熱いだけでなく、強きよう靭じんな鎖くさりのように腕の動きを封ふうじた。グランディエが火フエン霊メルをふりほどいている間に、キアラは新たに花弁と棘とを放った。緩かん急きゆうをつけて前後左右から襲い来る花弁と棘の全すべてを避よけることはできず、グランディエのマントや衣服が切り刻まれる。

　ファティマは横目でグランディエとキアラの戦いを見ながら、パヴェルの鳩尾みぞおちに膝ひざ蹴げりを繰くり出した。その間にも、先さき程ほど叩き落としたはずのアネジュカの首が、歯を鳴らしてファティマの喉のどに食らいつこうとしていた。
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　この妖霊は、どんなにダメージを与あたえても滅ほろびないのだ。アスタロトから与えられた力の凄まじさを目まの当たりにし、ファティマは戦せん慄りつする。

　呪が使えない今、キアラと対等に戦うのは無理だ。グランディエが本気でかかれば勝てるかもしれない。だが、相手はヨハンナの孫である。

（殺すなんて、……そんなことできないわ）

　キアラが改心してくれるのが一番いいのだが、それはあり得ない。

　悪魔と契けい約やくした者は、絶大な力を得ると同時に主あるじには絶対の忠誠を誓う。アスタロトが大いなる深淵の扉が開くことを欲ほつしている限り、自分はキアラと戦い続けなければならない。

　自分が大いなる深淵を開けるか、または、キアラが死ぬまで──。

「どうにかして──」

　ファティマは、アネジュカの首に短剣を振ふり下ろし、

「キアラと悪魔との契約を反ほ故ごにできないかしら」

　背後に迫る鋤を後ろ回し蹴りで撥ね返す。グランディエは、

「そんな方法があったら、とっくに天界のやつらが地上の妖よう術じゆつ師しを一いつ掃そうしている」

　閃せん光こうのように宙を飛ぶ火フエン霊メルを切り裂さき、火フエン霊メルの後ろから時間差をつけてやって来た薔薇の花弁を顔を傾かたむけて避けた。

「一いつ旦たん、退ひいて逃にげちゃおうか」

「賛成。けど、キアラが俺たちを退かせてくれるかな」

　瘴気と火フエン霊メルと薔薇とが、暴風雨のように叩き付けてきた。




「お嬢じよう様さま、キアラ……」

　ヨハンナは、ファティマの張った結界の中で、主とその使い魔と孫まご娘むすめとの戦いをじっと見守っていた。息を荒あらげて奮ふん闘とうするファティマに対し、キアラは余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべている。ファティマもグランディエも防ぼう御ぎよするだけで精せい一いつ杯ぱいで、術を繰り出すキアラに一いつ矢しも報むくいていない。

「アネジュカ……」

　ヨハンナは溢あふれる涙なみだを拭ぬぐおうともせず、変わり果てた娘の姿を食い入るように見つめる。

　ファティマを襲うアネジュカとパヴェル、そして二人の幼子の姿をした妖霊は、どんな攻こう撃げきを受けても滅びなかった。

（あれはキアラの心が生んだモノ）

　キアラの憎ぞう悪おが消えない限り、あの妖霊は滅びない。いくらファティマが利きき手に怪け我がを負っているとはいえ、呪しゆの込められた短剣に刺さされて滅びない妖霊はいない。それほどまでに、キアラの怨おん念ねんは強く根深いのだ。

「憐あわれな……」

　キアラは心のたがが外れてしまったのだろう。

　かつて家族を捜さがしあぐねていたヨハンナがそうであったように、一人だけ生き残ってしまったという自責の念は、孤こ独どくと共に自らの心を苛さいなみ続ける。まして、まだ少女だったキアラは、父母と妹たちが惨ざん殺さつされる場面を目の当たりにしているのだ。

　復ふく讐しゆうという目的を持たなければ、キアラは生きる気力を保てなかったのかもしれない。

「悪魔に魂たましいを売るほどに……そこまでせねばならぬほどに……人の世が憎にくいのか……」

　ヨハンナは、荒すさみきりねじ曲がってしまった孫娘の心を思い、

「憎まねば生きてゆけぬほど、辛つらい目に遭あったというのか……」

　枯かれ枝えだのような両手で顔を覆おおって号ごう泣きゆうした。




「水ウンのデイ精ーネ！」

　迫る火フエン霊メルにファティマは水ウンのデイ精ーネをぶつける。夜空に白い水蒸気がもうもうと立ちこめた。しかし、湯気の間から赤い閃光のように火フエン霊メルが飛び出して来る。水ウンのデイ精ーネでは火フエン霊メルを消し去ることはできないのだ。その間にも鋤の切っ先がファティマの頰ほおを掠かすめ、生首の鋭するどい歯がグランディエの腕に突つき刺さる。

「こうなったら──」

　ファティマは、グランディエとキアラの間合いを測り、

「私が妖霊の動きを封じるから、あなたはキアラを捕とらえて」

　まだ青黒い痣あざの残る右手を高く掲かかげる。

「よせ！」

　グランディエは止めたが、

「水ホーク竜ヴアサー！」

　ファティマは、水に属する妖よう霊れいの中では最強を誇ほこる竜を喚よんだ。右手に激痛が走る。痛みに顔を歪ゆがめながらも、ファティマは呪しゆを唱え続けた。

「止やめろ！　今度こそ本当に手が使い物にならなくなるぞ！」

　渦うず巻まく瘴しよう気きの風の合間からグランディエが叫ぶ。しかし、ファティマは更さらに呪を紡つむいだ。

「タヴィス、カヴィス、ラヴィス、汝なんじは我の言葉に従い邪よこしまなるものを吞み干せ。過ぎることなく欠けることなく！」

　パシッと大気のひび割れるような音がして、宙に巨きよ大だいな竜が現れる。

　水ホーク竜ヴアサーは二ふた抱かかえもありそうな太い胴どうをくねらせ、瘴気と火フエン霊メルと薔薇ばらとを次々と飲み込んだ。更に、アネジュカとパヴェル、二人の幼子の妖霊に向かって、暗い洞ほら穴あなのような口を開く。アネジュカとパヴェルの首が竜の唇くちびるに歯を立て、幼子は鋤で竜の目を刺そうと振り回す。

「アルドシ、ダロシ、ラヴィス、汝は我の言葉に従え！」

　差し上げた右手が震ふるえた。痛みが痺しびれとなってファティマの脳のう髄ずいを貫つらぬく。

　水ホーク竜ヴアサーの口が妖霊の頭に覆い被かぶさり、丸飲みする。

「小こ癪しやくな真似まねを──」

　キアラは更なる薔薇の花弁と棘とげを放った。水ホーク竜ヴアサーはそれらも飲み込む。しかし、水ホーク竜ヴアサーは苦しげに咆ほう哮こうすると身をよじった。半はん透とう明めいの胴どう体たいに赤黒い火花が散った。飲み込まれた妖霊が、水ホーク竜ヴアサーの腹を突き破ろうとしているのだ。

「長くは保もたないわ。グランディエ、急いで！」

　ファティマは落ちかかる右手に左手を添そえた。

「相変わらず、無む鉄てつ砲ぽうだな」

　グランディエは翼つばさを羽ばたかせ、一気にキアラに詰つめ寄った。キアラの掌がグランディエに向いたが、

「同じ手は食わないぜ」

　彼はキアラが妖霊を繰り出す前に、彼女の掌に長ちよう剣けんを突き通す。

「キャアッ！」

　鮮せん血けつを撒まき散らしながら、キアラは二、三歩後あと退ずさった。後退しながらもキアラは反対の手を差し上げる。しかし、その手も剣に貫かれた。

「おのれ……」

　柳りゆう眉びを吊つり上げ、キアラは呪を唱えた。呪が完成する前に、グランディエは柄つか頭がしらでキアラの鳩尾を突く。前のめりに倒たおれ込むキアラの顎あごをグランディエは更に柄頭で叩たたいた。

　グランディエは仰あお向むいて吹ふっ飛んだキアラの喉を摑つかみ、地面に押しつける。

　呪が唱えられないように、グランディエは窒ちつ息そく寸前までキアラの喉を押さえた。彼女の両手には穴が開き、そこから大量の血が滴したたっている。もう掌から妖霊を生むことはできないはずだ。

「観念しろ」

　グランディエは冷たいほど無表情に言った。

　キアラの顔から次し第だいに怒いかりが消え、代わりに諦あきらめの表情が濃こくなっていく。

「悪いがお前の声を封ふうじさせてもらう。二度と呪が唱えられないように」

　キアラの目が恐きよう怖ふに見開かれた。

「幸いアスタロトは大いなる深しん淵えんの中だ。お前が妖術師として役に立たなくなったからといって制裁を加えることはないだろう」

　キアラはしばらく逡しゆん巡じゆんした後、目を閉じて小さく頷うなずいた。

　喉のどを摑んでいたグランディエの手が銀色に輝かがやいた。

　その時──。

「グランディエ……」

　背後でファティマが小さい叫さけび声を上げた。グランディエはハッと振り向く。

　水ホーク竜ヴアサーの横腹には大穴が開き、視界を埋うめ尽つくすほどの赤い花弁と棘がファティマを取り巻いていた。更に、首無しの妖霊がファティマを羽は交がい締じめにし、二人の幼子がファティマの眼前に鋭い鋤すきの刃はを突きつけていた。その周囲をアネジュカとパヴェルの首が歯を剝むき出してふわふわと舞まっている。

　ファティマの右手は真っ赤に爛ただれ、もう呪が使えないことは明らかだった。

「何……」

　グランディエは絶句する。

「わたくしの勝ちですわ」

　グランディエに喉を押さえられたままキアラは言った。

「この程度でわたくしを負かせると思ってらしたの？」

　キアラは自分の喉を摑んでいる堕だ天てん使しの腕うでに手をかけ、もの凄すごい力で引き剝はがす。剣で貫かれたはずの掌てのひらには、痣すら残っていない。全すべて、グランディエを油断させるための演技だったのだ。

　グランディエはファティマに駆かけ寄ろうとしたが、近づくなと言わんばかりに、幼子の持つ鋤がファティマの頰に当てられた。

　キアラは立ち上がると、為なす術すべもなく呆ぼう然ぜんとするグランディエに掌を向け、

「大人しくなさっていて。今からファティマの魂を抜ぬきますわ。ここで歯は嚙がみしながら見ていてくださいな」

　酷こく薄はくな笑えみを浮かべた。

　キアラはローブの紐ひもを解き、片かた肌はだを脱ぬぐ。長い髪かみを前に流し、背中を露あらわにした。

　そこに、剣の刺し傷の痕あとがあることをグランディエは知っている。しかし、傷きず痕あとはなかった。代わりに血のように赤い、薔薇の形をした痣がある。

　アスタロトとの契けい約やくの証あかし、悪あく魔まの刻印であった。

「それに、ファティマの魂を封じるつもりか──」

　聖なる神の息吹いぶきそのままのファティマの魂は、普ふ通つうの容いれ物には収まらない。キアラは強大な呪じゆ力りよくを与あたえられた自分の体に、ファティマの魂を封じ込めようとしているのだ。

　美しい薄うす紅べに色いろの唇から、歌のような呪が唱えられた。

「止やめて！」

　ファティマの表情が苦く悶もんに歪む。

「よせ！　よしてくれ……。頼たのむ。お前の使い魔まにでも何でもなるから……」

　グランディエの懇こん願がんに、キアラは嬉うれしそうに笑えんだ。だが呪は止まらない。

「あ──」

　ファティマは胸を搔かきむしる。その胸にポッと光が点ともった。魂が体から抜け出ようとしているのだ。

「ファティマ！」

　グランディエは叫んだ。

　身を捨てる覚かく悟ごで彼が翼を広げ、飛び出そうとした時、突とつ然ぜん──。

「ギャアアアアッ」

　キアラが怖おぞ気け立つような声を発した。

「!?」

　ファティマとグランディエは同時にキアラを見る。

　キアラの背に、仄ほのかに輝く細長いものが見えた。それは、ゆるゆると薔薇の刻印に侵しん入にゆうしていく。それは蜘蛛くもの妖霊が吐はく糸で編んだ飾かざり紐であった。

　驚きよう愕がくに目を見開き、キアラは後ろを振ふり返った。そこに、紙のように白い顔で唇を震わせ、皺しわに埋うずもれた翠みどりの瞳ひとみからボロボロと涙なみだをこぼしているヨハンナがいた。

「ヨハンナ！」「婆ばあさん！」

　ファティマとグランディエは同時に叫ぶ。

「──っ、お祖母ばあ様──！」

　キアラは憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬに彩いろどられた表情でヨハンナを睨にらみ、自分の体内に潜もぐり込もうとしている飾り紐を引き抜こうと背に手を回す。しかし、それはすでに薔薇の中に姿を消していた。

「グゥッ！」

　白い顔が土つち気け色いろに変わり、キアラは膝ひざを折る。飾り紐はいかなる猛もう獣じゆうや妖霊でも瞬しゆん時じに縛ばくする呪具である。ヨハンナの一族だけに伝えられ、編み方も解き方もヨハンナとキアラしか知らない。

　それがキアラの心臓に巻き付いたのだ。

　キアラは必死で解かい呪じゆを唱えた。しかし、紐は切れなかった。

「……その紐は妖よう術じゆつでは切れぬ」

　ヨハンナはポツリと言った。

「そなたが、悪魔と契約していなければ解呪できたのだがの……」

「ヨハンナ、あなた実の孫を……」

　ファティマは言葉を吞のみ込んだ。

　キアラは俯うつぶせに倒れた。その体が大きく痙けい攣れんする。

　ファティマを取り巻いていた薔薇の花弁と棘が消えた。続いてアネジュカ、パヴェル、二人の幼子の姿をした妖よう霊れいも、黒い塵ちりとなって風に溶とける。

　ヨハンナは孫まご娘むすめの枕まくら元もとに膝をついた。ファティマも駆け寄り、グランディエがキアラを抱だき起こす。

　キアラの痙けい攣れんは収まっていた。

「……悪魔に魂たましいを売ったせいで、死ぬなんてね……」

　キアラの心臓は動きを止めていたが、アスタロトの力なのか、辛かろうじて彼女は声を出す。

「……忘れていましたわ。我が家の秘術は……悪魔の力に勝まさるって……」

　キアラは力のない笑みを浮うかべる。

「許せよ、キアラ。婆は……愛いとしいそなたを悪魔の手に渡わたしとうないのじゃ」

　ヨハンナは震ふるえる声で、孫娘に語りかけた。

「……今いま更さら、何を……」

　キアラは祖母に冷れい笑しようを浴びせようと、口元を歪ゆがめる。

「ようやく会えた孫娘だというのに……済まなんだ。婆が不ふ甲斐がいないばかりに……」

「何のことですの」

「そなたを見つけることができなかったことじゃ。あの、冬の山ではぐれて以来……婆はそなたたちを捜さがしておった。そなたのことは、片時も忘れたことはなかった。今日は会える、明日は見つかると、何年も……」

「噓うそ……捜していたなんて……そんなこと……」

「故郷のプラハにも行った。そなたの生まれたモラヴィアにも行った。リスボンにもグラナダにも、海を渡ってロンドンにも……」

　キアラは驚おどろきに目を見開く。この老ろう婆ばは、魔ま女じよ狩がりで生き別れた自分たちを捜すために、その老いた脚あしでヨーロッパ中を彷徨さまよい歩いたと言うのだ。

「だが、どうしても見つからなんだ。そなたの母は、追っ手から逃のがれるために、手がかりを一いつ切さい残さなかったのじゃ」

　ヨハンナの皺に埋もれた目から、どっと涙がこぼれる。

「見つけていれば、婆がそなたらの側そばにいれば──」

　涙で詰つまる声を、彼女は絞しぼり出した。

「アネジュカたちは死ぬこともなかったろうに！　幼いそなたを独りぼっちにすることもなかったろうに！　そなたをこのような目に遭あわせることもなかったろうに──！」

　エプロンを顔に押し当て、老婆は噎むせんだ。

「お祖母様……」

　翠の瞳に涙が溜たまる。

「愛しいキアラ、どうか婆を許しておくれ」

　ヨハンナは、すでに冷たくなったキアラの手を取り、皺だらけの頰ほおに押しつけた。ヨハンナの熱い涙はキアラの心を少しずつ溶かしていく。
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「お祖母様に……もっと早く出会っていればよかった……」

　つうと、キアラの頰に涙が伝った。

「淋さびしかった……。父も母も、妹たちも失って……いっそ狂くるってしまえればと……何度も願いましたわ……」

　涙を溢あふれさせたまま、キアラは薄うすく笑う。

「もう、とうに狂っていたのかもしれません。……母の言いつけを守らずに、大いなる深しん淵えんの悪魔を喚よび出してしまったのですものね」

　キアラはか細く吐と息いきをつく。

「馬ば鹿かなわたくし……もう、何もかも手て遅おくれ……」

　悪魔と契約した自分は、煉獄シエオルには行けない。死んだ後の魂は悪魔に渡さなくてはならないのだ。当然、天へ召めされたであろう父母や妹の所には行けないと、死を目前にしてキアラは深く後こう悔かいする。

「でも……」

　キアラは震える手を持ち上げ、自分を抱く堕天使の胸に押し当てる。

　瞼まぶたが下りた。

　呼吸が止まった。

　僅わずかに残されていた悪魔の力も尽つきたのだった。

　──あなたの腕の中で死ねるなら、悪くはありませんわ……

　声にならない最さい期ごの言葉は、グランディエだけに届いた。

　薔薇ばらが散るような儚はかない笑えみを浮かべ、キアラは逝いった。




　星空に、煉獄シエオルへの通路が開いた。

　キアラの胸から、朧おぼろ月づきのように淡あわく輝かがやく魂が抜ぬけ出る。

「契けい約やくが、解消されている……？」

　ファティマは瞠どう目もくした。

　キアラの魂は、悪あく魔まと契約した者のような邪じや気きを放ってはいなかったのだ。

「ヨハンナの縛ばく呪じゆだ」

　グランディエは、腕うでに抱いたキアラの骸むくろに目を落とす。

　ヨハンナは、縛呪の飾り紐ひもをキアラの体内に潜らせて、キアラが死んだ後、悪魔に彼女の魂を持って行かれないよう、心臓もろとも契約を縛ったのだった。

「それしか、それしか、悪魔に魂を売った憐あわれな孫を──キアラを救う方法がなかったのでございます──」

　静けさを取り戻もどした黒シユヴアいルツヴ森アルトに、ヨハンナのすすり泣きが響ひびいた。

　救うために殺す──。断腸の思いで下した決断だった。

　ファティマとグランディエは、煉獄シエオルに吸い込まれていくキアラの魂をひどく切ない気持ちで見守った。







　４　もう一つの黙もく示し録ろく




　闇やみの中に、赤く青く白く、様々な色の光がうねり渦うず巻まき、凄すさまじい輝きを放っていた。

　山羊頭サリエルはこの輝きを知っている。

　星を生もうとしている星雲の色、混こん沌とんの輝き──。

　それはシオンの魂から発せられていた。

　シオンは、六つのラッパと一本の巻物を抱かかえていた。これまでに彼はこの異界で六つの封ふう印いんを解き、六つのラッパを手に入れたのだ。

「後一つ──」

　シオンは肩かたで息をし、誰だれにともなく呟つぶやく。彼の顔は腫はれ上がり、額から滴したたる血で顔面は赤く染まっていた。衣服は裂さかれボロ布のように垂れ下がっている。そこから覗のぞく肌はだにも無数の裂れつ傷しようが走り、血が滲にじんでいた。

　封印を解く度たびに現れる妖霊との戦いに、シオンは辛かろうじて勝ち抜いていた。その都度、混沌の力を目覚めさせ、強大な呪じゆ力りよくを得ながら、今ようやく最後の封印に辿たどり着いたのである。

『もう、止やめた方がいい。確かに坊ぼうやの力は増しているが、これでは人間界に残してきた体の方が保もたないぞ』

　コガネムシの姿で山羊頭は言った。魂に受けた傷は、体には物理的な影えい響きようを及およぼす。スケディムの神しん殿でんに置いてきたシオンの本体は、失血死寸前に違ちがいない。

「いいんです。体なんてどうなったって」

　シオンは妙みように大人びた笑みを浮かべる。

「鍵かぎを手に入れたら、大いなる深淵に行くんですから。体は要いりません」

『……坊や』

　少年の決意は自分の生死を超こえたものだと知り、山羊頭は半はん端ぱな忠告を止めた。

『がんばれよ』

「はい」

　シオンは最後の封ふう蠟ろうに指をかける。

　封蠟が剝はがれ、スケディムの四つの獣けものが、

　──来たれ！

　雷らい鳴めいのような声を発した。

　最後の試練は、巨きよ大だいな天使の姿でやってきた。

　天にも届かんとするほどの大きな翼つばさを羽ばたかせ、胸には白い板金の鎧よろいを着けている。そして、手には金の香こう炉ろを持っていた。天使の体に釣つり合う、巨大な香炉だった。

　香炉からはもうもうと七色の煙けむりが立ち上っている。

　──よくぞここまで参られた。いざ。

　天使は香炉に手をかざす。すると香炉に七色の炎ほのおが満ちた。それはゴウゴウと音を立てて燃え、凄まじい熱風を巻き起こした。

　巨大な天使は、象ほどもある大きな香炉をシオンに向かって投げつけた。

「くっ！」

　巻き起こる炎と熱風を避よけ、シオンは上方に向かって跳とんだ。足あし下もとに七色の炎が燃え広がる。周囲に煙が渦巻き、シオンの視界を遮さえぎった。

　シオンは右背面から巨大な圧力を感じ、ハッと振ふり向く。天使の巨大な掌てのひらが煙の中から現れた。

　バシッ！

　凄まじい勢いではり倒たおされ、シオンは吹ふっ飛んだ。七色の炎の中に頭から突つっ込み十エルレ近く滑すべる。炎がシオンの肌を焼き、熱せられた大気がシオンの肺を焦こがした。

　それでもシオンは腕に抱える六つのラッパと巻物を離はなさなかった。

　激しく咳せき込みながら、彼は立ち上がる。空いている方の手に長ちよう剣けんを持ち、ダッと跳ちよう躍やくした。それまでシオンがいた場所を天使の手が薙ないだ。彼はそのまま飛ひ翔しようし、瞬しゆん時じに気配を探さぐる。

（上だ！）

　シオンは頭上に切っ先を向け、光の速度で闇の中を駆かけた。

　ザクッ!!

　不気味な手て応ごたえと共に、絶ぜつ叫きようが辺りを揺ゆるがす。

　──やりおったな。だが、まだまだ。

　天使の声が遠えん雷らいのように鳴り響く。

　ふいに世界が揺らいだ。足下の炎の海が斜ななめに傾かしぎ、煙が無む秩ちつ序じよに渦巻いた。シオンはよろめいた。この異界に、何者かが揺さぶっているような大だい地じ震しんが起こっているのだ。

　炎は上からも下からも横からも、大だい蛇じやの舌のようにシオンを舐なめ回す。

　続いて、いくつもの大おお鐘がねが一いつ斉せいに打ち鳴らされるような大だい音おん響きようが脳のう髄ずいを刺さした。

　七色の煙と炎がシオンの目を眩くらまし、大鐘の音が耳を塞ふさぎ、揺らぐ世界が平へい衡こう感かん覚かくを失わせた。

「うーっ！」

　激しい頭痛と吐はき気けと悪お寒かんが同時にシオンを襲おそう。

『これはたまらん』

　コガネムシも脚あしを引きつらせ、ポケットの中で呻うめいた。

　ドン！

　シオンの背中を天使の拳こぶしが突いた。

「グッ！」

　エビ反りになったシオンの口から鮮せん血けつが飛んだ。地上に残した体の方は、肋あばら骨ぼねが何本か折れただろう。吹き飛んだシオンの体が停止する前に、拳が腹を突いた。腰こしをかがめたシオンの脳天に、今度は手刀が落ちた。

　手て鞠まりのように、シオンは弄もてあそばれていた。

　意識が薄れ、ラッパと巻物を抱える腕の力が緩ゆるむ。

　目の前からめまぐるしく色を変える炎と煙が消えた。大鐘の音も消えた。痛みも薄うすれ、心ここ地ちよい浮ふ遊ゆう感かんが意識を支配する。

　ふと、脳のう裏りにファティマの笑え顔がおが映った。

　術が上手うまくできた時、よくやったわと褒ほめてくれた笑顔。

　季節外れの鈴すず蘭らんをプレゼントした時、ありがとうと喜んでくれた笑顔。

　初めて人を斬きった時、大だい丈じよう夫ぶよと慰なぐさめてくれた優やさしい笑顔。

（……何を……やってるんだ。僕は……）

　シオンはラッパをギュッと抱え直す。

（僕は……ファティマの笑顔を守りたい……だから絶対に）

　シオンは目を開いた。途と端たんに全身に熱い痛みが蘇よみがえる。

「鍵を手に入れてみせる！」

　剣けんの柄つかを握にぎり締しめ、シオンは正面を見み据すえた。天使の手が煙の奥から近づいていた。

　シオンの全身から、生まれたばかりの恒こう星せいのような青白い光が放射された。光は七色の煙を散らし、炎を吹き消した。

　裂れつ帛ぱくの気合いが大鐘の音を止めた。

　迫せまる巨大な手に、切っ先を向け、

　ズブリ──

　と刺し貫つらぬいた。

　いきなり、世界が静せい寂じやくに支配される闇に戻もどった。

　天使の手が朧おぼろに輝かがやく光の塊かたまりに変わり、縮んでいった。同時に胸に抱だきかかえていた巻物が塵ちりとなって大気に溶とける。

　──七つめの鍵だ。受け取るがよい。

　伝説の獣の声がした。

「やった──」

　シオンは、最後のラッパを拾い上げた。

　途端に、パリンと世界が砕くだけた。粉々になった闇の合間に、スケディムの神殿の、水すい晶しようの床ゆかが見えた。供え物のように祭さい壇だんに寝ねかされた自分の体は血まみれで、それをマジキムと神官たちが取り囲んでいる。

　シオンは自分の体に吸い寄せられた。魂たましいと肉体とが融ゆう合ごうし、シオンはそれきり気を失った。
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　黒シユヴアいルツヴ森アルトの奥、モミとモミの間に小さな塚つかがあった。

　木こ漏もれ日びが塚を照らしていたが、塚の表面の土はまだ黒く湿しめっていて、草の芽も出ていない。

　塚の上には白びやく檀だんの十じゆう字じ架かが立てられ、十字架の根元には季節の花々が供えられていた。

　そこへ一人の土の精ドワーフが通りかかった。土に属する妖よう霊れいで、人の姿をしており、背は人間の膝ひざの高さぐらいである。頭に赤い三角帽ぼう子しを被かぶり、白いシャツに緑のチョッキを身に着け、黒いズボンに革かわの長なが靴ぐつを履はいている。

　土の精ドワーフは、ふと塚の表面がもぞもぞと動いているように見え、足を止めた。モグラか何かかなと目を凝こらしたが、それらしい様子はない。気のせいかと再び歩き始めた時、

　──来こよ。

　不気味な声がした。驚おどろいて振り返ると、塚から黒い粘ねん液えきのようなものが染しみ出ていた。それは吐き気がするほど気味悪い瘴しよう気きを放っていた。

　──ひっ！

　土の精ドワーフは逃にげ出そうとしたが、足が動かなかった。

　粘液は、ヌルヌルと盛り上がっていった。人の形をとろうとしているのか、最上部に目や口のような裂さけ目が現れるのだが、すぐにドロリと崩くずれた。

　──この世では、容いれ物が必要なのだ。

　粘液の化け物はヌルリと足を踏ふみ出す。踏み出した途端に足は潰つぶれ地面に黒い水みず溜たまりができた。反対の足を踏み出し、化け物はまた形を崩す。そうやって黒い粘塊は少しずつ近づいてきた。

　恐きよう怖ふに目を見開き、震ふるえながら土の精ドワーフはその様子を見ていた。

　粘液が目の前に迫った。蛇へびに睨にらまれたカエルのように身動き一つできなかった。凄すさまじい瘴気を放つ化け物の黒い手が、口こう腔くうに差し込まれた。

　──ゲェッ！

　土の精ドワーフの目が反転する。粘塊はそのままズルズルと口の中に侵しん入にゆうした。頭が、続いて胴どう体たいが、そして足が、土の精ドワーフの口の中に消えた。

　裏返っていた土の精ドワーフの目がもとに戻る。

「快適とは言えぬが、まあ仕方がない」

　土の精ドワーフはニッと笑った。愛らしい土の精ドワーフには似合わない、邪じや悪あくな笑みだった。

　彼はダッと走り出した。顔見知りの風シルウのエス精トレが怪け訝げんな顔で彼の後ろ姿を見送る。

　その風シルウのエス精トレは、できたばかりの塚の上を吹き過ぎた時、ひどい瘴気を感じて顔をしかめたが、塚の上に残されたものには気付かなかった。

　それは、蜘蛛くもの妖霊が吐く糸で作られた飾かざり紐ひもだった。紐は半ばから引きちぎられ、切り口には黒い粘液がこびりついていた。
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「気が付かれたか」

　目を開けたシオンの前に、安あん堵どのため息を漏もらすマジキムとモームの顔があった。

「侍じ医いに知らせよ。シオン殿どのが目覚めたと」

「神官にもお知らせいたしましょう」

　なにやら、周囲がバタバタと慌あわただしい。

「……ここは」

　半身を起こしかけ、「いたた」シオンは全身を襲う痛みに顔をしかめる。

「まだ起きるのは無理だ。寝ておられよ」

　マジキムはシオンの肩かたに手を添そえ、寝しん台だいに寝かしつける。シオンは首だけを動かして辺りを見回した。スケディムの宮きゆう殿でん内にあるシオンの部屋である。寝台の側そばには、マジキムとモーム、他ほかにも長ちよう剣けんを佩はいた警護の者や洗せん濯たく物ものを抱かかえた雑用係の姿があった。

「僕、神しん殿でんにいたはずですよね」

「儀ぎ式しきは一週間も前のことだ。貴き殿でんは七日の間、眠ねむり続けておったのだぞ」

「一週間、そんなに……」

「肋骨が四本折れて、頭の骨も一部分陥かん没ぼつして、腰の骨にもヒビが入って、内臓が破けていたのですよ。魂が異界から戻ったばかりの時は、全身に大おお火傷やけども負っていましたしね。生きているのが不思議なくらいでした」

「それが一週間であらかた治ってしまったのだからな。我らスケディムでもこうはいかぬ。さすがは伝説の王よ」

　マジキムは嬉うれしそうに笑んだ。

　シオンはハッと大事なことを思い出す。

「そうだ、ラッパは？　僕、七つのラッパを持っていたはずなんですけど」

「心配召めされるな。そこにある」

　マジキムはシオンの枕まくら元もとを指差した。寝台の脇わきの飾り棚だなに、清められた布が敷しかれ、その上にラッパは並べられていた。ラッパは霊質エーテルの淡あわい輝きを放っていた。

「鍵かぎにしては、かさばる代しろ物ものであるな」

　マジキムは妙みようなところで感かん慨がい深げだった。

「あれほどの重傷を負い、気を失っているというのに、ラッパを離はなそうとなさらなかったのですよ。ラッパからシオン様の腕うでを剝はがすのに苦労いたしました」

「その上、コガネムシがラッパにへばりついておってな。我らに触ふれさせようとせぬのだ。あれは貴殿の守しゆ護ご霊れいか？」

　よく見ると真ん中のラッパにコガネムシが留まっている。小さな目が右に左に忙せわしなく動き、ラッパに近づく者がいないか見張っていた。

「……まあ、そんなとこです」

　シオンは曖あい昧まいな返事をした。

「あの、僕はもう大丈夫ですから、マジキムさんもモームさんもどうか少し休んでください。そちらの衛兵の方々も」

　山羊頭と話すために、シオンは人ひと払ばらいを願い出る。

「そうだな。仕事も溜たまっておるし、ここはお言葉に甘えることにしよう」

　マジキムは腰こし掛かけていた椅い子すから立ち上がり、モームを伴ともなって扉とびらに向かう。

「さて、伝説の成じよう就じゆを祝いわって今こ宵よいは宴うたげだ。モーム、準備を調ととのえよ」

「宴といっても、シオン様はまだ起きられませんよ」

　モームが呆あきれたように言って、「ねえ」とシオンを振ふり返る。

「あ、いえ。どうぞ僕のことはお構いなく」

　シオンは、軽く手を振った。

「シオン殿もそう言っているではないか。とにかく、めでたいのだ。祝わねばならぬ」

「とか何とかいって、単に御ご自じ分ぶんが飲みたいだけなのでしょう」

「うるさい。とにかく宴だ。極ごく上じようのブドウ酒の樽たるを開けよ。ほら、父の代にしこんだあれだ」

「はいはい。でも飲み過ぎないでくださいよ。真しんの王はシオン様ですが、スケディムを治めるのは陛下なんですからね。民たみの前で酔よい潰れたらみっともないですから」

「わかっておる。いちいち小言を言うでない」

　若いスケディムの王とその宰さい相しようは、熟年夫ふう婦ふのような会話をしながらシオンの部屋を出て行った。他のスケディムたちも続いて部屋を辞すると、

『相変わらず仲のよい主従だな』

　コガネムシはクスクスと笑い、ゆらりと形を崩すと本来の姿に戻った。美しく精せい悍かんな顔を山羊やぎの面で覆おおう。

「無事でよかった。七日も眠り続けていたので心配したのだぞ」

　山羊頭はシオンの金きん髪ぱつを指で搔かき上げた。

「ラッパを見張っていてくれたんですね。ありがとうございます。やっぱり、僕が眠っている間に、悪あく魔まが来ましたか」

　シオンは山羊頭が悪魔からラッパを守ってくれたのだと思っていた。

「悪魔は来なかったが……」

　山羊頭は硬かたい声で言った。

「あのラッパは、大いなる深しん淵えんの扉と同じ霊質エーテルでできている。ラッパの音が大いなる深淵の扉と共鳴して扉が開くのだと思う。ただ、あれは聖なる光に属するものでな。私たち堕だ天てん使しが吹ふいても音は出ない。だが──」

　面を被っているので表情はわからないが、山羊頭の声は暗い。

「天使はもちろん、光と闇やみとが混在する混こん沌とんの魂たましいを持ったお前やスケディムたちが吹けば、大いなる深淵が開いてしまう」

「そうなんですか!?」

「悪魔の手に渡わたることよりも、スケディムがラッパを勝手に持ち出さないか、そちらの方が心配だった」

　山羊頭は、まだ少し腫はれているシオンの頰ほおに掌てのひらを当てる。

「鍵を手に入れて、これから坊ぼうやはどうするつもりなのだ？　扉を開けるのか？」

　シオンの空色の瞳ひとみに、力強い混沌の光が点ともった。彼はある決意をしていた。

「聖書の黙もく示し録ろくを御ご存ぞんじですか？」

「ある程度はな。大天使ラミエルが預言者ヨハネに見せた人の世の未来だと聞くが」

「黙示録の通り、鍵はラッパでした。ヨハネの見た未来が真実なら、ファティマが大いなる深淵の扉を開けるんじゃない。もちろん僕でもありません」

「坊やが扉を開けるのではないなら、なぜ坊やは鍵を得たのだ？」

「僕の役割は──」

　シオンは、自分の推測を山羊頭に語り始めた。

「なるほど。問題はどうやってそれをミカエルに納なつ得とくさせるかだな」

　話を聞き終えた山羊頭は、矜きよう持じの高さと頭の固さでは、神の創造物の中で一番という天使長の姿を思い浮うかべてため息をつく。

「これが神の御意思だとわかっていただければ──」

　言いかけて、シオンは突とつ然ぜん、首筋にそそけ立つような邪悪な気配を感じて扉の方を振り返った。山羊頭も同様に扉に視線を向けていた。

　二人は同時に扉に駆かけ寄り、一気に開いた。

　そこには何もいなかった。

　だが、扉の前の廊ろう下かに、片手を広げたほどの穴が開いている。穴の周囲には土の精ドワーフの気配が残っていた。土の精ドワーフの気配には、悪魔の瘴しよう気きも含ふくまれている。悪魔が土の精ドワーフに取り憑つき、スケディムの里に忍しのび込んで、シオンの様子を探さぐりに来たらしい。

「話を聞かれたみたいですね」

「だが、妙だな。この気配は──」

　山羊頭は山羊の面を取り、紅くれないの瞳で残された瘴気を視みる。

「やつは大いなる深淵に封ふうじられているはず。何でまた土の精ドワーフなんかに取り憑いたのだろう」

「大いなる深淵の悪魔が土の精ドワーフに取り憑いたんですか!?　扉が閉じているのに？」

「取り憑くと言っても、霊質エーテルの一部を土の精ドワーフに入り込ませただけだ。本体はさすがに出ては来られない。それにしたって、よほど呪じゆ力りよくのある者でなければ、大いなる深淵とは交信できない。第一、気位の高いあいつが土の精ドワーフに取り憑こうなんて気を起こすとは思えんのだが」

「土の精ドワーフに取り憑いた悪魔を御存じなんですか？」

「ああ、アスタロトという、堕天使の中でも五指に入る力の持ち主だ。坊やたちには魔ま界かいの公こう爵しやくと言った方がわかるかな」
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　明るい春の昼下がり、マジキムは山間を吹き過ぎる風に身を晒さらしながら、大岩の縁ふちに立っていた。彼は足あし下もとを見下ろす。谷の途と中ちゆうに張り出した岩いわ棚だなには、小さな家々が密集していた。

　遠くまで見通せる獣けものの瞳が、集落を見み渡わたす。スケディム族の王である彼は、日に一度、こうして小さな自分の国をつぶさに眺ながめるのを常としていた。

「封ふう印いんは解かれた。我らの使命は間もなく全まつとうされる」

　マジキムは眼下の村に向かって呟つぶやく。

「人の世は一度滅ほろび、最初のスケディムが住み給たもうた楽園が蘇よみがえる。そこには、もう我らを忌いみ嫌きらう人間はいない。我らと人とは、互たがいに相あい容いれることができよう」

　人間は、神の教えに背そむき、禁断の実を食べた。他の被ひ造ぞう物ぶつを蹂じゆう躙りんし、富と権力を貪むさぼることしか考えていない愚おろかな生き物である。スケディムの祖先は、そのような人間どもに愛あい想そを尽つかし、人との交わりを断たって、この山奥に国を築いた。決して人間に追いやられたのではないとマジキムは思っている。

　しかし、如何いかにせんこの国は狭せますぎた。スケディムの誰だれもが、肥ひ沃よくな広い土地での暮らしを願っていた。だが、そうするには、人間との戦いは必至だ。侵しん略りやく戦争を仕し掛かけるのでは、愚かな人間と変わらない。

　だから、スケディムたちは待った。真の王が封印を解き、新しい世界ができる日を。

「もうすぐだ。豊かな土地、広々とした海。我らの願いは叶かなえられる」

　マジキムは頰を緩ゆるませた。

「そう簡単に願いは叶えられないぞ」

　背後の声に、マジキムは驚おどろいて振り返った。見れば小さな土の精ドワーフが、妙に不ふ遜そんな表情でマジキムを見つめていた。

「お前たちの真の王は、扉を開ける気がないのだ」

　彼はマジキムの足下に歩み寄った。

「おぬし、何者だ」

　マジキムは剣けんの柄つかに手をかけた。ただの土の精ドワーフが、何の気配も感じさせずに自分に近づけるはずはない。

「我が名はアスタロト。わけあってこの土の精ドワーフに体を借りている」

「そのような名の悪魔がいると聞いたことはあるが、土の精ドワーフごとき脆ぜい弱じやくな妖よう精せいに身を借りて、我のもとに参るとは、いい度ど胸きようをしておるな」

「言うな。私とて、好きでやっているわけではない」

　土の精ドワーフは、上うわ目め遣づかいでマジキムを睨にらむ。

「どうしても、お前に言っておきたいことがあって参上した」

「真の王は、扉とびらを開ける気がないということか？　何を世迷よまい言を」

　マジキムはせせら笑う。

「噓うそではない。やつはファティマという女のために、自分が代わりに鍵かぎを務めるつもりだ」

「ファティマ……？」

　マジキムの顔から笑えみが消えた。彼は、シオンがファティマをこの上なく大切に思っていることを知っている。別れ際ぎわに彼女は、「大いなる深淵を開けないで」と言っていた。

「好いた女の身代わりになるつもりで、あの少年は封印を解いたのだよ」

　土の精ドワーフは、愛らしい、それでいてどことなく禍まが々まがしい笑みを浮かべた。

「我をたぶらかそうとしても、そうはいかぬ」

　マジキムは剣を抜ぬいた。

「私を斬きっても、死ぬのは土の精ドワーフだけだ。私自身は痛くも痒かゆくもない。とにかく最後まで聞け。我ら堕天使は、大いなる深淵の扉が開く日を待ち望んでいる。だからこそ、あの少年が扉を開ける気がないのを知って、お前に告げに来たのだ」

「扉が開いたところで、そなたら堕天使は再び闇に葬ほうむられるのだぞ」

「それはお前たちが勝手に想像したこと。戦ってみなくてはわからないだろう？　とにかく扉が開かないことには始まらない」

　マジキムは、黄色い獣の瞳で土の精ドワーフを見つめた。

　スケディムの伝説では、戦いの後、厄やく災さいは再び神の手により地の底に封じられると伝えられている。それが真実だとマジキムは信じているが、いずれにしろ、悪魔が扉が開かれることを願っていることに偽いつわりはなさそうだと、彼は思う。

　殺気の薄うすれたスケディムの王に、土の精ドワーフは追い打ちをかける。

「所しよ詮せん、あの少年は人間なのだ。スケディムの真の王であることよりも自分たちの同どう胞ほうを選んだのだろう。まして好いた女の頼たのみとあれば尚なお更さらのこと」

　悪魔のささやきに、

「我らの真の王を愚ぐ弄ろうすることは許さぬ」

　と言いながらも、マジキムの心は揺ゆれていた。

「黙だまって待っていても扉は開かない。いずれシオンは鍵を持って逃にげ出すぞ」

「馬ば鹿かな──」

　マジキムは呟いた。

「噓だと思うなら確かめてみるがいい」

　それには答えず、彼は剣を収め、踵きびすを返す。

　マジキムの背に、土の精ドワーフは声をかけた。

「扉を開けられるのはシオンだけではないということを、お前は知っているか？」

　マジキムの歩みが止まった。

「混こん沌とんの魂たましいを持つスケディムなら、あのラッパを吹ふき鳴らし、扉を開けることができる。私はそれを告げに来たのだ」

　マジキムは土の精ドワーフをチラリと振ふり返り、再び大おお股またで歩きだした。







　シオンは部屋で寝しん台だいの上に座って印を結び、自分の体に回復術をかけていた。

『自分で自分に術をかけたら、かえって疲つかれるだろう？　人ひと払ばらいをすれば、私がしてやるぞ』

　コガネムシ姿の山羊頭が、ラッパの上でささやいた。警備のスケディムが戸口に立っているので本来の姿に戻もどれない。コガネムシの姿で術が使えるほど彼は器用ではなかった。

「大だい丈じよう夫ぶです。試練のせいなのか呪力だけは有り余っているし、山羊頭さんのお陰かげで、体力も大分戻ってきましたから」

　シオンはにこやかに答える。これまでに、スケディムのいない時を見計らっては山羊頭が術をかけてくれたので、ほとんど痛みはなくなり、日常生活に支障がなくなるまでに回復していた。

　廊ろう下かの方から慌あわただしげな足音が聞こえたのは、その時だった。

　バン！

　と、叩たたき付けるように扉が開いた。警備の兵士も目を丸くする。

「シオン殿どの！」

　息を荒あらげたマジキムが戸口に仁に王おう立だちしていた。背後に、困こん惑わくした表情のモームが付き従っている。

「どうしたんですか？　何か、異変でも──？」

「貴き殿でんには扉を開けるつもりがないと、我に告げる者があった」

　シオンはグッと息を吞のみ、ラッパの上のコガネムシに緊きん張ちようが走った。

「……誰が、そんなことを」

「誰であろうが、そのようなことはどうでもよい。我は貴殿に真意を問いたい」

　マジキムの目には怒いかりにも似た暗い炎ほのおが点ともっている。

「僕は……」

　どう説明しようかとシオンは戸と惑まどう。

「貴殿は封印を解き、鍵を得た。それは、扉を開いて神の御み心こころに添そった新しい国を創つくるためではなかったのか？」

　本当のことを言えば、マジキムが怒おこることはわかっている。しかし、

「扉は──開けません」

　シオンには適当な噓をつくことができなかった。

「何ゆえに！　まさか、女のためなどと申すのではなかろうな！」

　つかつかと歩み寄り、今にもつかみかかろうとするマジキムを、

「陛下！」

　モームが間に入って遮さえぎる。

　シオンは、気け圧おされることなくマジキムを見つめ返す。

「仰おつしやる通り、ファティマのためです」

　マジキムの瞳ひとみが怒りに燃え上がった。

「我らを利用したのか!?　貴殿は己おのれに課せられた使命を何と心得ておるのだ！」

「いいえ！　利用するつもりも騙だますつもりもありません。スケディムの伝説の書には、混沌の魂を持つ人間が鍵を手に入れるとは書いてありますが、扉を開けよとは一言も書かれていません。僕の使命は扉を開けることじゃないんです！」

「妙みような理り屈くつをこねるでない！」

　踏ふみ出そうとするマジキムをモームは押しとどめ、穏おだやかにシオンに向かう。

「伝説の書は、創世の時代から語り継つがれていたことを後に書き記したものです。もしかしたら、そこの部分を書き忘れたのかもしれません。最初のスケディムは扉が閉じられてから巻物を受け取ったのです。閉じている扉の鍵を手に入れよと言われたのですから、扉を開けよという意味でしょう？」

「そうでしょうか。聖書の黙もく示し録ろくによれば扉を開けるのは──」

「貴殿は、スケディムの言い伝えよりも、人間の愚おろかな繰くり言ごとの方を信じるというのか！」

　マジキムの髪かみが逆立った。

『ラミエルが聞いたら怒るだろうなあ……』

　山羊頭がぼそりと呟つぶやく。ラミエルとはヨハネに啓けい示じを与あたえた天使である。

「愚かな繰り言だなんて──」

　シオンの頰ほおに朱しゆが奔る。

「僕は真実に従って行動したい！　ファティマを救うのが僕の使命なんです！」

「もうよい！」

　マジキムはモームの横をすり抜けると、寝しん台だい脇わきの棚たなに置かれた七つのラッパに手を伸のばす。今度はモームも止めない。

「待ってください！　僕の話をちゃんと聞いて！」

　マジキムを留とどまらせようとするシオンをモームが遮った。

「シオン様。私たちの望みは使命を全まつとうすること。そして、人とスケディムとが豊かな土地で共に暮らせることなのです。何千年、何万年の間、それだけを願ってこの山奥で暮らしてきたのですよ」

「だめです！　今はまだ扉とびらを開ける時じゃない！」

　シオンは叫さけび、モームから逃のがれようと身をよじった。

『ラッパは渡わたせん』

　突とつ然ぜんの恫どう喝かつするような声こわ音ねに、ラッパを手にしようとしていたマジキムの動きが止まった。

　ラッパの上に留まっていた小さなコガネムシがゆらりと輪りん郭かくを崩くずす。

「この気は──!?」

　マジキムはコガネムシの正体を一いつ瞬しゆんのうちに見み極きわめると、ザッと後あと退ずさり、身構えた。

　ラッパを背に紅くれないの髪の堕だ天てん使しが立ち、髪と同じ色の真しん紅くの瞳がマジキムを見つめていた。

「何ゆえに邪じや魔ま立だていたす!?　堕天使なら闇やみに葬られた同胞を解き放ちたいとは思わぬのか!?」

「思わない。悪あく魔まの味方ではないのでな。私は人間の味方なのだ。昔も今も」

　人間の味方をしたために天界を追放されたもと天使は、唇の端はしを吊つり上げてニッと笑う。

「悪魔と共に、貴様も地の底へ封ふうじられるがいい!!」

　マジキムは剣けんの柄つかに手をかけ、抜き放ちながら山羊頭に突とつ進しんした。

　しかし、剣の切っ先が堕天使に届く前に、

「！」

　赤い閃せん光こうがマジキムの目を焼いた。光は風圧を伴ともなって彼の白い髪を巻き上げる。

　ようやく視力が戻ってきた時には、堕天使とシオンの姿はなく、ラッパも消えていた。振り返ると、モームはよろよろと立ち上がるところだったが、戸口近くにいた警備兵は横たわったまま呻うめいている。堕天使から放たれた光が掠かすったのか、警備兵の膝ひざから下が消失していた。

　マジキムのこめかみに青筋が浮ういた。

「誰だれか！　誰かある！　薬くす師しを呼べ！　兵を集めろ！」

　マジキムは叫ぶと、

「追うぞ」

　モームを伴いダッと駆かけ出した。







　シオンはラッパを両りよう腕うでに抱かかえ、山羊頭と共に迷路のような宮きゆう殿でんの廊下を走っていた。邪じや視しの暴発を防ぐため、山羊頭はいつもの面を着けている。

「スケディムの警備の方を殺さないでくれたんですね」

　逃とう走そうに移る前、シオンは片かた脚あしを失って戸口に倒たおれている警備兵を目もく撃げきしていた。

「いや、そんなつもりは、って言うか、あれは実はマジキムを狙ねらったんだ……」

　神の雷いかずちを浴びて以来、邪視のコントロールがいまいちの彼は、気まずそうに答えた。

「…………」

　殺せつ生しようを戒いましめられているシオンは有り難がたかったのだが、それを言っても山羊頭の慰なぐさめにはならない。

「いたぞ！」

　前方の曲がり角から五人のスケディムが現れた。皆みな、剣と盾たてを持って胸には板金の鎧よろいを着けている。シオンは走りながら、ラッパを左手に抱え直し、剣を抜ぬいた。

「後ろからも来るぞ」

　山羊頭が振ふり返らず、前方のスケディムを睨にらんだまま言った。背後からの足音が近づいていた。スケディムの走る速さは人間の比ではない。間もなく追いつかれてしまうだろう。

「強きよう行こう突とつ破ぱする。坊ぼうやは私の後ろにいてくれ」

「はい」

　シオンは少しだけ走る速度をゆるめ、山羊頭の後ろに付いた。

「でも、できるだけ死なせないでくださいね」

「そのつもりだが、──保証はできん」

　そう言うと、彼は面を取った。

　カッと、岩を掘ほって造られた洞どう窟くつのような廊下が真紅に染まる。

「ギャアアッ！」

　苦く悶もんの叫びが洞窟にこだました。五人のスケディムがバタバタと倒れ伏ふす。

　山羊頭が彼らの上を跳び越こし、シオンも後に続いた。跳び越える時にシオンは足あし下もとを見やり、彼らの生死を確かく認にんする。それぞれ深手を負っていたが、致ち命めい傷しようではなさそうだった。

　そんなシオンの様子を見て、

「情けをかけるのは悪いことではないが、足下をすくわれんように気をつけろよ」

　山羊頭は言った。

「はい」

　シオンはギュッとラッパを抱える腕うでに力を込める。今は、逃にげ延びることだけを考えていなくてはならない。

　すぐ後ろに追っ手が迫せまっていた。首筋にそそけ立つような圧力を感じて、シオンはサッと身を捻ひねる。スケディムの一人が大きく跳ちよう躍やくし、上段に構えた剣を、

「キエエエッ！」

　怪け鳥ちようのような気合いを発しながら振り下ろしてきた。キン！　と火花を散らし、シオンは剣でそれを受け止め、跳はね上げる。

　二手目は鍔つば競ぜり合いとなった。相手は両の手で剣の柄を握にぎっているが、シオンは片手にラッパを抱えているので、どうしても力負けしてしまう。ジリジリと後退り、壁かべ際ぎわまで追いつめられてしまった。

「坊や！」

　山羊頭は、後続のスケディム兵に再び邪視を使い、攻こう撃げきが一いつ旦たん途と切ぎれたところで、シオンの剣を押している兵に一ひと太た刀ち浴びせる。

「今のうちだ」

　山羊頭は駆け出し、シオンも後に続いた。だが、追ってくるスケディムの数は増える一方だった。

「まるで湧わいて出てくるみたいだな」

　山羊頭が舌打ちをする。

「先に行け。ここは私が食い止める」

　山羊頭は振り返り、スケディムたちの前に立ち塞ふさがった。その隙すきにシオンは宮殿の勝手口に当たる扉を目指す。途と中ちゆうにある通路から一人のスケディムが現れ、シオンに向かって大弓を構えた。

　一射、二射と続けざまに矢が放たれた。とてつもない速度と精度であったが、シオンは走りながら、迫る矢を難なく剣で払はらい落とす。異界での妖よう霊れいとの戦いで、シオンの反応速度はそれまでの十数倍にも高まっていたのだ。

　信じられないといった表情で目を瞠みはるスケディムに、シオンは躊ちゆう躇ちよなく斬きりかかった。まず、矢や筒づつから矢を取り出そうとしていた彼の手を薙なぎ、返す刃やいばで右みぎ肩かたから左ひだり脇わき腹ばらまでを裂さく。

　どう、と仰あお向むけに倒れる彼に、

「ご免めんね。急所は外したけど、もう矢が射られないかも」

　と、声をかけながらまたぎ越す。

　勝手口の扉に走り寄り、閂かんぬきを外そうとしたが、閂は錠じよう前まえで固定されていて外すことができなかった。シオンは剣を鞘さやに収めると、掌てのひらに呪じゆ力りよくを溜ため、小さな光の球を作った。それを錠前に向かって放つ。

　バキッ！

　凄すさまじい破は裂れつ音おんと同時に、錠前は扉ごと吹ふっ飛んだ。

「……びっくり」

　シオンは自分の仕し業わざに目を丸くした。呪力が増していたのはわかっていたが、まさかこれほどとは思わなかったのである。

「気をつけて使わなくちゃ」

　シオンは勝手口から外に飛び出した。目の前にスケディムの家々が建ち並ぶ。この騒そう動どうがすでに知れ渡っているのか、家の扉は固く閉とざされ道ばたで遊んでいる子どもの姿も見えない。

　シオンは、集落の細道を駆け抜ける。右手の家の陰かげにスケディムの殺気を感じ、シオンは左に曲がってやり過ごした。しばらく行くと今度は左の脇道から矢が射かけられた。それを剣で叩たたき落とし、直進する。

　何度かそのようなことが繰くり返され、シオンは自分が誘ゆう導どうされていることに気付いた。

（このままじゃ里から出られない）

　里の出入り口は渓けい谷こくの下流にあるのだが、シオンは上流に向かって走らされていたのだ。彼は前方の家の庭を横切り、軒のき下したをくぐって迂う回かいする。

　崖がけ沿ぞいの一本道に出た所で、シオンは足を止めた。そこにマジキムがモームと数名の兵を従えて待ち構えていたのである。急いで向きを変えたが、すでにそこにもスケディムの兵が道を塞いでいた。左側は所ところ狭せましと建てられたスケディムの集落。右側は深い谷である。逃げ場はなかった。

「観念いたせ」

　マジキムは怒いかりも露あらわに恫どう喝かつする。

「大人しく鍵かぎを寄こすなら、命までは取らぬ。裏切ったとは言え、貴き殿でんが我らの真の王であることには変わりないのでな」

　シオンは答えず、ラッパをグッと抱だき締しめた。何があってもラッパを渡わたすわけにはいかないのだ。

「諦あきらめろ。混こん沌とんの魂たましいを持つ少年よ」

　左の頭上から声がした。見上げると家の屋根の上に赤い三角帽ぼう子しを被かぶった土の精ドワーフが腰こし掛かけていた。彼がおそらく、シオンと山羊頭の話を盗ぬすみ聞きしていた土の精ドワーフ、すなわちアスタロトなのだろう。

「お前が大した呪力の持ち主だということはわかったが、この人数を相手に勝てはしまい」

　土の精ドワーフは勝ち誇ほこったような笑えみを浮かべていた。

「そんなこと──やってみなくちゃわからない！」

　シオンは叫さけぶと同時にマジキムに向かって走り出した。走りながら掌に光の球を錬ねり、剣けんを構えるマジキムに向かって投げつける。

「むう！」

　マジキムは光の球を剣で受けた。

　ドオーン！

　という大だい音おん響きようが谷を揺ゆるがし、風が渦うずを巻いた。マジキムの足下から砕くだけた岩が砂のように舞まい上がり、土の精ドワーフが座っていた家の屋根が剝はぎ取られた。

　シオンはこの隙にマジキムたちの間をすり抜けるつもりだったが、マジキムは一歩も退ひかなかった。剣に光の塊かたまりを受け止めたまま、鋭するどい気合いもろとも剣を振り下ろす。光の球は砕け散り、やがて消失した。マジキムは自分の呪力を剣に集め、シオンの光の球と相そう殺さいさせたのである。シオンが手加減したとはいえ、恐おそるべきスケディムの呪力であった。

（この手は使えない）

　シオンは立ち止まり、唇くちびるを嚙かむ。手加減していてはマジキムには勝てない。しかし、あの小さな光の球であってもマジキムの足下は大きく剔えぐれ、近くの家々の屋根がちぎれ飛んでしまったのだ。本気でやったら村ごと崩ほう壊かいしてしまう。

「風ウイン竜ドーゼ！」

　シオンは風の妖霊を喚よんだ。風に自分を乗せて里から脱だつ出しゆつするつもりだった。だが、風ウイン竜ドーゼは来なかった。

「どうして……？」

　風ウイン竜ドーゼの代わりに届いた妙みような呪しゆの気配に、シオンは上流の崖の上を見た。そこに長い衣ころもを身に着けたルエンたち神官が印を結んで立っていた。十二人の神官が呪を唱え、妖霊の召しよう喚かんを阻はばんでいたのだ。

「これでわかっただろう？　お前は降こう伏ふくするしかないのだ」

　屋根のなくなった家の柱に土の精ドワーフがふわりと舞い降り、嘲あざ笑わらう。

「嫌いやだ！　ラッパは渡さない！」

　シオンは再び駆かけ出した。長ちよう剣けんを抜ぬきマジキムに向かって走り寄る。傍かたわらのモームや他ほかのスケディムから殺気が迸ほとばしった。

　凄まじい乱戦となった。前後左右から繰り出される剣けん戟げきを撥はね返しつつ、シオンは一歩一歩と村の出口に近づく。異界での試練を経て、シオンは呪力だけでなく剣の技わざもそれまでとは比べものにならないほどに高まっていた。しかし、グランディエと対等に渡り合えるマジキムや、マジキムに等しい実力を持つモームたちを簡単に倒たおすことはできなかった。

　一進一退の攻こう防ぼうが続いた。

「まどろっこしい」

　土の精ドワーフが苦々しげに呟つぶやき、柱の上から風に乗っているかのように宙を舞った。彼の口には吹き矢が当てられていた。吹き矢の狙ねらいがシオンに定められる。まさに矢が放たれようとした時、

「坊ぼうや！　伏ふせろ」

　背後から山羊頭の声がした。シオンはサッと身を伏せる。途と端たんにシオンの頭上を赤い閃せん光こうが奔はしった。

「ギャアアアッ！」

　土の精ドワーフの断だん末まつ魔まの声と同時に、

「モーム！」

　というマジキムの悲鳴が聞こえた。

　シオンが顔を上げると、顔に大穴を開けた土の精ドワーフが宙に漂ただよい、その向こうに左ひだり肩かたから先を失い、谷へ墜おちて行くモームの姿があった。

　マジキムが崖の縁ふちに手をつき、届かないと知りながら必死で手を伸のばしている。

「モーム！」

　マジキムの悲痛な叫びが谷にこだまし、やがてモームは底知れぬほど深い谷底へと吸い込まれて行った。

「捜さがせ！　谷へ降りるのだ！」

　半ば恐きよう慌こう状態でマジキムは命令を下す。すると、その場にいたスケディムたちは一いつ斉せいに谷に身を躍おどらせた。

「許さぬ──」

　彼はよろよろと立ち上がり、呆ぼう然ぜんと立ちすくむシオンに対たい峙じした。マジキムの白い髪かみは逆立ち、黄色い瞳ひとみには憤ふん怒ぬの炎ほのおが燃え上がっていた。

「真の王であろうが、何だろうが、我は貴様を絶対に許さぬ」

　マジキムは地面を蹴けった。シオンはハッと我に返り、剣を構える。

　あの心優やさしい宰さい相しようの命を奪うばってしまったことは申し訳ないと思う。けれど、ここで大人しくマジキムに斬きられるわけにはいかない。何としても生き延びなくてはならない。目的を果たすまでは──。

　悲ひ壮そうな思いでマジキムを迎むかえ討うとうとしたシオンの体が、突とつ然ぜんふわりと宙に浮ういた。空から急行した山羊頭がシオンをさらうようにして飛び立ったのだった。

「済まなかった。モームに当てるつもりはなかったんだ」

　彼はマジキムに言い残すと、翼つばさを大きく羽ばたかせた。

「卑ひ怯きよう者もの！　降りて我と勝負せい！」

　空中高く舞い上がる山羊頭とシオンに向かって、マジキムは怒りの叫びを発する。山羊頭に抱きかかえられたシオンは、ひどく切ない気持ちで彼の姿を見下ろしていた。

（僕にとってファティマが大切なように、マジキムにはモームが大切な存在だったのに……）

　山羊頭もシオンと同じ気持ちだったのか、

「夫ふう婦ふみたいだったものな……。悪いことをした」

　彼は沈しずんだ声で呟いた。







　一人崖の上に取り残されたマジキムは、がっくりと膝ひざをついた。

「モーム……モーム……」

　頼たよりになる相談役であり、心の許せる友人であり、優しい父のようであった宰相の名を呟く。涙なみだが止めどなく溢あふれてきたが、声を出して泣くことは王としての矜きよう持じが許さなかった。血が出るほど唇を嚙みしめ、彼は嗚お咽えつを押し殺す。

　──辛つらいだろう、憎にくいだろう。

　頭の中に声が響ひびき、マジキムは顔を上げる。彼の前に、土の精ドワーフがふわふわと漂っていた。正しくは、土の精ドワーフの亡なき骸がらに取り憑ついた悪あく魔まである。土の精ドワーフの顔はなく、そこにはドロリとした黒い粘ねん液えきが詰つまっていた。口を失った悪魔は、直接マジキムの頭の中に意思を届けたのである。

「ああ、──憎い」

　マジキムは、振ふり絞しぼるように答えた。

「仇かたきをとらなくては、この怒りは収まるまい。スケディムの誇りにかけて、やつらを討ち滅ほろぼしてくれる」

　──ただ、仇をとるだけではつまらぬだろう？　やつらを、死ぬよりも辛い目に遭あわせたいと思わぬか？

　土の精ドワーフの表情はわからないが、顔があればおそらく、ひどく残ざん忍にんな笑えみを浮かべているに違ちがいない。

　マジキムが答えずにいると、

　──ファティマを殺せ。やつらの行動は全すべてファティマのためだ。特にシオンはファティマを好いている。自分の命を懸かけても惜おしくないほどにな。彼女が死ねば、シオンはさぞ嘆なげき悲しむことだろう。今のお前と同じくらいに。
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　土の精ドワーフは誘さそうように甘くささやく。

　──ついでに、ファティマを殺すだけではなく彼女の魂たましいを奪って、大いなる深しん淵えんの扉とびらを開けさせろ。シオンが鍵かぎを得るのに必死だったのは、彼女に扉を開けさせたくなかったからだ。それも甲斐かいなくファティマの手で扉が開けられたとなれば、シオンも紅くれないの髪の堕だ天てん使しもどう思うだろう。お前たちスケディムの永年の望みも叶かなう。一石二鳥ではないか。シオンと山羊頭を殺すのは、それからでも遅おそくない。

　マジキムは、しばし己おのれの心と問答する。

　ファティマには何の遺い恨こんもない。だが、大いなる深淵の扉を開くのは、神から与あたえられた崇すう高こうな使命だ。彼女の魂を奪って扉を開くことは私し怨えんではなく、鍵を得たにもかかわらず愚おろかにも遁とん走そうした真の王の代理を務めることに他ほかならない。決して、小こ賢ざかしい悪魔の誘ゆう惑わくに乗るのではない。志半ばにしてやつらに殺されたモームのためなのだ。

　マジキムは大きく頷うなずく。

「ファティマの魂を奪って、扉を開かせよう。我らの使命を果たすために」







　５　熾し天てん使しの断罪




　黒々とした雲が空を覆おおっていた。時折、雲の合間に細い稲いな妻ずまが奔る。

　まだ陽ひが沈んだばかりの時刻であったが、厚い雲のせいで、常でさえ日暮れの早い黒シユヴアいルツヴ森アルトの奥はすでに闇やみに支配されていた。

　陽のあるうちは、今を盛さかりに花開いた下生えの中を、蜜みつを集める蝶ちようや蜂はちがせっせと飛び交かっていたが、今はそれらも住すみ処かに帰り、悪天候を予想した妖よう霊れいたちもなりを潜ひそめている。

　春しゆん雷らいを遠くに聞きながら、ヨハンナは一人、真新しい塚つかの前に座っていた。老ろう婆ばは祈いのりの言葉を小さく呟いている。塚にはヨハンナの孫──キアラが葬ほうむられていた。

　悪魔に魂を売り渡わたしたキアラを救うため、ヨハンナは彼女の心臓と悪魔との契けい約やくに縛ばく呪じゆをかけ、魂を煉獄シエオルに送ったのである。他にキアラを悪魔の手から逃のがれさせる方法がなかったとは言え、自らの手で孫の命を奪ったという事実は、ヨハンナの心を苛さいなみ続け、彼女は未いまだ立ち直ることができなかった。

　花を摘つんでは塚に供え、日がな一日塚の前に座って祈り続ける。キアラが死んで以来、それがヨハンナの日常となっていた。

　濃こさを増した雲から雨あま粒つぶが落ちてきた。雨は次し第だいに強くなり、間もなく肌はだに痛いほどの土ど砂しや降ぶりとなる。ヨハンナの白い髪が濡ぬれて頰ほおに張り付き、濡れた衣服が老婆の瘦やせた体から温度を奪った。しかし、ヨハンナはそれにすら気付いていないのか、祈りの言葉を呟き続けていた。

「ヨハンナ」

　背後から主あるじの声がして、老婆はゆっくりと振り返る。

　ファティマは結界を張って、ヨハンナが濡れないように結界内に取り込んだ。

「嵐あらしになりそうよ。暗くなっちゃったし、もう、帰りましょ」

「お嬢じよう様さま……」

　そこでヨハンナはようやく今が宵よいだと気付く。

「申し訳ございません。夕ゆう餉げの支し度たくを失念しておりました」

　老婆は濡れた顔をエプロンで拭ふき、急いで立ち上がる。

「晩ご飯の支度は、グランディエがしているわ。彼、意外に料理上手よ。ワインを入れ過ぎちゃうのが困りものだけど。まあ、スープじゃなくて、野菜入りホットワインだと思えば飲めないことはないと思うの」

「グランディエ殿どのにも御ご迷めい惑わくを……。お嬢様もこのような雨の中、御自身でお出いでにならずに、精コー霊ボルトを使ってくださればよろしかったですのに」

　ひたすら恐きよう縮しゆくするヨハンナを、ファティマは痛ましげに見つめる。

「私たちにそんな気を遣つかわないで。ヨハンナは自分のことだけ考えていていいのよ。元気出してとか、辛いことは早く忘れてなんて言わないから」

　ファティマは優やさしく、少し悲しそうに笑えむ。

「好きなだけ泣いて、喚わめき散らして構わないのよ。キアラが悪魔と契約したのも、一番もとの原因は私にあるんだし……」

「お嬢様、そんなことは──」

　ヨハンナは慌あわてて頭かぶりを振る。この主は人の罪も堕天使の罪も、全すべて自分が生んだと思っている。彼女が背負っているものは、自分よりも遥はるかに重いのだ。

「どうかそんなことは仰おつしやらないでください。この婆ばばは、何よりお嬢様が大切でございます。お嬢様の前世の罪が何であれ、科せられた罰ばつがどのようなものであれ、わたくしの大切なお嬢様であることに変わりはありませぬ」

　ファティマは小さな老婆の肩かたを抱だいた。ヨハンナと自分とは、血は繫つながっていない。だが、ヨハンナは母のように自分を慈いつくしんで育ててくれた。その彼女に、血の繫がった孫を殺させたのは自分なのだ。

「私もヨハンナが大好きよ」

　辛い思いをさせてご免めんなさい、とファティマは心の中で呟つぶやいた。







　グランディエは、水車小屋の中にしつらえた竃かまどで、ワイン入り野菜スープなのか、野菜入りホットワインなのかよくわからない代しろ物ものをかき混ぜていた。味的には、婆さんの作る料理より自分好みだと、満足げに頷く。

　──デザートのトルテは、キルシュとリンゴと、どっちにする？

　自分の体よりも大きいボウルに頭まで突つっ込んで小麦粉をこねていた精コー霊ボルトが尋たずねた。

「シオンはキルシュが好きだから、シオンが帰って来た時のためにとっといて──」

　言いかけて、グランディエはため息をつく。

　シオンはスケディムの里だ。スケディムの真の王伝説が真実なら、彼はもう帰って来ないかもしれない。

「あの馬ば鹿か、何を考えているんだか。サリエルもサリエルだ。連れん絡らくぐらい寄こせってんだ」

　大いなる深淵の扉を開けるのが、シオンに与えられた役割なら、自分たちは敵同士となる。シオンの意図を知らない彼は、ひどい不安と焦しよう燥そう感かんに駆かられていた。

　魔ま女じよ狩がりで、カルフの館やかたは炎えん上じよう。水車小屋暮らしを余よ儀ぎなくされ、ヨハンナは実の孫を殺すはめとなり、そしてシオンはいない。

　スープの出来はまずまずだったが、グランディエの心は暗かった。これからどうしたらいいのか、さっぱり道が見えてこないのである。

「俺って、何かの役に立っているんだろうか」

　ぼそっと呟くグランディエに、

　──ビール樽だるを片付けるっていう役に立ってるよ。あれって場所とって邪じや魔まだったんだ。いっぱい飲んでくれるから、とっても助かる。

　精コー霊ボルトは明るく言った。

　ふと、グランディエは妙みような胸むな騒さわぎを感じて耳を澄すます。

　黒シユヴアいルツヴ森アルトのモミがざわめき始めていた。春の嵐に梢こずえが揺ゆれているのか、それとも風に紛まぎれて何かがやって来るのか──。

「スープと、魚の焼き加減を見ていてくれないか」

　グランディエは精コー霊ボルトに声をかけると、嵐の森に飛び出した。







　雨あま脚あしが激しくなってきた。風が梢を鳴らし、闇は一層濃さを増していた。

　ファティマとヨハンナは水車小屋までの帰り道を急いでいた。

　カッ、と空が光り、雷らい鳴めいが轟とどろいた。

「？」

　ファティマは空が閃ひらめいた時、前方に人ひと影かげを見たような気がして目を凝こらした。

　風雨の強い時は、興奮した水ウンのデイ精ーネや風シルウのエス精トレがそこら中を騒そう々ぞうしく飛び回るので、特定の気配を読み取ることが難しいのだ。

「お嬢様──」

　ヨハンナがファティマの尼に僧そう服ふくの端はしをギュッと摑つかむ。ヨハンナの緊きん張ちようの理由はファティマにもすぐわかった。結界を張っていてさえ、染しみ入ってくる敵意と殺気──。

　前方の影かげは明らかに自分を狙ねらっていた。

　ファティマは脚のガーターから短たん剣けんを抜ぬき、ヨハンナを見た。ヨハンナは小さく頷いた。

　稲妻が空を焦こがし、視界が白く染まったのを合図に、ザッとヨハンナとファティマは左右に分かれた。

　ガラガラガラ──。

　と、落雷の音が森を揺るがす。

　ファティマは走りながら何体もの風シルウのエス精トレを喚ぶ。無理を強しいた右手は、まだ力の強い妖霊を喚べるまでには回復していない。だが、幸いにも風シルウのエス精トレたちは嵐で元気づいている。上手うまく使えば風ウイン竜ドーゼ並みの力を発揮してくれるだろう。

「縛せよ！」

　ファティマの命令に、風シルウのエス精トレは渦うずを巻きながら人影に向かった。しかし、風シルウのエス精トレが彼を取り囲む前に、影はフッと姿を消した。恐おそるべき俊しゆん足そくである。

「スケディム？」

　風が運んできた気配を読み、ファティマは敵の正体を知る。

「なぜ？　シオンは？」

　ファティマは動どう揺ようした。なぜスケディムが自分を襲おそうのだろうか。シオンはどうしたのだろうか。

　風に紛れて途と絶だえがちな気配を探さぐり、ファティマは周囲に視線を奔はしらせる。

　首筋に妙な圧力を感じ、ファティマは振ふり返ろうとした。しかし、間に合わなかった。襲しゆう撃げき者しやの移動速度は、これまでにファティマが対たい峙じした誰だれよりも速かったのだ。

　ザクッ！

　痛みというよりは熱い衝しよう撃げきが胸を貫つらぬいた。

「お嬢様!!」

　モミの陰かげで、ヨハンナはファティマの様子を窺うかがい視みながら木ドウル精ダレスを喚んでいた。あまりに突とつ然ぜんのことで、彼女には何が起こったのかわからない。ただ、いきなり、ファティマの胸に剣けんの切っ先が生え、ファティマの後ろにはいつの間に忍しのび寄ったのか、白い髪かみと黄色い瞳ひとみのスケディムが剣の柄つかを握にぎっていた。

　少し遅おくれてヨハンナが喚び出した木ドウル精ダレスが、白い髪のスケディムを捕とらえようと樹皮に覆おおわれた腕うでを伸のばしていた。だが、風雨の隙すきを縫ぬって不思議な呪しゆの調べが届くと、木ドウル精ダレスの腕はスルスルと縮んでしまった。

　ファティマの黄金の瞳から、輝かがやかしい光が消えた。同時に彼女の胸から淡あわい光の塊かたまりがせり出す。

　ファティマの背に長ちよう剣けんを突き通していたスケディムが、剣を抜いた。

　雨に濡ぬれた森の下生えに、彼女はどうと倒たおれ伏ふした。

「お嬢様!!」

　駆け寄ろうとしたが、体が動かなかった。いつの間にか縛ばく術じゆつがかけられていたのだ。

「お嬢様!!　お嬢様!!」







　グランディエは嵐あらしの森の中を走っていた。風の間に不ふ穏おんな気配が混じっている。悪あく魔まや妖よう術じゆつ師しならば、召しよう喚かんしなくても黒シユヴアいルツヴ森アルトの木ドウル精ダレスが目覚め、侵しん入にゆうを阻はばんでくれる。しかし、木ドウル精ダレスが何かを攻こう撃げきしている様子はない。木ドウル精ダレスが敵と見なさないとすると、相手は悪魔や妖術師ではない。ファティマを魔ま女じよだと誤解した村人が、再び彼女を狩かりに来たのだろうか。

　ファティマはキアラの墓参りに行ったヨハンナを迎むかえに行った。ここからは大した距きよ離りではなかったし、右手で呪が使えないとしても、相手がただの人間やその辺の妖よう霊れいならば、ファティマが負けるはずはなく、さほど心配もしなかった。

　グランディエはそれが大きな過あやまちだったと、すぐに気付いた。

　ざわめくモミの樹き々ぎの隙すき間まから、その光景が目に飛び込んできた。

　グランディエは息を吞のむ。

　ファティマは地面に倒れ、身動き一つしない。彼女を見下ろすマジキムの手には長剣が握られ、雨にも流れないほど、血ち糊のりがべっとりと付いていた。

　そして恐ろしいことに、誰よりも清い美しい輝きを放つファティマの魂たましいが、宙を舞まっていたのだ。

　グランディエの全身にザッと悪お寒かんが奔った。目の前が暗くなった。

「ファティマ!!」

　グランディエはザッと翼つばさを羽ばたかせた。マジキムはサッと後あと退ずさり、後方に跳ちよう躍やくしてモミの高枝に身を移す。

　グランディエは触ふれられるはずもないファティマの魂を捕つかまえようと、無意識に手を伸ばした。途と端たんに、神の雷いかずちに等しい衝撃がグランディエを襲い、彼は弾はじき飛ばされる。

　呪言が、嵐を凌りよう駕がして森に響ひびき渡わたった。

　それはモミの樹の枝に立つ女のスケディムによって唱えられていた。彼女の手には古い木製の箱が抱かかえられていた。

　ヨハンナは恐ろしい予感に身を震ふるわせた。ヨハンナにはその箱が凄すさまじい霊れい力りよくを宿した呪具であることがわかる。スケディムはファティマの魂を奪うばうつもりなのだ。

　スケディムの女は神官長のルエンである。そして彼女が手にしている箱は、つい先日まで、神から授けられた巻物が収められていたのだった。

　ファティマの魂が、ルエンの唱える呪に引き寄せられて行った。

「お嬢じよう様さま！」

　ヨハンナは、魂を引き戻もどそうと知っているありったけの呪を唱える。だが、ファティマの骸むくろは微び動どうだにせず、心の臓が止まった体に魂は戻れない。霊力の宿る箱を持ったルエンに、ヨハンナの呪は敵かなわなかった。

　グランディエは剣を抜き、箱を持つ女のスケディムに向かって飛んだ。だが、その前に、淡い輝きを放つファティマの魂が木の箱に吸い込まれてしまった。

　ルエンは獣けもののように枝から跳躍して、グランディエの刃やいばから逃のがれた。そして、マジキムと共にモミの間を枝から枝へと飛び移り、逃にげ去っていく。

「返せ！」

　グランディエはマジキムとルエンを追ったが、暴風雨に揺ゆれる枝は彼の飛ひ翔しようを阻み、木ドウル精ダレスの腕はスケディムの敏びん捷しようさに追いつくことはできなかった。

「逃がさない!!」

　グランディエは、折れた翼を限界まで羽ばたかせ、雷鳴の轟く黒シユヴアいルツヴ森アルトを翔かけた。

　怒いかりとも焦しよう燥そうともつかない炎ほのおが体中を駆かけ巡めぐっていた。時折、倒れ伏したファティマの姿が悪寒と共に彼の脳のう裏りを掠かすめる。

　心臓が止まっても、すかさずヨハンナが四大精せい霊れいを喚よんで心臓を動かせば体は朽くちることはない。魂さえ取り戻せば彼女は生き返るはずだ。

（何としても取り返す！）

　グランディエは悪い予感に高鳴る鼓こ動どうを無理矢理鎮しずめ、羽ばたき続けた。

　間もなく彼は、森外れの獣道を走るマジキムとルエンに追いついた。

「マジキム!!」

　グランディエは怒ど声せいを発しながら急降下した。マジキムは振り返り、ルエンを背に庇かばうようにして剣を構える。

　キン！

　両者の剣が火花を散らして交かわされる。グランディエは二手、三手と息もつかせない攻撃を繰くり出した。四手目に振りかぶった剣を、マジキムは薙なぎ払はらいザッと後退る。

　油断なく構えたまま、

「邪じや魔まをいたすな」

　スケディムの王は歯を剝むいた。

　濡れそぼっているはずの白い髪は逆立ち、常なら細い瞳が闇やみを見通すために、丸く開かれていた。

「ファティマを返せ」

　対するグランディエも低い声で恫どう喝かつする。

「それはできぬ。我は何としても使命を果たす」

「使命だと？」

　グランディエは片かた眉まゆを上げた。その使命のために、シオンはスケディムの里に行ったのではなかったか。

「シオンはどうした？」

　シオンの名を口にした途端、マジキムの全身から憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬの気が迸ほとばしった。

「あやつは我らを裏切った。でなければ、最初から我らを騙だましておったのだ」

　呪じゆ詛そのようにマジキムは低く呟つぶやいた。

「シオンは裏切るぐらいなら始めからお前に付いて行ったりしないし、誰かを騙せるほど器用じゃない」

「いいや。あやつは、封ふう印いんを解き、大いなる深しん淵えんの鍵かぎを手に入れておきながら、我らの使命を愚ぐ弄ろうし、紅くれないの髪の堕だ天てん使しと遁とん走そうしおったのだぞ。我が最も信しん頼らいしていた宰さい相しようモームを殺してな！　これが裏切りでなくて何だと申す！」

　マジキムの髪が白い炎のように巻き上がった。グランディエの目には、マジキムの怒りが火花のように全身から放射されているのが視える。

「大いなる深淵の鍵を持って、逃げた──？」

　グランディエはマジキムがファティマの魂を奪った理由を理解した。マジキムはシオンの代わりにファティマに扉とびらを開けさせるつもりなのだ。

　彼はザッと踏ふみ込み、マジキムの眉み間けんを狙ねらう。

「ファティマに、扉は開けさせない！」

　応ずるマジキムは、グランディエの突つきに勝まさる速度で体を沈しずめ、グランディエに足あし払ばらいをかける。蹴けられる前に、グランディエは飛び立った。宙で翻ひるがえり、箱を胸に抱えて走り去ろうとするルエンの前に立ちはだかる。

「ファティマを返せ」

　グランディエは長剣を正眼に構えた。

　ルエンは青ざめ、後退った。くるりと向きを変え逃げようとするルエンを、グランディエは容よう赦しやするつもりはなかった。逃げる女の背を斬きろうと思ったのは、初めてだった。

　ファティマを取り返す──。

　彼の念頭にあるのはそれだけだった。しかし、剣はルエンに届かず、間に割って入ったマジキムに薙なぎ払われてしまった。

「卑ひ怯きよう者ものめが！」

　悪あつ鬼きの形相でグランディエを睨ねめ付けるマジキムに、グランディエは上段に構えた剣けんを振ふり下ろした。マジキムは下段からすくい上げるようにして剣を弾き返す。弾かれた勢いを利用してグランディエは宙に舞う。マジキムは一いつ瞬しゆんグランディエを見失った。グランディエはこの隙すきを逃さなかった。グランディエは剣を逆手に構えて、マジキムに向かって落下する。マジキムがハッと振り仰あおいだ次の瞬しゆん間かんには、彼の腹にはグランディエの長剣が深々と突き刺ささっていた。

「陛下！」

　ルエンが悲鳴を上げた。

「行け！　我に構わず、鍵を持って逃げよ！」

　口の端はしから血をこぼしながら、マジキムは命ずる。ルエンは箱を抱えてダッと駆け出した。

「させるか！」

　グランディエはマジキムから長剣を引き抜ぬくと、ルエンを追った。

　雨と風とが横よこ殴なぐりに叩たたき付け、黒い雲間に稲いな妻ずまが飛び交かった。少し遅おくれて届く雷らい鳴めいが大地を震しん動どうさせた。

　その轟ごう音おんに紛まぎれて、ルエンが呪しゆを呟いていることにグランディエは気付かなかった。

「待て！」

　グランディエが長剣を大きく振りかぶった途端──。




　ド───ン!!




　視界が真っ白に染まると同時に、耳を劈つんざくような雷鳴が轟とどろいた。

　グランディエは焼かれるような痛みに、身を仰のけ反らせた。

　彼の翼つばさは焼け焦こげ、本体である霊質エーテルを覆おおっていた土の皮ひ膚ふが、あらかた剝はげ落ちていた。

「雷を……喚んだのか……」

　無理矢理目をこじ開け、グランディエはルエンの姿を捜さがす。森の中へ走り去ろうとする彼女の姿がぼんやりと目に映った。

　神の加護を失った堕天使は、霊質エーテルを剝き出したままでは地上にいられない。人と同じく土の元素を身に纏まとわなくては、激しい苦痛に苛さいなまれるのだ。だが、ここでのんびり土の体を作っている余よ裕ゆうはなかった。

「ファティマ……」

　グランディエは全身に奔はしる熱い痛みに耐たえながらルエンの後を追う。しかし、俊しゆん足そくを誇ほこるスケディムの足に、雷に撃うたれた堕天使が追いつくはずもなかった。

　焦燥に代わって絶望がグランディエの心を占しめた時──。

　──そなたに、大いなる深淵の鍵を渡すことはできぬ。

　雷鳴を凌駕する声が、天に轟いた。

　ルエンはギクリとして足を止め、空を見上げた。

　黒々とした雲の中に、白く眩まばゆい光が点ともっていた。それは見る見るうちに近づいてきた。

　それは輝かがやく三対ついの翼だった。天使の降臨だと気付いたルエンは畏おそれおののき、膝ひざをつく。

　グランディエは最初に声を聴きいた時から、声の主がわかっていた。ひれ伏ふす気はなかった。ただ、最悪の事態が到とう来らいしたことに青ざめた。

　天使は、黄金の髪かみを肩かたの辺りで切りそろえ、瞳ひとみは夜明け前の海のような群ぐん青じよう色いろをしていた。膝ひざ上うえまでの短い衣ころもを身に纏まとい、白い板金の胸当てを身に着けている。胸当てには天てん秤びんの模様が浮うき彫ぼりになっていた。

　天使長ミカエル──。

　最高位の熾し天てん使しであり、天界の総そう帥すいである彼が、今、黒シユヴアいルツヴ森アルトに舞まい降りてきたのだ。

　彼は、モミの頂近くで宙に浮かび、地上のスケディムと堕天使を睥へい睨げいした。ミカエルの背の高さは常人と変わらない。しかし、見上げているルエンには、なぜかその姿が天にも届かんとするほど巨きよ大だいに見えた。

　──その女の魂たましいは、このミカエルがもらい受ける。

　ミカエルが手を差し出すと、ルエンの持っていた箱の蓋ふたは自然に開き、淡あわい光の塊かたまりはミカエルに招かれるままに上じよう昇しようする。

「待ってくれ」

「お待ちください」

　グランディエとルエンが同時に叫さけんだ。

　しかし、ファティマの魂はミカエルの手の中に包まれてしまう。

「我らスケディムは、最初のスケディムが神と交わした盟約により──」

　スケディムの神官長は畏い怖ふに震ふるえる声でミカエルに献けん言げんしようとしたが、

　──そなたらが交わした盟約のことを私は知らない。

　鋭するどい声で言い渡わたされ、彼女は身を竦すくませた。

　──神と最初のスケディムの盟約を偽いつわりだと申しているのではない。ただ、大いなる深淵の扉が開かれるのは今ではないということだ。創造主に扉を開く意思があるのなら、まずこの私にそれが知らされる。だが、今はまだ、創造主は何も仰おつしやってはおられない。

　おののくルエンは、反論することもできず、ひたすら平へい伏ふくする。

　──去いねよ。里へ帰るがよい。そなたらがこれまで創造主との盟約を守り続けたことに免めんじて、この女の命を奪うばったことは不問に付す。

「御ぎよ意い」

　ルエンは弾はじかれたように立ち上がり、マジキムのいる森の外れへと慌あわてて走り去った。

　ミカエルはルエンが去ったのを見届けると、グランディエに視線を移した。

　──聞いての通り、大いなる深淵の扉は開けられることはない。そして、あの混こん沌とんの魂を持つ少年の役割が何なのか私の知るところではない。この女の魂は、永遠に鍵であり続けるのだ。

　ファティマの魂を、生まれたての卵でも持つようにそっと掌てのひらで包み、ミカエルは翼を羽ばたかせる。

「……待ってくれ。連れて行かないでくれ。……せっかくこの世に生まれ直したというのに、また……あの暗い煉獄シエオルに留め置くのか」

　グランディエはミカエルを追おうと翼を広げた。しかし、落らく雷らいで焦げた翼は二、三度羽ばたいたところで力ちから尽つき、彼はぬかるみの中に墜おちた。グランディエの体から霊質エーテルがこぼれ、泥どろの中に溶とけていった。

　──無様だな。

　ミカエルは眉まゆ根ねを寄せた。

「……待て……ファティマを置いて……いけ」

　荒あらい息をつきながら、グランディエは立ち上がろうと泥を摑つかむ。

　──そなたは、守りきれなかったのだ。私が来なければ、この女は大いなる深しん淵えんの扉を開けさせられるところだったのだぞ。仕方あるまい。

「なぜ、そこまでファティマを……リリスを憎にくむ……」

　──憎んでいるのではない。これ以上彼女に罪を犯おかして欲しくないのだ。私なら彼女を誰だれの手にも触ふれさせずに監視することができる。

　ミカエルは群青の瞳に微かすかな敵意を奔らせる。

　──そのことはよく知っているだろう？　ラグエルよ。

　グランディエは一いつ瞬しゆん瞠どう目もくし、そして唇くちびるを嚙かんだ。

（こんな時に、名を呼ぶのか……）

　もう、その名で呼ばれたくなかった。

　とうに忘れ、捨てたはずの名だった。

　ラグエル──。

　その名の意味は「神の友」そして「天使の善行を監かん視しする者」。

　監視役として、自分はエデンの守もり役を賜たまわった。

　だが、自分はリリスに思いを寄せる御み子こに気付かなかった。

　天界の大戦の折には、エデンの監視を放ほう棄きしてリリスを救いに行き、その間に御子の遣つかわした蛇へびがエデンに侵しん入にゆうし、エヴァに禁断の実を食べさせた。

　人間の原罪──。

　エデンにはガブリエルの軍が駐ちゆう屯とんし、ラファエルもウリエルもアダムとエヴァを守っていたが、彼らは蛇に気付くことができなかった。

　ラグエルと名付けられた自分なら、御子の目もく論ろ見みに気付くことができたはずだった。

　自分が監視を怠おこたったために、人は生まれながらに反逆罪を背負うことになってしまったのだ。

　ミカエルはそれが許せないのだ。だから敢あえてグランディエの真の名を呼んだ。神の友と名付けられた誇りを捨て、天使のエデンへの介かい入にゆうを監視していなかった自分を、非難するために。

　人の世では、ラグエルを「復ふく讐しゆうする者」と訳す者もいる。それを耳にする度たび、それも仕方がないとグランディエは思っていた。

（神の友でも、監視する者でもないんだ。俺は……）

　銀の髪が泥に汚よごれ、折れた翼は濡ぬれて力無くしおれていた。

　──ファティマは煉獄シエオルにいるのが一番安全なのだ。よいな。

　ミカエルは泥まみれの堕だ天てん使しを一いち瞥べつすると、ファティマの魂を手に、天へと昇のぼって行った。

　聖なる光を放つ翼が次し第だいに小さくなっていく。為なす術すべもなく、ぬかるみに手をついたまま、グランディエはそれを見送った。

　落雷で土の体を失い、皮膚を剝ぎ取られたような痛みは和やわらいではいないはずだったが、グランディエはもうそれを感じていなかった。

（……守れなかった）

　心臓を剔えぐられてしまったかのように、胸が苦しかった。

（人の世で、幸せに暮らすために生まれてきたのに……）

　翼を折り、地獄ハデスの業ごう火かに焼かれても、彼女の幸せだけを祈いのり続けてきた。

　神の加護を失った身は、彼女の聖なる魂に触れることはできなかったが、それでも構わなかった。

　多くは望まない。側そばにいられるだけでよかったのだ。

　側にいて、守り通す。

　人として、幸福な人生を歩めるように。

　彼女がいつも笑えんでいられるように。

（守って……やれなかった）

　グランディエは俯うつむいた。

「ファティマ──!!」

　銀の髪が雨に洗われ、滴しずくが頰ほおに伝わっていた。







　亡なき骸がらにすがって、ヨハンナは泣いた。

「お嬢じよう様さま！　お嬢様！」

　しかし、呼びかけに応じるはずはなく、彼女の白い肌はだは一層白く、赤い唇に色はなく、瞳は閉じられたままだった。

　ヨハンナはファティマの手を取った。美しい手は、力無くだらりと垂れ、そしてひどく冷たかった。

　どんなに呪しゆを唱えようと、死者を生き返らせるはずの四大精せい霊れいは、ファティマの心臓に宿らなかったのだ。マジキムが貫つらぬいたのは心臓だったのだ。

「おお、お嬢様──」

　老ろう婆ばは号ごう泣きゆうする。

「故郷を失い、家族を失い、何もかも失って……。ただ、お嬢様をお育て申し上げることだけが、わたくしのたった一つの生き甲斐がいでございましたのに。キアラをこの手にかけ、それでもわたくしが耐たえられたのは、お嬢様がいたからでございますのに……。お願いでございます、目を開けてくださいませ。ヨハンナと呼びかけてくださいませ。──わたくしを一人にしないでくださいませ──」

　雨は、物言わぬ骸むくろと、それにすがりつく老婆に容よう赦しやなく降り注いだ。

　どれくらいそうしていただろうか。いつの間にか雨は上がり、流れる雲間に星が見え隠かくれしていた。

　ふと、

　──愛シテ。

　どこからともなく響ひびいてきた、水すい晶しようの鈴すずの音のような声にヨハンナは顔を上げた。

　──愛シテ。私ダケヲ愛シテ……。

　いつの間に現れたのか、黒シユヴアいルツヴ森アルトの夜空に美しい女の姿をした光の結けつ晶しようが漂ただよっていた。
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「案ずるな、急所は外れている」

　血のこぼれ落ちる腹を押さえ、膝ひざをついたマジキムは、狼ろう狽ばいするルエンを宥なだめた。

「傷の痛みなど……それよりも我は口くち惜おしゅうてならぬ……」

　──大いなる深淵の扉とびらを開けるのは今ではない。

　薄うすい意識の中でマジキムはミカエルの宣言を聞いていた。

「モームは死んだというのに……、扉を開けることが使命だと信じておったのに」

　マジキムは唇を嚙む。

「人の滅ほろびを願い、新たな国の創造を待ち望んでいた民たみに、我は何と申せばよいのだ」

　マジキムはひどく打ち拉ひしがれていた。また、致ち命めい傷しようではないとは言え、痛みは他の五感を鈍にぶらせていた。

　だから彼は自分の足あし下もとに小さな穴が開いたことに気付かなかった。そこから、顔のない土の精ドワーフが這はい出して来たことにも。

「ぬ!?」

　マジキムは刺さされた腹に不気味な圧あつ迫ぱく感かんを感じて、視線を落とした。だが、彼はその正体を見み極きわめることはできなかった。突とつ然ぜん、目の前が真っ暗になる。

「陛下？」

　俯いたきり動かなくなってしまったマジキムを、ルエンは訝いぶかる。

「何でもない。里へ戻もどろう」

　マジキムは立ち上がった。出血は止まっていた。スケディムの中でもずば抜ぬけた力を持つ国王ならば、これくらいの傷は一いつ瞬しゆんのうちに塞ふさがってしまうのだろうと、ルエンはそのことに不ふ審しんを抱いだかなかった。

　ただ、マジキムのいた場所に顔のない土の精ドワーフの骸が転がっていることに気付き、眉まゆを顰ひそめた。その死し骸がいから、僅わずかではあるが瘴しよう気きが漏もれていたからである。
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　昨日の嵐あらしが噓うそのように、空は青く澄すみ渡わたっていた。いつもなら春はる霞がすみにけぶる黒シユヴアいルツヴ森アルトも、新緑の色も鮮あざやかに、蒼そう天てんにくっきりと浮うかび上がっている。

　グランディエは、水車小屋近くの日ひ溜だまりで、切り株に腰こしをかけていた。彼の視線の先には蝶ちようと戯たわむれるファティマがいた。

　──愛シテ……。

　黄金の瞳ひとみにあどけない笑みをたたえ、彼女は蝶を追う。一匹ぴきに逃にげられると、また他の蝶を追い、まるで自身が蝶であるかのように、モミの木こ漏もれ日びの下をヒラヒラと舞まっていた。

　昨夜、絶望のどん底で翼つばさを引きずりながらグランディエが水車小屋に戻ると、何とファティマが息を吹ふき返していた。妖よう霊れいに取り憑つかれたのである。

　普ふ通つう、死体に妖霊が取り憑いた場合、心臓が動くことはなく、いずれその死体は朽くちていく。ヨハンナの話ではマジキムの剣けんは心臓を貫き、四大精霊も宿ることができなかったという。しかし驚おどろいたことに、彼女の剣の傷はすっかり癒いえ、心臓も規則正しく鼓こ動どうを打っていたのである。

　ファティマに取り憑いたのは、リリムという妖霊だった。ヨハンナは、滅めつ多たに人に取り憑かないリリムが、ファティマに取り憑いて蘇そ生せいさせたことを喜び、

「よほど、お嬢様とリリムとは相あい性しようがよろしかったのでございますな」

　と嬉うれしそうに言っていた。ヨハンナはファティマの死を認めたくなかったのだろう。生けモールる・ヴイ死体ヴアンではなく、まさしく生き返ったのだからと、彼女は取り憑いたリリムを祓はらわなかった。

　グランディエは、ヨハンナの好きにさせておいた。喜々としてファティマの世話をするヨハンナを見ていたら、何も言えなくなってしまったのだ。

（相性がいいのは当たり前だ。もとは親子なんだから）

　グランディエは、幼い子どものように蝶を追うファティマをぼんやりと眺ながめながら思う。

　リリムは、神の被ひ造ぞう物ぶつではない。御み子ことリリス──前世のファティマとの間に生まれた、最初の妖霊だった。

　貫かれたファティマの心臓を治し、再び鼓動を再開させることができたのは、御子の強大な霊れい力りよくを受け継ついでいるからなのだろう。

　──愛シテ……。

　ひたすらにリリスに愛されたいと願った御子の心が結晶と化し、リリムは全すべてのものの愛を欲ほつする。獣けものも人も、妖霊ですらも──。

　ファティマはなかなか捕つかまらない蝶を諦あきらめ、踊おどるような歩調でグランディエの所へやってきた。

　黄金の瞳がグランディエを見つめる。以前と変わらず明るく輝かがやく瞳に、グランディエの胸がキュンと痛んだ。

　ファティマは熟れた果実のように艶つややかな唇くちびるに笑みを浮かべ、

「愛して……」

　とささやいた。

　グランディエは答えない。

　契ちぎりを欲するのは、リリムの性さがだ。決してファティマの気持ちではない。

「愛して。私だけを」

　ファティマは再びささやいた。

　グランディエは小さく頭かぶりを振ふる。

　その言葉を彼女に言われることを、どれだけ望んだろうか。

　遥はるかなエデンで、アダムと暮らしていたリリスを見守っていた時から、今までずっと。

　絶対に叶かなわない望みだと知りつつ、グランディエは密ひそかに願い続けてきた。

　彼女の心が自分に向いてくれたらと──。

「よせ。……その声で、俺にそんなことを言わないでくれ」

　グランディエは耐えきれずに俯いた。

　ファティマにしてみれば、逃げる蝶を追うのと同じ心持ちだったのかもしれない。

　彼女は、グランディエの膝に腰こし掛かけ、肩かたに手を回す。

　グランディエの心臓がドクンと鳴った。

　魂たましいを失ったファティマの体は、グランディエに神の雷いかずちのごとき痛みを与あたえることはなかった。

　長い黒くろ髪かみから甘い香かおりが漂い、グランディエの鼻び腔こうをくすぐる。

　彼女は顔を上げ、夢見るような微び笑しようを投げかけた。

　白い頰ほおが、赤い唇が、すぐ前にあった。

　決して触ふれることのできなかったファティマの肌はだが、今、自分の手に届く所にある。

　グランディエの喉のど元もとに熱い塊かたまりがこみ上げ、彼はそれを必死で吞のみ下した。

「ねえ。愛して……」

　ファティマはグランディエの胸に頰を寄せた。

　肌の暖かさが、心に染しみた。

「……ファティマ」

　グランディエは顔を伏ふせる。

「……お前は、ファティマじゃ……ない」

　彼女の抜け殻がらを膝に乗せたま、グランディエは微かすかに震ふるえる声で呟つぶやいた。

「ファティマじゃ……ないんだ」

　誰だれよりも清く美しい魂は、ここにはなかった。
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　春の陽光が降り注ぎ、新芽が目にも鮮やかな黒シユヴアいルツヴ森アルトの馬車道を、シオンは馬を走らせていた。肩にコガネムシ姿の山羊頭を乗せ、七つのラッパは麻あさの袋ふくろに入れて鞍くらの前輪に掛かけてある。

　スケディムの里から逃のがれ、街かい道どうに出たシオンと山羊頭は、人目に付かない夜の間は山羊頭がシオンを抱いて飛び、昼は無人の納な屋やか旅籠はたごで眠ねむって旅路を繫つないできた。

　ボーデン湖の近くで馬を買い、街道を北上してカルフの館やかたに行ったが、館は火事の跡あとも生々しく、ファティマたちが戻った様子もなかった。そこで森に棲すむ妖霊たちに話を聞くと、ファティマたち三人はネッカー川の上流にある水車小屋で雨あめ露つゆを凌しのいでいるとのことだった。

　──こないだの新月の晩、キアラが来たよ。

　森の妖霊たちは語った。

　──何か、すごい悪あく魔まと契けい約やくしたらしくて、黒シユヴアいルツヴ森アルトの木ドウル精ダレスも全然敵かなわなかったんだよ。

　──確か、アスタロトって言ってた。

　妖霊たちの話に、シオンは衝しよう撃げきを受ける。スケディムの里でマジキムをそそのかしたのもアスタロトだ。

　──結局、キアラは死んじゃったけどね。ヨハンナがキアラの心の臓と悪魔の契約に縛ばく呪じゆをかけたんだ。

　──知ってた？　キアラってヨハンナの孫だったんだよ。

「孫……キアラが、ヨハンナの……？」

　妖霊たちは更さらに恐おそろしい話をする。

　──そうそう、昨日はマジキムがファティマを襲おそったんだって。すごい嵐だったから、僕ら、見に行かなかったんだけどね。

「──マジキムが!?」

　シオンの顔から血の気が引いた。スケディムの体力は野生の獣並みだ。道なき道を夜も昼も駆かけ続け、シオンよりも先に水車小屋へ行くことなど、大して難しいことではない。

　マジキムの意図は言うまでもない。ファティマの魂を奪うばいに行ったのだ。大いなる深しん淵えんの扉とびらを開けるために。

「ありがとう」

　シオンは妖霊たちに礼を言うと、馬に飛び乗り、水車小屋を目指した。

「僕が鍵かぎを持って出て行っちゃったから──」

　シオンは唇を嚙かむ。

『モームのこともあるしな……』

　肩の上で、コガネムシも苦い声で言った。







　水車小屋に着いたのは、陽ひもかなり傾かたむいた頃ころだった。気配を察してか、グランディエが小屋の外で出で迎むかえていた。

「グランディエ！」

　シオンは馬を降り、グランディエに駆け寄る。彼は、妙みように感情を押し殺した表情で、

「戻もどって来たか……」

　と呟くと、ギュッとシオンを抱だき締しめた。

『よせ。つぶれる──』

　たまたまシオンの胸の辺りに留まっていたコガネムシが呻うめいた。

「グランディエ。マジキムが来たんだって!?　ファティマは？　彼女は無事なの？」

　いつも脳天気なグランディエが、何も言わずにシオンの髪かみに顔を埋うずめていた。

「……ファティマは……？」

　シオンは不安を募つのらせた。

　グランディエはしばらく黙だまってシオンを抱いていたが、やがて、

「ファティマは死んだ」

　低い声で呟いた。

「──噓うそ」

　シオンは景色が回転するような感じがした。自分が倒たおれかかっていることにも気付かず、彼は突つき飛ばすようにグランディエから離はなれると、

「ファティマ！」

　転がるように水車小屋の中に飛び込んだ。

　絨じゆう毯たんを敷しいた小屋の床ゆかに座り、ファティマは小さい子どものように、精コー霊ボルトと戯たわむれていた。

「……何だ、びっくりした。からかうにしたってあんまり──」

　安あん堵どは一いつ瞬しゆんだった。呪じゆ力りよくの増したシオンには、ファティマがただの抜ぬけ殻にすぎないことがすぐにわかった。彼女を動かしているのは妖よう霊れいだ。

「ファティマ……」

　シオンはファティマの側に駆け寄り、彼女の隣となりに膝ひざをつく。

　ファティマの視線がゆっくりとシオンに向いた。黄金の瞳ひとみは以前と変わらず明るかった。けれど、凜りんとした神こう々ごうしい輝きはなく、あまりにも無む垢くな、幼子のような瞳だった。

「……ファティマの魂は？　マジキムが持って行ったの？」

「だったら、俺がとっくに取り返しに行ってるさ」

　戸口に立ったグランディエは苦い声で答えた。

「じゃあ、アスタロト？」

　シオンは汗あせばむ手を握にぎる。ファティマの魂が悪魔の手に落ちたら、大いなる深淵の扉を開けさせられてしまう。それは彼女が最も恐れていたことだった。

「いや。ミカエルだ。……天界は大いなる深淵を開くつもりはない。彼女の鍵の役割は永久に続く。彼女は煉獄シエオルにいるのが一番安全だと……そう言って」

「まさか──ミカエル様御ご自じ身しんが連れに来たって言うの？」

「そうだ」

　シオンは絶句した。ミカエルは天界の総そう帥すい。しかもファティマを鍵にした張本人である。彼は悪魔の手からファティマを遠ざけるために、厳重にファティマの守りを固めるだろう。今度こそ彼女は永久に煉獄シエオルに留め置かれてしまう。

「──愛して」

　ファティマは白い腕うでをシオンに伸のばし、甘えるように彼の肩かたに頰を乗せた。

　シオンは彼女の背に震える手を回し、そっと抱き締める。見開かれた青い瞳が見る見るうちに潤うるんだ。目を伏せた途と端たん、涙なみだがつうと頰を滑すべる。

「ご免めんなさい……」

　その先は言葉にならなかった。

　全すべては、ファティマのためだったはずだ。

　燃える館に彼女を残し、身を切られる思いでカルフを出たのも、封ふう印いんを解き、試練に耐たえ、鍵を手に入れたのも、モームの命を奪うような真似まねまでして、スケディムの里から逃にげ出したのも、みんな彼女のためだったのに──。

（もう……遅おそい）

　どうにもならない脱だつ力りよく感かんに支配され、何も考えられなかった。シオンは無む邪じや気きな笑えみを浮うかべるファティマを抱いて、無言で泣き続けた。

「殴なぐっていいぞ、グランディエ」

　人の姿に戻っていた山羊頭が、シオンとファティマから目を離さずに呟つぶやいた。

「マジキムがキレたのは私のせいだ。スケディムの宰さい相しようをうっかり邪視でやってしまった」

　グランディエは虚うつろな目で山羊頭をしばらく眺ながめていたが、

「お前を殴ってファティマの魂たましいが戻ってくるなら、何千発でもやってやるさ」

　それきり黙ってしまった。

　そこへ、薬草摘つみにでも出かけていたのか、カゴを抱かかえたヨハンナが帰って来た。

「シオン様！　ようお帰りなされた」

　老ろう婆ばは満面の笑みを浮かべ、

「これはこれは、山羊頭様も御ご一いつ緒しよでございましたか。このような侘わび住まいで、おもてなしもできませぬが、どうぞ奥へ、ごゆるりとおくつろぎくださいませ」

　戸口の近くに立っている山羊頭を小屋の奥へと招く。そして、いそいそとお茶の支し度たくを始めた。

　ファティマは死んでしまったというのに、あまりにもヨハンナが快活なので、シオンは悲しみのあまり彼女は狂くるってしまったのかと思った。

　ヨハンナは摘んできたばかりの薬草を入れたハーブ茶を卓たくの上に置くと、

「お嬢じよう様さま、お嫁よめ入いり前だというのに、そのように殿との御ごに寄り添そってはなりませぬ」

　猫ねこのようにシオンにじゃれつくファティマの手を引き、風シルウのエス精トレを喚よんでファティマの遊び相手をさせる。

　このファティマは抜け殻がらにすぎない。妖霊に取り憑つかれた、憐あわれな動く人形なのだ。だが、たとえ心がそこになくても、ヨハンナにとっては大切なファティマであることに変わりはないのだろう。でなければ、ファティマは死んだのではないと思い込みたいのだ。

　以前と同じように細こま々ごまとファティマの世話をするヨハンナを、シオンは痛ましい目で眺めていた。

（僕だって、信じたい。ファティマは生きているって。いつか元通りのファティマに戻るって、でも……）

　シオンは再び熱くなってきた目め頭がしらをこする。

（今度ばかりは、魂を迎むかえに行けそうもない……）

　以前、煉獄シエオルにファティマを迎えに行った時はミカエルの介かい入にゆうがなかった。だから煉獄シエオルからの脱だつ出しゆつも可能だった。だが、今回は違ちがう。大いなる深淵の鍵として、ファティマは煉獄シエオルの玉座に座らされているだろう。何重にも張り巡めぐらされた結界と天使たちに囲まれて──。

　おそらく彼女はその運命を受け入れ、今いま頃ごろ、静かに玉座に座しているだろう。

　シオンは奔ほん放ぽうなファティマの笑顔を思い浮かべる。その笑顔の下には、堕だ天てん使しの罪も人間の罪も全て自分が背負うという悲ひ壮そうな決意が隠かくされていることを、シオンは知っている。

　──私は煉獄シエオルに留め置かれても仕方がない。

　と、ファティマは薄うすい笑みを浮かべていた。

　シオンはふと思い出す。

（彼女が煉獄シエオルに残ると言った時、僕は何て答えた？）

　ファティマを地上に連れ帰るためなら、天使にだって喧けん嘩かを売る──。

　そう答えたのではないか？

（僕は何のために生まれたんだ。混こん沌とんの魂を持ち、スケディムの封印を解き、どんな使命を果たすために生まれてきたんだ？）

　聖も邪も内包する、原初の光と闇やみ。星を生むほどの力。それは全て──。

（──ファティマのために）

　シオンの涙は乾かわいていた。

「ヨハンナさん」

　シオンは、ファティマの頭を膝に乗せ、子守歌を歌うヨハンナに声をかけた。

「僕を煉獄シエオルに送ってください」

　グランディエと山羊頭が目を瞠みはる。

「坊ぼうや、まさか──」

　シオンは、二人の堕天使に向かって力強く頷うなずいた。

「僕、煉獄シエオルに行きます。ファティマを連れ戻しに」

「だが、あのミカエルが相手では……」

　最強の力を誇ほこる天使長ミカエルに敵かなうわけがない。あっという間に捕とらえられ、地獄ゲヘナで永遠の責め苦に苛さいなまれるのが落ちだ。グランディエも山羊頭もそう思った。

「いずれ、ミカエル様には会うつもりだったんです。そのために僕はスケディムの封印を解いたんですから」

　シオンは麻あさ袋ぶくろに入っている七つのラッパ──大いなる深しん淵えんの鍵かぎに目をやる。

「その先に待っているのが地獄ゲヘナだったとしても構いません。それでも、僕は行きたいんです」

　シオンの瞳の奥には、莫ばく大だいなエネルギーを有する混沌の輝かがやきが点ともっていた。

　彼を衝つき動かしているのは、義務感でも使命感でもない。

　それは、彼女に幸せになって欲しいというただ一つの願いだった。

「人間の罪も堕天使の罪も、ファティマの代わりに──僕が負います」
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　スケディムの里に、慌あわただしく伝令が飛び交かった。

「陛下にお伝えしろ！　モーム殿どのが見つかったと！」

　山羊頭の邪視で肩から先を失い、深い谷に墜おちたモームは、急流に流され、遥はるか下流で探たん索さくの者に発見されたのだった。

　知らせを受けた近衛このえがマジキムの居室に走る。グランディエに刺さされた傷は完治していたが、二、三日は安静にしているようにとの薬くす師しの診しん断だんで、彼は執しつ務むを休んで臥ふせっていた。

「陛下！　モーム様が見つかりましたぞ！」

　マジキムは寝しん台だいで眠ねむっていた。些さ細さいな物音でも目覚めるマジキムが、身動き一つしないのを訝いぶかり、近衛は寝台に近づく。

「陛下……？」

　近衛はギョッとして一歩後あと退ずさった。彼らの国王は息をしていなかったのである。







　６　黒衣の悪あく魔ま




　ファティマは空を見上げた。

　黒に近い青い空には、陽ひも月も星もない。風に流れる雲すらないのだ。

　人間界の空には昼でも夜でも、そこに何かしらの営みがあった。

　煉獄シエオルにはそれがない。

　ファティマは小さな吐と息いきをつくと、視線を荒こう涼りようとした大地に戻もどす。

　黒に近い灰色の地面には、草も樹きもなく、地平の彼方かなたまでただ黒々とした岩が転がっているばかりだった。

　時折、ゆっくりと行き過ぎる人の姿をした淡あわい光は、死んだ者の魂である。

　黒い岩の柱に囲まれた神しん殿でんで、冷たい石の椅い子すに座り、ファティマはそれらをぼんやりと眺める。

　生きているものは何もなかった。

　唯ゆい一いつ、白い百合ゆりだけが神殿の周りには群れて咲さいていたが、一いつ片ぺんの陽もなく乾いた大地に本物の百合が咲くはずもない。

（これは、犯おかした罪を忘れないための標しるしなんだわ）

　エデンの百合の園そのが自分の一番好きな場所だった。そして、そこで自分は御み子こと罪を犯した。アダムから、エデンから逃にげた自分は、リリムを産み、挙げ句に紅こう海かいに身を投げた。

　百合の園から逃げても、罪からは逃のがれられないのだと、百合は自分に告げているのだ。

　ファティマは石の玉座から立ち上がり、神殿の端はしまで歩む。

　そこから先に行くことはできない。見えない壁かべが行く手を遮さえぎり、神殿の外には出られないのだ。

　ファティマが出て行かないように、また誰だれかがファティマを連れ去らないように、神殿には強固な結界が張ってあった。結界だけではない。ここからは見えないが、暗い空の上にも地平の彼方にも何名もの天使が配置され、ファティマに警けい戒かいの視線を降り注いでいる。

　──お前は、大いなる深淵の鍵だ。お前の犯した罪のせいで堕天使となった者たちを封ふうじ続けよ。永遠に──。

　痛いほどの視線が、ファティマにそう語っていた。

（わかっているわ。それが私に与あたえられた罰ばつだもの。それが唯一の贖しよく罪ざいなんだもの）

　天使の無言の譴けん責せきは、仕方のないことだと覚かく悟ごしていた。

　ファティマはコツンと見えない壁に額を当て、目を閉じる。

　瞼まぶたの裏に浮うかぶのは、明るい青い空と、深い緑のモミの森だった。

　懐なつかしい黒シユヴアいルツヴ森アルト──。

　自分がリリスであることを忘れ、ファティマとして日々を過ごしていたカルフの館やかた。

　実の親以上に自分を慈いつくしんでくれた世話係の老ろう婆ば、脳天気な使い魔、泣き虫だけどがんばり屋の弟で子し。

（もう、会えない……）

　あの頃ころは、何も知らずに笑っていた。幸せだったと思う。エデンでアダムと過ごしていた時と同じくらいに。いや、それ以上かもしれない。

　安あん穏のんとしたエデンでの暮らしは、幸せであることが当たり前だった。けれど、罪深い人の世では、悲しいことや辛つらいことがある分、幸福であることを一層嚙かみしめることができた。

　いつの間にか、ヨハンナとグランディエとシオンは、ファティマにとってアダム以上にかけがえのない存在となっていた。

　彼らにもう会うことはできない悲しみも、永えい劫ごうの時と間きを独りで過ごす淋さびしさも、与えられた罰の一つなのだろう。

　大いなる深淵の扉とびらが開かれる恐おそろしさに比べたら、これくらいの淋しさは大したことはないと自分に言い聞かせ、ファティマは胸が締しめ付けられるような痛みに耐たえた。







　煉獄シエオルと現世との境にはレテ川という広い川が流れている。水は清かったが、底が知れぬほど深かったため、その水面は闇の色をしていた。

　現世側の川岸には一艘そうの小こ舟ぶねが停とまり、一人の老人が長い櫂かいを持って立っていた。老人の名はカロン、レテ川の渡わたし守もりである。

　人の魂たましいは、カロンの操あやつる舟に乗って煉獄シエオルに渡る。

　カロンは自分に近づく人ひと影かげを見て、深く被かぶっていたフードを上げた。

　人影は、確かに人に似た姿をしていたが、人ではなかった。人の魂は神の息吹いぶきでできている。しかし、彼の魂は原初の混沌からできていた。

　カロンは以前、このような魂を持つ少年の頼たのみを聞き入れ、川を渡したことがある。少年は紛まぎれもなく神の似姿すなわち人間であった。だが、カロンの前に立つ彼は、髪かみは雪のように白く、額には二本の角が生えていた。目は黄色く、瞳ひとみが猫ねこのように縦に長かったのである。

「川を渡していただきたい」

　彼は言った。

「煉獄シエオルは人の魂の行く所。行き先をお間ま違ちがえなのでは」

　カロンは静かに言った。

「いや、間違えてはおらぬ」

　彼は言うと、おもむろに掌てのひらをカロンに向けた。

　カロンは白い光が彼の掌から放たれるのを見た。眩まぶしさに目を閉じ、再び開けた時、彼の姿は消えていた。

　老人は辺りを見回したが、レテ川の水は鏡のように穏おだやかで、現世側の岸にも煉獄シエオル側の岸にも誰もいない。

「幻まぼろしであったか……？」

　しばらくすると別の人影が近づいてきた。今度は間違いなく人の魂である。病で命を落としたのか、ひどく瘦やせた男だった。カロンは男を舟に乗せると煉獄シエオルに向かって漕こぎ始めた。

　舟には一人しか乗せていないにもかかわらず、櫂が二人分の重みを伝えていることをカロンは不思議に思ったが、それも一いつ瞬しゆんのことだった。

「はて、今儂わしは何を考えておったのであろう」

　老人は首を捻ひねると、何事もなかったように再び舟を漕ぎ出した。







　暗い空の遥か高みで煉獄シエオルを監かん視ししていた一人の天使は、灰色の大地に目を凝こらした。風の速度で移動する影かげを見たように思ったからだった。ここが人間界ならば鳥の影だと思ったかもしれない。

　しかし、煉獄シエオルには生き物はいない。妖よう霊れいですら入ることは叶かなわない。動く物ものと言えば、天国へ行くか地じ獄ごくへ行くか、再び人として転生するのか、決裁される前の人の魂だけである。

　天使は急降下すると、影が走っていた辺りの地面に舞まい降りた。注意深く気配を探さぐってみたが、特に異常は感じられなかった。

　──何かあったのか？

　同じく煉獄シエオルの監視を務める同どう僚りようが、彼の側そばにやって来た。

　──何か影のようなものがこの辺りを動いていたような気がしたのだ。

　──影？　妖霊でも迷い込んだか。

　同僚は地面に手を当てて気配を探る。

　──何もいないな。見間違いではないのか？　または、悪魔の毒気に当てられて自我を失った魂が、所かまわず飛び回っていたとか。

　──そうかもしれない。

　二人の天使はそれ以上影の正体を突つき止めようとはせず、各おの々おの自分の持ち場に帰っていった。







　神殿の外から、結界の境界面をコツコツと叩たたく音がして、ファティマは顔を上げた。

「あなたは!?」

　黄色い猫のような瞳を細め、マジキムはニッと笑った。ファティマは玉座から立ち上がり、結界を隔へだてて、自分を殺したスケディムと対たい峙じする。

「どうしてここへ……。煉獄シエオルにスケディムは入れないはずなのに」

「我らの魂が混こん沌とんで創られたことは知っておろう。全すべての源は混沌。我は煉獄シエオルの土にも岩にも身をやつすことができる」

　先刻、土に紛れて地面を這はっていたマジキムを発見した天使が、全く彼の気配を感じなかったのは、彼が完全に大地と同化していたからである。

「今も天使たちには、我の姿は見えていない。我の本体は煉獄シエオルの大気と同化している。貴き殿でんだけに見えるよう、幻を紡つむいでおるのだ」

「そんな危ない橋を渡ってまで、私に何の用なの？」

「大いなる深しん淵えんの扉を開けていただきたい」

「まだそんなことを言っているの？　今はまだ扉が開かれる時ではないって、ミカエル様が仰おつしやっていたのを忘れたの？」

　マジキムに刺さされ、体から魂が離はなれた後に、ファティマは彼とミカエルとの会話を聞いていた。

「忘れてはおらぬ。だが、どうしても扉は開かれねばならない」

「スケディムは、神の御み心こころに添そった清せい廉れんな種族だと思っていたけど？」

「扉は開かないと言ったのはミカエルだ。神は扉を開くことを願っている。でなければ、我らに真の王を遣つかわすはずがない」

「シオンは？　シオンは封ふう印いんを解いて、鍵かぎを手に入れたの？」

「そうだ。だが、やつは鍵を持ったまま逃げた。だからシオンの代わりに貴殿に扉を開けていただきたい」

「嫌いやよ」

　ファティマは即そく答とうした。

「神の御意思が扉を開けることなら、ミカエル様がそれを知らないはずはないもの。あなたは噓うそをついているのよ」

「天使長とて神に逆らうこともあろう。貴殿はよく存じておるはずだが？」

　マジキムは蔑さげすむような笑えみを浮かべた。

「…………」

　ファティマは言葉を詰つまらせる。初代の天使長ルシファーは神に背そむいた。その原因は自分なのだ。

「……なら、私は私の意志で決めるわ。大いなる深淵の扉は開けない。神やミカエル様の御意思がどうあれ、大勢の人の命が失われるのは嫌だもの」

　黄金の瞳に凜りん然ぜんとした光を点ともし、ファティマは答えた。マジキムは一いつ瞬しゆん瞠どう目もくし、やがてフッと鼻で笑った。

「一ひと筋すじ縄なわではいかないか。その一いち途ずさというか頑がん固こさに御み子こは惹ひかれたのだろうな」

　声も口調も変わっていた。

「あなた、マジキムじゃないのね──」

　ファティマは驚おどろきに目を見開き、無意識に短たん剣けんを抜ぬこうと脚あしに手をやる。しかし、短剣はなかった。愛用の武器は、体と共に人間界に置いてきてしまったのだ。

「そうだ。私はマジキムではない」

　マジキムの相そう貌ぼうが徐じよ々じよに変わっていった。

　白い髪が黒くなり、黄色い目が闇やみの色になり、薄うすい色の唇くちびるが血の色に変わった。額の角が消え、ファティマと変わらなかった背が、見上げるほどに伸のびた。いつの間にか、衣服が漆しつ黒こくの胴プール・衣ポワンとズボンブレー、そして黒いマントに変わっていた。

「魔ま界かいの公こう爵しやく、アスタロト……」

　ファティマは、キアラと契けい約やくした大いなる深淵の悪あく魔まの名を呟つぶやいた。

「この魂はとても便利だ。聖も邪じやも、光も闇も、何もかも受け入れる。霊質エーテルの奥まで染しみついていた大いなる深淵の瘴しよう気きまでもすっかり溶とかし込んでくれた。お陰かげで天使に見つかることもなく、ここまで来ることができた」

　アスタロトは、取り憑ついていた土の精ドワーフからグランディエに刺されて隙すきを見せたマジキムの中に忍しのび入り、彼の意識を乗っ取って煉獄シエオルへの侵しん入にゆうを果たしたのだった。

「更さらに、この魂は力も強い。清いものにも邪じや悪あくなものにも等しく凄すさまじい力を発揮してくれる。──このようにな」

　アスタロトは結界の境界面に掌を当てた。途と端たんにピシッと乾かわいた音がして、神しん殿でんを覆おおっていた結界が消失してしまった。

「天使の張った結界を──」

　ファティマはザッと後あと退ずさった。短剣はなく、妖霊は喚よべず、傷の癒いえない右手は呪じゆ力りよくの球を放つこともできない。

　アスタロトの腕うでがファティマに伸びた。ファティマはそれを左ひだり腕うでで払はらい、右の正せい拳けんをアスタロトの鳩尾みぞおちにめり込ませる。

「その程度では私は倒たおせん」

　アスタロトは赤い唇に楽しそうな笑みを浮うかべ、尚なおも一歩近づく。ファティマはアスタロトのこめかみを狙ねらって左の回し蹴げりを放ったが、逆に足首を摑つかまれてしまった。

「！」

　左足首を取られたまま、ファティマは宙で体を捻って地面に手をつくと、脚をたわめて右足でアスタロトを蹴ろうとした。

「おっと」

　混沌の魂たましいを乗っ取った悪魔の力は、人間の比ではなかった。アスタロトは摑んでいた左足首を手前に引くと、ファティマの腰こしに手を回し、グッと抱だきすくめる。

　神の加護を失った堕だ天てん使しは、聖なる神の息吹いぶきそのままのファティマには触ふれられないはずだった。しかし、聖も邪も受け入れる混沌の魂に包まれたアスタロトは、難なくファティマの魂に触れることができた。

「離して！」

　ファティマは暴れたが、所しよ詮せん力ちから業わざでは敵かなわない。

「大人しくせよ。じゃじゃ馬を御ぎよすのは嫌きらいではないのだが、天使に気付かれるとやっかいではないか」

　アスタロトは愛いとしい恋こい人びとを抱くように、ファティマの背に手を回した。







　遥はるか空の高みで、ファティマの様子を監かん視ししていた天使は、突とつ然ぜんファティマが一人で暴れ出したのを見て、首を捻ひねる。

　──何があったのだ？

　神殿の前に降り立った時には、ファティマは石の玉座に腰こし掛かけ、肘ひじ掛かけにもたれて眠ねむっていた。結界にも異常は見当たらない。

　このような場所に閉じこめられて、癇かん癪しやくでも起こしたのだろうと、天使は再び空に舞まい上がる。

　このファティマが、アスタロトの霊質エーテルとマジキムの魂の欠片かけらを練り合わせて作った巧こう妙みような偽にせ者ものであること、また、結界が一度解かれて再び外から張り直されたことに天使たちが気付くには、しばらくの時間がかかった。




　　　　[image: ]




　煉獄シエオルの灰色の大地を、シオンはまさしく風のように走はしっていた。

　肉体から解き放たれた彼の魂は、力も速さも、人間界にいる時の数十倍にも増す。更に、スケディムの里での試練を経て、彼はそれまで以上の力を得ていた。

　煉獄シエオルを監視していた天使たちは、少年の強大な呪力に目を瞠みはったが、彼から邪悪な気配がしなかったことと、神が混沌の魂を持つ人間を人の世に送り出したことを聞き及およんでいたので、敢あえて呼び止めなかった。

　シオンの肩かたには布の袋ふくろが掛かかっていた。中には七つのラッパが入っている。ファティマを煉獄シエオルから連れ戻もどすだけでなく、このラッパを用いて、シオンはあることを成し遂とげようとしていた。

　以前に訪おとずれた時と同じ場所に神殿はあった。黒い岩の柱も、周囲に群れて咲さく百合ゆりも変わらない。

「ファティマ！」

　シオンは神殿に飛び込もうとして、厚い結界が張ってあることに気付く。

（そうか、守りを固めてあるんだ）

　彼は結界の境界面に沿って周り、ファティマの姿を捜さがした。

　彼女は冷たい岩の椅い子すにもたれて眠っていた。

「ファティマ」

　声をかけたが、彼女は目覚めない。

（この結界は音を通さないのかな）

　シオンは境界面に掌てのひらで触れた。

「！」

　妙みような違い和わ感かん、というより親近感があった。

（混こん沌とんの力だ）

　呪力の増したシオンには、この結界が原初の光と闇からできていることがわかる。天使の結界に似せるため、光を多く使ってあるが、僅わずかに闇の欠片が混じっているのだ。更に、

（この瘴気は──アスタロト）

　闇の部分に、スケディムの里で自分を襲おそった土の精ドワーフの気配が微かすかに残っていた。

「まさか──」

　シオンは身動き一つせず昏こん々こんと眠るファティマに目を移す。長い黒くろ髪かみも白磁の肌はだも、紅を引いたような赤い唇もファティマのものだ。けれど、禁断の実を食べていない彼女は、誰だれよりも清らかな魂を持っているはずなのに、このファティマからは聖なる輝かがやきが感じられない。

「偽者!?」

　考えられることはただ一つ、アスタロトがスケディムの誰かに取り憑いたのだ。ファティマに大いなる深しん淵えんの扉を開けさせるために──。

「大変だ……」

　シオンはダッと駆かけ出した。向かう先はレテ川である。レテ川の水は、現世、煉獄シエオル、地獄ゲヘナ、地獄ハデス、そして大いなる深淵という階層の異なる世界の狭はざ間まを流れている。シオンは以前レテ川から大いなる深淵に行ったことがあった。

　走りながらシオンは呪しゆを唱える。ヨハンナに教わった術で、現世に残した自分の体に喋しやべらせるというものであった。

　呪言を唱え終わった頃ころ、レテ川の黒い水面が見えてきた。

「いかがなされた？」

　血相を変えて駆けてくる少年に、渡わたし守もりの老人は声をかけた。

「大いなる深淵まで行ってきます。済みませんが、このことは内ない緒しよにしておいてください」

　シオンはそれだけ言うと、勢いよくレテ川に飛び込んだ。
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　黒シユヴアいルツヴ森アルト──。

　水車小屋の真ん中に据すえられた寝しん台だいにシオンは寝ねかされていた。彼の額と手足には、赤い小さな印が穿うがたれている。地水火風の四大精せい霊れいを心臓に宿らせ、魂が煉獄シエオルに行っても体の機能が維い持じされるようにヨハンナが術をかけたのである。

　寝台の側そばにはグランディエが付き添そっていた。ヨハンナは小屋の隅すみにしつらえた竃かまどの側で夕ゆう餉げの支し度たくに取りかかり、山羊頭は外でファティマ──正しくは彼女に取り憑ついたリリム──を遊ばせていた。

　死んだように眠るシオンの唇くちびるがピクリと動いたことに気付いて、グランディエは急いでシオンの口元に耳を寄せる。

「ファティマが──」

　グランディエの顔が見る見るうちに青ざめた。

「サリエル！　婆ばあさん！」

　ただならぬ声に、ヨハンナは包丁とキャベツを持ったまま、山羊頭はファティマの手を引き、慌あわただしく集まってきた。

「ファティマが連れ去られた。煉獄シエオルにアスタロトが侵しん入にゆうしたんだ。どうもスケディムの誰かに乗り移ったらしいとシオンが言ってきた」

「何と──」

　ヨハンナは絶句する。

「ヨハンナ殿どの、私たちを大いなる深淵の前まで送ることができるか？」

　山羊頭は尋たずねたが、ヨハンナは頭かぶりを振ふる。

「そういう術もありますが、それには新月まで待たねばなりませぬ。死人の脂あぶらで作った蠟ろう燭そくも何本か必要ですし、魔ま方ほう陣じんを描えがくにもそれ相応の場所がなくては……」

「新月まで待ってなんかいられない。今すぐに行かなきゃ、間に合わない」

「だが、私たちは坊ぼうやのように煉獄シエオルからは行けない。アスタロトのように混沌の魂を持つ者に取り憑つけば行けるかもしれないが」

　煉獄シエオルは堕だ天てん使しが入り込めないように厳重な警けい戒かい態勢が敷しかれている。

「──スケディムをさらって来る」

　焦あせりを隠かくせず、グランディエは剣けんを握にぎる。

「お待ちくだされ。多少、熱くはございますが地獄ハデスへの入り口ならば、すぐにでも御ご用よう意いできますぞ」

「地獄ハデスだと？」

　グランディエと山羊頭は同時に聞き返した。

　地獄ハデスの底は、大いなる深淵への道と繫つながっている。その道にはケルベロスという三つの頭を持つ犬が立ち塞ふさがっているが、その犬さえどかせられれば、大いなる深淵に行くことはできる。

「丁度、竃の火も勢いよく燃えておりますゆえ」

　グランディエと山羊頭は顔を見合わせた。

　天界の大戦の折、エデンの警護を離はなれて彼らはリリスを救いに行った。その間にエヴァが禁断の実を食べ、人間は原罪を負うことになった。その責を問われてグランディエと山羊頭は堕天使となり、気の遠くなるほどの長い時を、彼らは背中合わせに縛しばられて地獄ハデスの業ごう火かの中に吊つるされていたのである。

「熱いのがお嫌いやでなければ、それが一番早はようございます」

　事情を知らないヨハンナはキャベツと包丁を置き、竃に薪まきをくべ始める。

　グランディエと山羊頭はしばし見つめ合い、無言で互たがいに頷うなずいた。

「よろしゅうございますか？　私が呪を唱えますゆえ、橙だいだいの炎ほのおが紅くれないに変わりましたら竃へ飛び込んでくださいませ」

　炎にさえじゃれようとするファティマの手を押さえ、ヨハンナは呪を紡つむぎ始めた。呪の調べに乗って、竃の周りを黒い靄もやが取り巻く。炎が弾はじけ、ゴウゴウと音を立てて真っ赤な火柱が竃からはみ出た。

「行くぜ！」

　長ちよう剣けんを握り締しめ、グランディエと山羊頭は炎の中に飛び込んだ。







　白い翼つばさを広げ、グランディエと山羊頭は地獄ハデスの業火の中を急降下する。

　土の体はとうに焦こげて剝はがれ落ち、剝むき出しの霊質エーテルが炎に炙あぶられていた。山羊頭の面も塵ちりとなって消え、炎と同じ紅の髪かみが舞まい上がった。熱いというよりは、刺さすような痛みが全身を貫つらぬいていた。炎が生み出す熱が視力を奪うばい、息をする度たびに喉のどの奥までが焼けた。

　かつて、この炎の中で二人の堕天使は長い時を過ごしてきた。焼けた鎖くさりで縛られ、身動き一つできず、未来への希望も持っていなかった。

　だが、当時を思い出して感かん慨がいに耽ふけっている余よ裕ゆうはなかった。

　上じよう昇しよう気流が降下を阻はばみ、気を許せば上方に流されてしまいそうだった。

　グランディエの右の翼が震ふるえ、羽ばたく度に嫌な音を立てる。

（急がなくては、扉とびらが開いてしまう──）

　言うことを聞かない翼に、痛みよりも、焦りと腹立たしさで彼は唇を嚙かんだ。

　山羊頭は、遅おくれがちなグランディエを振り返り、彼の手を取る。

「大だい丈じよう夫ぶか、とは訊かん。我が慢まんして羽ばたけ」

　山羊頭はそう言うと、グランディエの手を引き、一層力強く羽ばたいた。
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　突とつ然ぜん視界が開けた。火か炎えんの中から抜ぬけ出たのである。

　眼前に、真っ黒に煤すすけた巨きよ大だいな岩の壁かべがそびえていた。壁の上方は炎に溶とけ、下方は炎を生む巨大な穴が開いていた。

　グランディエと山羊頭は炎を噴ふき出す穴を迂う回かいし、地獄ハデスの底へと辿たどり着いた。

　そこには、三つの頭を持つ、象よりも更さらに二回りも三回りもあるような巨大な犬が寝そべっていた。

　凶きよう暴ぼうさは神の被ひ造ぞう物ぶつの中で一番と言われる巨大な妖よう犬けん、ケルベロスである。この犬の腹の下に、大いなる深淵へ通じる道があるのだった。

　巨大犬の合わせて六つの赤い目が彼らを睨にらんだ。

「そこをどけ！」

　グランディエと山羊頭はケルベロスに突とつ進しんする。

　犬は口こう唇しんをまくり上げて牙きばを剝き、口から遠えん雷らいのような唸うなり声が漏もれた。

　もの凄すごい速度で飛びながら、山羊頭は紅の瞳ひとみから続けざまに赤い光を放つ。狙ねらいの定まらない山羊頭の邪じや視しだったが、何発かはケルベロスの六つの目に命中した。

　──ギャン!!

　視力を失った犬は、一いつ瞬しゆん怯ひるむ。

　その隙すきに、グランディエはケルベロスの首を三つとも一気に斬きり落としてしまった。

「ふん」

　グランディエは長剣を一ひと振ふりし、刃はに付いた犬の血を払はらった。

　山羊頭がケルベロスを転がした。そこに、闇やみよりも暗い穴が口を開けていた。

「急ごう」

　鉄てつ壁ぺきの守りとして、大いなる深しん淵えんの門番を仰おおせつかった妖犬をあっけなく倒たおした堕天使二人は、おぞましい瘴しよう気きを噴き上げる穴の中に身を滑すべり込ませた。
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「離しなさいってば！」

　アスタロトの腕うでに抱だかれ、黒いマントで頭から包まれたファティマは、水みず揚あげされたばかりの魚のようにバタバタと身を捩ねじった。しかし、大して力を込めている様子もないのに、アスタロトの腕は全く揺ゆるがない。

「暴れたところで、そなたにこの結界は破れないぞ。まあ、私は構わぬが。威い勢せいのよい女は好きなのでな」

　アスタロトは愉ゆ快かいそうだった。

　ファティマの周囲は、黒い水が満ちていた。アスタロトはファティマを抱きかかえ、身の回りに結界を張り、異界の狭はざ間まを流れる水の中を漂っているのであった。

　アスタロトは黒い岩の神しん殿でんからファティマを連れ出すと、マジキムの混こん沌とんの力を用いて、ある時は煉獄シエオルの土に、ある時は煉獄シエオルの大気に紛まぎれて、巧たくみに監かん視しの目を逃のがれ、レテ川へと飛び込んだのであった。

　その間、ファティマはあらん限りの抵てい抗こうを試みたが、武器もなく、右手の怪け我がで大がかりな呪しゆも使えないとあっては、混沌の力に敵かなうはずもない。アスタロトにとっては赤子がだだをこねている程度にしか感じられなかっただろう。

「そんな余裕をかましていられるのも今のうちよ。今いま頃ごろ天使が気付いて、大いなる深淵の扉の前で待ち構えているわ」

　息を荒あらげ、柳りゆう眉びを吊つり上げてファティマは怒いかりを露あらわにする。

「忘れたのか？　私の本体は大いなる深淵の中だ。ここにいるのはマジキムを操あやつる私の分身。大いなる深淵の前に天使が来れば私にはわかる」

　アスタロトは一向に動じない。

「仮に天使に待ち伏ぶせされても、捕とらえられるのはマジキムだ。天使は私に今以上の罰ばつを与あたえることはできない」

　今現在、最も重い刑けいに服する堕天使は自じ虐ぎやく的な笑えみを浮うかべた。

　レテ川の流れに沿ってしばらく漂い、やがて支流の一つに入り込む。流れに沿って急流を下り、やがて滝たきを墜おちる。滝は途と方ほうもないほど長く深く、地の底に墜ちることを実感させるには十分だった。

　滝の終着点は、巨大な湖となっていた。アスタロトは水から上がり、ファティマを抱いたまま漆しつ黒こくの翼を広げて飛ひ翔しようする。

　一いつ片ぺんの光もない全くの闇であったが、呪じゆ力りよくを持つファティマには、アスタロトが湖岸に向かって飛んでいることがわかる。

　湖は火成岩のような表面の粗あらい黒い岩がん壁ぺきに囲まれていた。岩壁には一カ所だけ人が一人通れる程度の亀き裂れつが走っている。アスタロトはその亀裂の中へ入った。

　凍こおり付くような冷気が結界を通して染しみ入ってきた。陽ひの届かない、地の底の寒さだった。

　身を震わせるファティマに、

「寒いか？」

　アスタロトは尋たずねた。

「寒いと感じられるのは、幸いなことだ。大いなる深淵の中では、何も感じない。暑さも寒さも、風も香かおりも──何も」

　彼の唇くちびるが、薄うすい笑みの形を作る。

「何も感じないということが、どういうことかわかるか？　意識はあるのだぞ。思考力も感情も失われていないのに、五感を刺し激げきするものが何もないのだ」

　真の闇の中では、目を開いていても何も見えない。耳を澄すませていても、何も聞こえない。

　彼らは超ちよう常じよう能力を用いて、辛かろうじて他の堕だ天てん使しの姿を視み、声を聴きいている。

「期限が定められているのなら耐たえてみせよう。だが、視覚も聴ちよう覚かくも臭しゆう覚かくも、触しよつ覚かくさえも失って、永遠という時間を過ごさなければならない苦しさがそなたにわかるか？　鞭むち打うたれ、炎に炙られ、冷水を浴びせられる方がどれだけましかもしれぬ」

　ファティマは心の中で頷いた。

　彼女もまた、煉獄シエオルに留め置かれ、眩まぶしい陽も星の輝かがやきからも遠ざかってしまったのだ。

　美しい花を見て香りを楽しむことも、熟うれたブドウの甘さに収しゆう穫かくを喜び、風の爽さわやかさに癒いやされることも、もうない。

　それでも煉獄シエオルには大地があり、空があり、人の魂たましいが行き交かう。決して心ここ地ちよいとは言えないが、岩の冷たさも感じられる。

　世界のあらゆる営みは、神の恵めぐみだ。

　大いなる深淵の堕天使は、それら全すべてを失ってしまったのだ。

　そして、その原因を作ったのは自分──。

「あなたたちには、申し訳ないと思っているわ。でも……扉は開けない。私は人間だもの」

　ファティマは静かに、だがきっぱりと言った。扉が開けば、多くの人が死ぬ。その後に神の御み心こころに適かなう人間だけの楽園が創つくられるとしても、ファティマはそのことを喜べない。

　どんなに罪深い人にも、生きる権利がある。

「わかっている。我らが闇に封ふうじられたのは、そなたのせいではないこともな。確かに、きっかけはそなたと御み子こが作った。しかし、御子と共に神に背そむくという道を選んだのは我ら自身だ」

　大いなる深淵の堕天使に、恨うらまれ憎にくまれているとばかり思っていたファティマは、少し驚おどろいてアスタロトを見上げた。

　女性のように線の細い相そう貌ぼうに、厳しい表情を浮かべてアスタロトは言った。

「だが、そなたが人間を庇かばいたいと思うのと同じく、私も大いなる深淵に封じられた同どう胞ほうを、今一ひと度たび、光の下に出してやりたい」

　アスタロトも揺るぎない信念で行動しているのだ。譲じよう歩ほも妥だ協きようもあり得ない。

（最後まで戦い続けるしかない）

　ファティマは覚かく悟ごを決めた。

　間もなく大いなる深淵の扉の前に出る。

　巨大な扉であった。

　大人が五、六人両手を広げて並べば、ようやく届くかと思われるほどの幅はばがあった。扉の上部は闇に溶け、どれほどの高さがあるのかわからない。

　石の扉とびらの表面には複雑な紋もん様ようと文字が描えがかれている。

　──救いと栄光と力とは神のものであり、その裁きは真実で正しきものなり。

　ファティマがここを訪おとずれたのは、これで三度目であった。最初は、扉を閉じるために、ミカエルに連れて来られた。二度目は妖よう術じゆつ師しによって拉ら致ちされた時。ファティマの右手の怪我はその時に負ったものだ。

　アスタロトは自分の周囲を覆おおっていた結界を解いた。その途と端たん、猛もう烈れつな瘴気がファティマの顔を叩たたく。

　憤ふん怒ぬと怨えん嗟さと、過去の栄光への未練──。

　それらが粘ねばり気さえ感じる濃こい気となって、ファティマを襲おそった。吐はき気と目め眩まいで、ファティマはよろめいた。アスタロトが腰こしを支えていなければ、その場にうずくまってしまったかもしれない。

　何よりも彼女が辛つらかったのは、堕天使の切ないほどの光への渇かつ望ぼうだった。たとえ滅ほろびがその先に待っていたとしても、彼らは扉が開かれることを望んでいる。

　泣くまいと、ファティマは決意していた。

　涙なみだは、最初にこの扉の前に立ち、扉を閉じた時に流し尽つくした。恐おそれも憐あわれみも、胸がちぎれるほどの悲しみも、二度目にこの場所を訪れた時に味わい尽くした。

　それでも、自分は扉を開けないと決めたのだ。

「さあ、天使どもに気付かれる前に、扉を開けよ」

　アスタロトはファティマを後ろから抱だきすくめ、彼女の右手を取って扉に押し当てようとした。悪あく魔まの赤い唇が、美しく恐ろしい笑みを形作る。

「嫌いやよ！」

　ファティマは彼の手を振ふり払はらおうとしたが、スケディムの魂を操あやつる、もと熾し天てん使しの力に敵うわけがない。ファティマの右手は為なす術すべもなく扉に押し当てられた。

　彼女は口の中で小さく呪を呟つぶやき、自由の利きく左手を胸に当てる。

「私に術をかけようとしても無む駄だだぞ」

　アスタロトはせせら笑った。スケディムに乗り移った悪魔と、右手の傷が癒いえないファティマとでは、力の差は歴然としている。

　ファティマは無言で呪を唱え続ける。彼女の柳眉が苦く悶もんに歪ゆがんだ。

　やがてファティマは激しく痙けい攣れんし始める。

「む!?」

　勝利を確信していたアスタロトの顔から笑みが消えた。ファティマを抱いていたはずの左手が空を摑つかんでいた。ファティマのいた空間に、淡あわい淡たん黄こう色しよくの光が粒つぶとなって散っていた。

　人の魂は滅びない。だが、相応の損傷を受ければ人の形を保てずに、光の粒となって散ってしまう。ファティマは自分自身に呪をかけ、自らの魂を切り刻んだのだった。

　ふわふわと、魂は蛍ほたる火びのように舞まい、扉から離はなれて行った。こんなことをしても、しばらくすれば、魂は元通り人の姿に戻もどってしまう。それは承知の上だった。ただ、こうして時間を稼かせぎ、天使が気付いてやって来るのを待とうと思ったのである。

「小こ賢ざかしい真似まねを」

　アスタロトの掌てのひらがファティマに向いた。彼の手が白く発光する。すると、舞っていた光の粒が掌に吸い寄せられ、ファティマは再び人の姿に戻ってしまった。

　人の形に戻っても、切り刻まれた痛みがすぐに消えるわけではない。彼女は眉まゆ根ねを寄せ、よろめいた。

　アスタロトが一歩踏ふみ出す。シュッとその姿が消えたかと思うと、次の瞬しゆん間かん、黒衣の堕天使はファティマの目の前にいた。この移動速度はマジキムの力である。

　パン！

　ファティマの頰ほおに平手が飛んだ。ただ軽く頰を叩かれただけなのに、ファティマは数エルレも吹ふっ飛び、激しく石の扉に叩き付けられる。

　アスタロトはつかつかとファティマに歩み寄り、彼女の胸むなぐらを摑んだ。

「私を怒おこらせるな」

　美しい唇から牙きばのように歯を剝むき出す。

　ファティマは再び左手を胸に当てようとしたが、突とつ然ぜん、手も足も凍り付いたように動かなくなってしまった。

「同じ手は通用せぬ」

　アスタロトがファティマに縛術をかけたのだった。

「扉を開けよ」

　ファティマの右手が、彼女の意思に反して上がった。そして扉に当てられる。

「嫌！」

　ファティマは渾こん身しんの力を振り絞しぼって、手を引き戻そうとした。

「無駄だ。呪しゆの使えぬそなたには──」

　言いかけて、アスタロトはハッと頭上を振り仰あおぐ。

「間に合ったみたいだな」

　遥はるか高みの闇やみの中に、白く輝く二対ついの翼つばさが浮うかび上がった。

「グランディエ、サリエル様！」

　アスタロトに胸ぐらを摑まれたまま、ファティマは叫さけんだ。

　紅くれないの髪かみの堕天使と右の翼が折れた銀ぎん髪ぱつの堕天使が、闇の空から舞い降りてきた。

「貴様ら、どうやってここへ……」

　アスタロトは眉まゆを吊つり上げる。

「地獄ハデス経由でね。世界広しといえど、竃かまどから火か炎えん地じ獄ごくを通ってここまで来ようなんてやつは、俺たちぐらいしかいないだろうな」

「地獄ハデスを通って……」

　ファティマは絶句した。安あん堵どよりも驚きよう愕がくの方が先に立つ。

「大いなる深しん淵えんまではそれが最短なのだ。何、私たちは熱いのには慣れている」

　長い間、地獄ハデスで炎ほのおの責め苦を受けていた堕天使は、事も無げに言った。

「それにしたって、確かこの上にはケルベロスが──」

「邪じや魔まだったから、ちょっとどいてもらった」

　グランディエはニッと唇くちびるの端はしを吊り上げて笑った。

「役に立たぬ犬だ」

　アスタロトは舌打ちをした。

「そこで大人しく待っていろ。先にこの煩うるさいカトンボを追い払う」

　アスタロトはファティマの尼に僧そう服ふくから手を離し、長ちよう剣けんを抜ぬく。しかし縛術は解かれず、ファティマは一歩も動くことができない。

　粘った闇が渦うずを巻いた。

　アスタロトから放たれる殺気が、辺りの瘴しよう気きと混じり合い、竜たつ巻まきのようにうねった。

　対するグランディエと山羊頭は長剣を中段に構え、闘とう気きを迸ほとばしらせて間合いを測る。

　互たがいの殺気がぶつかり、音を立てて弾はじけた。

　先に仕し掛かけたのはアスタロトだった。

　悪魔の剣けんがグランディエの頭上に振り下ろされた。グランディエは鍔つばもとでそれを跳はね除のけ、返す刃やいばでアスタロトの顔面を薙なぐ。彼は頭を沈しずめてそれをやり過ごし、間髪入れずに背後から迫せまる山羊頭の突つきを、振り向き様に打ち払った。

　目にも留まらぬ速さで剣が交かわされ、闇の中に激しく火花が散った。

　三人は一いつ斉せいにザッと後あと退ずさり、間合いを取る。

「その太刀たち筋すじは、マジキムか」

　グランディエは忌いま々いましそうに呟いた。

　対するアスタロトは、赤い唇を吊り上げ、

「お前と剣で対等に渡わたり合えるとは思わなかった。私はなかなか結構な魂たましいを手に入れたようだ」

　嬉うれしそうに笑った。

「ということは、この魂に取り憑ついていれば、ミカエルにも勝てるということだな」

「やめとけ。三回に一回は俺が負けてたんだ」

「勝率が六割なら十分だ」

　アスタロトはザッと翼を広げた。垂直に上じよう昇しようするアスタロトをグランディエと山羊頭が追う。

　黒いマントが翻ひるがえり、鋭するどい呼気と共にマントの隙すき間まから数十本の太い針が放たれた。針もまたマジキムの技わざである。

　グランディエと山羊頭はザッと左右に分かれて急旋せん回かいする。それまで彼らがいた場所に、鈍にぶい銀色の残像が奔はしった。

　グランディエは岩がん壁ぺきを蹴けってアスタロトの背後に回った。振り向くアスタロトの黒いマントが怪け鳥ちようの羽のように広がる。横よこ殴なぐりの雨のように、凄すさまじい数の針がグランディエを襲った。グランディエは剣を一薙ぎして針を叩たたき落とすと、更さらに上方に飛ひ翔しようする。

　上昇したグランディエの足あし下もとを赤い光が奔った。一いつ瞬しゆん闇やみが紅に染まる。山羊頭の邪じや視しである。アスタロトのマントは薄うす紙がみのようにちぎれたが、彼自身に傷を付けることはできなかった。

　針は山羊頭をも襲おそう。彼は邪視でそれを焼き払い、針が途と切ぎれた瞬間を狙ねらってアスタロトの頭頂に長剣を振り下ろした。アスタロトはそれを右手に持った剣で受け止めると、左手で新たに針を投げる。

　山羊頭が針を避よけている間に、アスタロトは呪を唱えた。

「あ！」

　ファティマは声を上げる。彼女の右手が扉とびらを押し開けようとしていた。

「くそっ！」

　グランディエが急降下し、アスタロトの頸けい椎ついを狙う。しかし、アスタロトは呪を唱えながら、すっと体を沈めて鋭い剣の突きをかわした。

　スケディムに乗り移ったアスタロトの戦せん闘とう能力は、グランディエたちの想像を遥はるかに超こえていた。動きの素す早ばやさと、針の狙いの正確さは驚きよう嘆たんに値あたいする。かつてエデンの警護を仰おおせつかった精せい鋭えい二人がかかっても、アスタロトに傷一つつけることができないのだ。

　しかも、アスタロトは戦いながら、ファティマに大いなる深淵の扉を開けさせようと呪を唱え続けている。

「このままじゃ、扉が開いてしまう──」

　グランディエと山羊頭は敗北の予感におののいた。







　シオンは闇色の水の中を、可能な限りの速度で泳いでいた。レテ川を下り、流れの急な支流に入り、地の底に向かって滝たきを落下した。

（お願い、間に合って）

　煉獄シエオルの神しん殿でんにいるファティマが偽にせ者ものであることに、天使たちが気付いていなかったところを見ると、ファティマがアスタロトに連れ去られてからそれほど時間は経たっていないと思われた。

　現に、今のところ大いなる深淵が開けられた様子はない。だが、それも時間の問題だろう。

　呪の使えないファティマには、アスタロトに抵てい抗こうする術すべがない。

　ファティマが拉ら致ちされたことを天使たちに伝えれば、最悪の事態は避さけられるかもしれないが、それではファティマは再び煉獄シエオルの神殿に留め置かれ、警けい戒かいは一層厳重になり、彼女を地上に連れ戻もどすことはできなくなる。

　できればこのことは天使たちには知られたくない。

　だが、大いなる深淵の前で繰くり広げられる戦いを目にした時、シオンは自分の考えが甘かったことに気付いた。

　扉の前では、グランディエと山羊頭が黒衣の堕天使と戦っていた。

　片手に長剣を持ち、もう片方の手で針を投とう擲てきする堕天使が、うっすらと笑えみを浮かべているのに対し、息を荒あらげるグランディエと山羊頭の胴どう衣いには数十本の針が突き刺ささっている。そして、ファティマは縛術にかかっているのか、人形のように固まり、その手は今にも扉を押し開けようとしていた。

「あれが、アスタロト……」

　黒衣の堕天使から発せられる気は、彼が土の精ドワーフに取り憑いていた時とは比べものにならないほど強い呪じゆ力りよくを持っていることを示していた。

　天使に知らせずに、自分たちだけで事を収められるほど生易しい相手ではない。

　しかし、後こう悔かいしている暇ひまはなかった。シオンは両手を重ねて掌てのひらをアスタロトに向ける。

　ドン！

　闇に閉とざされた地の底に、白い閃せん光こうが満ちた。

　光が消え、辺りが再び闇に支配される。

「小こ僧ぞう──」

　アスタロトは憤ふん怒ぬの形相でシオンを振ふり向き、

「シオン！」「坊ぼうや！」

　グランディエ、山羊頭、そしてファティマは安堵の混じった驚おどろきの声を上げる。

　アスタロトの体から黒こく煙えんが上がっていた。それなりの打だ撃げきを与あたえることはできたらしく、ファティマに扉を開けさせるための呪しゆも止まった。しかし、致ち命めい傷しようにまでは至っていないようだった。

「どこまでも邪魔なやつ──」

　アスタロトは漆しつ黒こくのマントを振る。

　シュッと大気を切り裂さいて、マントの下から放たれた数十本の針がシオンを襲った。

　シオンはスッと半歩横に跳び、髪かみ一筋の差で針をかわすと、ダッと駆かけ出した。走りながら、ファティマにかけられた縛術を解くための呪を唱える。しかし、呪は効きかなかった。

（強い──）

　シオンのこめかみに汗あせが伝う。悪あく魔ま本来の力に、混こん沌とんの魂を持つスケディムの呪力を乗せているためなのだろうか、アスタロトの呪力は、その辺りの悪魔とは比ひ較かくにならなかった。

（アスタロトを倒たおさなくちゃ、解かい呪じゆできない）

　シオンは、再び掌の中に呪力の球を錬ねる。ありったけの力を込めて、それをアスタロトに向かって放った。

　アスタロトの右手が横に振られた。

　呪力の球は、アスタロトに届く寸前で彼の張った結界にぶつかり、けたたましい音と共に光の粉となって砕くだけ散った。光の粉が消える前に、アスタロトは結界を解き、針を投げつける。シオンは咄とつ嗟さに剣を抜き、針を薙なぎ払はらうと、そのままアスタロトに突とつ進しんした。剣の切っ先に呪力を溜ためる。裂れつ帛ぱくの気合いが暗い地の底に響ひびき渡った。

　同時に、グランディエと山羊頭も地を蹴る。

　上へ逃のがれようとするアスタロトに、山羊頭は邪視を放った。赤い光がアスタロトの頭頂を掠かすめ、彼は旋回した。そこをすかさずグランディエが長ちよう剣けんで薙なぐ。漆黒の翼つばさを逆に羽ばたかせて、アスタロトは針を放ちながら下降した。

（今だ！）

　シオンは両脚をたわめて思いっきり跳ちよう躍やくした。

　ザクッ。

　湿しめった音を立てて、アスタロトの両りよう翼よくが落ちた。

「ぬうっ!!」

　翼を失ったアスタロトは、背から地面に墜つい落らくする。続いて軽かろやかに着地したシオンは、すかさずアスタロトに剣を突つき刺そうとした。しかし、アスタロトは身を横に回転させて、それを逃れる。

　タンと、跳はね上がるように起きたアスタロトの相そう貌ぼうは憎ぞう悪おに歪ゆがんでいた。

「よくも、この私に──」

　魔ま界かいの公こう爵しやくは、自分を地面に転がした少年を睨ねめ付けた。

　アスタロトを中心に、どす黒い瘴しよう気きがゴオッと重く低い音を立てて渦うず巻まいた。

　瘴気の渦が竜たつ巻まきのようにシオンを目がけて襲いかかった。シオンは咄嗟に結界を張ったが、結界ごと吹ふき飛ばされる。

「うわあっ！」

　シオンは大いなる深しん淵えんの扉に激しく体を打ち付け、跳ね返って地面に墜おちた。

「シオン！」

　ファティマは叫さけび、グランディエと山羊頭がシオンのもとに急ぐ。その隙すきをアスタロトは逃さなかった。

　彼は低い声で呪を唱える。

「キャアッ!!」

　ファティマが悲鳴を上げた。

　グランディエ、山羊頭は同時に振り返った。

　身を固まらせたまま、ファティマの目が恐きよう怖ふと苦痛とで見開かれていた。

　彼女の右手が、扉を押していた。

「ファティマ！」

　グランディエはファティマの右手を扉から引き離はなそうと、思わず彼女の手首を握にぎった。

　パシ──ッ！

　神の加護を失った堕だ天てん使しの霊質エーテルを、聖なる魂たましいは受け入れなかった。グランディエの手から火花が散り、彼は跳ね飛ばされる。

「ファティマ……」

　グランディエは激痛に顔を歪め、よろめきながら起きあがると、再び彼女の右手首を握る。

「くっ──！」

　肉体に宿っていた時でさえ、ファティマの魂は土の体を纏まとっているグランディエに激しい痛みを感じさせたが、今、神の息吹いぶきそのままの魂は、剝むき出しの霊質エーテルに想像を絶する苦痛を与えていた。

「グランディエ──」

　唯ゆい一いつ動かせる首を後ろに振り向け、ファティマは啞あ然ぜんとして使い魔を見る。

　ファティマの手首を握るグランディエの手から、火花と共に白はく煙えんが上がった。グランディエの霊質エーテルが溶とけて蒸発し始めていた。それでも彼はファティマの手を離さなかった。更さらに彼は空いている方の手で彼女の腰こしに手を回し、扉とびらから離そうと自分に引き寄せる。

　食いしばったグランディエの歯の間から、苦鳴が漏もれた。

「グランディエ！　手を離しなさい。そのままじゃ、溶けてなくなっちゃうわ！」

　ファティマは叫んだが、

「……いい……構わない……」

　グランディエは、一層の力を込めてファティマを抱だき寄せた。

「……お前に、扉を開けさせたくない……お前が泣くのは嫌いや……なんだ」




　一方、

「坊や！　しっかりしろ」

　地面に突っ伏ぷしていたシオンは、山羊頭に呼びかけられ、短い失神から目覚めた。視界の隅すみに、扉を押しているファティマとそれを止めようとするグランディエの姿が映った。ギョッとして頭を上げ、アスタロトが、赤い唇くちびるに禍まが々まがしい笑みを浮うかべて呪を唱えていることを知る。

　解呪を唱えても無む駄だなことは、先刻試ためしてみてわかっていた。アスタロトの呪が届かないようにファティマを取り込んで結界を張っても、また結界ごと吹き飛ばされてしまうだろう。

　混沌の力を得た悪魔の呪力は、シオンの力を凌りよう駕がしているのだ。

　それでも、諦あきらめることはできない。何としてもアスタロトを止めなくては──。

　ふらつく足を踏ふみしめ、シオンが立ち上がろうとした時、

「坊や、私の力を使え」

　山羊頭が言った。

「私は神の雷いかずちに撃うたれて呪力が削そがれてしまったが、マジキムに取り憑ついているのはアスタロトの霊質エーテルの一部だ。私が坊やに取り憑けば、多分対等にやれる」

「そうか、その手があったんだ！」

　シオンの瞳ひとみが輝かがやいた。

「お願いします！」

　山羊頭は人の形を崩くずし、半はん透とう明めいの銀の光に変わった。

　シオンは魂の一部を解放し、彼の霊質エーテルの侵しん入にゆうを許す。腹の中心が熱くなり、それが全身に広がった。とてつもない呪力が体の隅すみ々ずみまで満ちてくるのをシオンは感じる。山羊頭の霊質エーテルの全すべてがシオンに吸収された。

「アスタロト！」

　シオンは両の掌てのひらを黒衣の悪魔に向けた。




「グランディエ！　手を離しなさい！」

　ファティマは次し第だいに溶けていくグランディエの手を見て蒼そう白はくになった。

「……いいや、離さない。泣かせたくないと……言ったろう」

「何言ってるの！　あなたが消えてなくなっちゃったら、一生泣き続けてやるわ！」

　グランディエは一いつ瞬しゆん瞠どう目もくし、苦く悶もんの表情の中に微かすかな笑えみを浮かべた。

「……嬉うれしいね」

　シオンが掌から巨きよ大だいな紅くれないの炎ほのおの塊かたまりを生み、アスタロトに向けて放ったのはその時だった。

　ド────ン！

　大だい音おん響きようと共に地の底が鳴動した。

　アスタロトは驚きよう愕がくに目を見開いた。真っ赤な炎がアスタロトを包み、彼は数エルレも吹き飛んだ。岩の壁かべに叩たたき付けられ、彼は壁にめり込んだ。黒衣がめらめらと燃え上がる。しかし、それでもアスタロトは呪を唱え続けた。恐おそるべき執しゆう念ねんである。

「ああっ!!」

　ファティマの手は扉を押していく。それを止めようと、グランディエが必死で彼女の手を引いた。

「──くっ！」

　ファティマの手が一瞬扉とびらから離れた。しかし、溶けていくグランディエの手は滑すべり、完全に扉から引き剝はがすことはできなかった。

「だめだ。このままじゃアスタロトを倒たおす前に、扉が開いてしまう……」

　シオンは、ファティマにかけられた縛術を解こうと呪しゆを唱えた。

「────っ!!」

　ファティマの黄金の瞳が苦痛に歪む。アスタロトの縛術とシオンの解かい呪じゆがファティマの中でせめぎ合い、神経をねじ切られるような痛みが彼女を苛さいなんでいた。

「ファティマ──」

　彼女の苦痛を察して、シオンは呪言を止めた。

「シオン、呪を続けて！　私に扉を開けさせないで！」
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　額に汗あせを滲にじませ、唇を震ふるわせながらファティマは叫んだ。シオンは刹せつ那な、躊ちゆう躇ちよしたが、

「はい！」

　彼は呪を再開した。

　大勢の人間を死に至らしめるくらいなら、ファティマはどんな激痛にも耐たえるだろう。

（開けさせない。ファティマの手で扉を開けさせたくない。彼女を泣かせたくない！）

　シオンは早口で呪を唱えた。

「絶対に開けないからっ!!」

　気が遠くなるほどの痛みがファティマの右手から脳のう髄ずいを突つき抜ぬけた。それでもありったけの呪を込め、彼女は抵てい抗こうする。

　グランディエの全身から白煙が上がっていた。折れた翼つばさから霊質エーテルがサラサラとこぼれ始めた。

「──ご免めんなさい、グランディエ。さっきの撤てつ回かい。手を離さないで！　私に扉を開けさせないで！」

　燃えるような黄金の瞳から、一筋涙なみだがこぼれ落ちた。グランディエの苦痛も、溶けていく霊質エーテルも承知の上での願いだった。

「いいこと。でも、絶対に滅ほろびてはだめよ！　溶けてなくなったら──、私の前からいなくなったら、許さないから!!」

　こぼれる涙と、振ふり絞しぼるような絶ぜつ叫きようは、それが不可能な命令だとわかっていたからだった。

　もしも、グランディエが滅びたら、自分も滅びようと彼女は思っていた。自らの魂を切り刻んでレテ川に流して、二度と蘇よみがえることのないように──。

「わ……かってる……さ」

　相変わらず無茶苦茶な御主人だと、グランディエは心の中で苦く笑しようした。彼は、滑る手を握りなおす。

「開けさせない。俺は、お前を置いて滅びたりしない。だから──泣くな！」

　彼は渾こん身しんの力を振り絞って、霊質エーテルが散り始めた翼を後方に向かって羽ばたかせた。

　地の底が鳴動し、ファティマの悲鳴とグランディエの咆ほう哮こうを搔かき消した。

　額に汗を浮かべ、持てる力の全てを使って、シオンは呪を唱えた。

　炎に包まれたアスタロトは怒ど号ごうのように呪を唱えた。

　二つの呪のエネルギーがぶつかり、大いなる深しん淵えんの扉が震えた。

　岩の壁に亀き裂れつが入り、天てん井じようから岩が降り注ぐ。

　しかし──、

　シオンの解呪は、僅わずかにアスタロトの縛ばく術じゆつに及およばなかった。

　大いなる深淵の扉に、紙一枚ほどの隙すき間まが空く。

　ぞっとするような瘴しよう気きが凄すさまじい勢いで隙間から漏れ出した。

（だめか──！）

　シオンとグランディエは愕がく然ぜんとし、ファティマは神に祈いのった。

　アスタロトの赤い唇に、歓かん喜きの笑みが浮かぶ。その時──。




　──誰だれの許しを得て、扉を開けようとする。アスタロト！




　激しい怒ど気きを含ふくんだ声が辺りを震しん撼かんさせ、暗い地の底が、真っ白い光に満たされた。

「ギャアアアッッ!!」

　身も凍こおるような絶叫が、アスタロトから発せられた。

　同時にファティマの縛術が解け、それまで扉とびらから離はなれようとしていたファティマとグランディエは勢い余って後ろに倒れ込んだ。

　苦悶に身を捩よじるアスタロトの前に、美しい光の結けつ晶しようが顕けん現げんしていた。

　ファティマもシオンもグランディエも驚愕に目を見開く。

　髪かみも肌はだも、その瞳さえも透とう明めいに輝く光。そして背には燃える星のような十二枚の翼。

　かつて神に最も愛され、地じ獄ごくの盟主となった今でも、天使たちから御み子こと呼ばれる美しい曙あけぼのの化け身しん。その彼が、扉の前に姿を現したのである。

「ルシファー……」

　ファティマは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。自分と共に罪を犯おかしたかつての熾し天てん使し。天界を二分する戦いを起こし、人間に原罪を負わせた悪あく魔まの総そう帥すい。

　彼の姿を視みて、ファティマは恐ろしさよりも、絞られるような胸の痛みに襲おそわれる。

「──これが、ルシファー」

　シオンは彼の途と方ほうもない力を感じ取っていた。

　彼の本体は大いなる深淵の中だ。ルシファーの姿も、苦しげにのたうつアスタロトも現実のものではない。開きかけた扉の向こうの出来事が、マジキムに取り憑いたアスタロトの霊質エーテルを通じてファティマたちの目に映っているのである。

　混こん沌とんの魂たましいを乗っ取ったアスタロトの霊質エーテルは、彼の本体のごく一部である。それでも、グランディエや山羊頭は苦戦を強しいられ、シオンの呪はアスタロトに敵かなわなかった。だが、大いなる深淵の中で、ルシファーは指一本動かさずにアスタロト本人を苦しめているのだ。

　あらためて知る彼の力に、その場にいた者は慄りつ然ぜんとした。

「お許しを……」

　アスタロトは地面に倒れ伏ふし、のたうちながら懇こん願がんする。

　──地上に出ることはならぬ。創造主が、そして私が諾だくと言うまで、この地の底に留とどまっておらねばならぬ。よいな。

　水すい晶しようの鈴すずを振るような心に染しみ入る声こわ音ねは、美しく、同時にひどく恐ろしかった。

　パシッと乾かわいた音と共に、アスタロトの黒衣が弾はじけた。

　辺りを満たしていた白い光が消え、ルシファーの姿も見えなくなった。扉の前は再び闇やみに支配される。

　アスタロトがいた場所には、白い髪のスケディムが倒れていた。マジキムである。

　アスタロトはルシファーに滅ぼされたのか、または大いなる深淵の奥底に追いやられ、同時にマジキムを操あやつっていた霊質エーテルも扉の中に戻もどったのか、もうそこには黒衣の悪魔の気配は微み塵じんも残されていなかった。

「御子は……、地上に出るつもりがなかったのか……」

　グランディエも、シオンから離れて人の姿に戻った山羊頭も、あまりの出来事に呆然としていた。

「扉を──」

　ハッと我に返ったファティマが、僅かな隙間を見せる大いなる深淵の扉を完全に閉めようと、扉に駆かけ寄った。

「待って！」

　シオンがファティマを押しとどめる。

「僕が閉める」

　空色の瞳ひとみが、星を生む寸前の星雲のように力強く輝かがやき、ファティマを見つめた。

「閉めるって……」

　啞あ然ぜんとする二人の堕だ天てん使しとファティマが見守る中、シオンは肩かたにかけていた袋ふくろを下ろし、中からラッパを取り出した。







　７　終しゆう焉えんを告げる楽の音




　美しい、心が震えるような響ひびきだった。

　それが、シオンの唇くちびるに当てられたラッパから流れ出てくる。

　聴きいていたファティマ、グランディエ、山羊頭は、この吹すい奏そう楽器の調べに、ある時は温かな光、またある時は清せい涼りような水を感じた。

　調べは高く低く、時には天の玉座の輝きを見せ、時には果てのない地の底の闇を思わせた。

　シオンの足あし下もとには、他ほかに六つのラッパが置かれていた。霊質エーテルでできているそれらは、磨みがかれた月げつ長ちよう石せきのような白い本体から、鈍にぶい銀色の光を放っている。

　シオンはこの種の楽器を演奏したことはない。しかし、シオンがラッパに唇を当てた途と端たん、楽器は彼の呼気に合わせて旋せん律りつを生んだのだった。まるで楽器に意思があり、彼のために演奏することを待ち望んでいたかのように──。

　ラッパの、光に属する聖なる音が、大いなる深淵の扉に吸い込まれていった。

　冷たい石の扉が、ラッパと同じ鈍にぶい銀色に輝き始めた。

「ファティマ、扉に手を当てて」

　一いつ旦たん、ラッパから唇を離し、シオンは言った。

「え？」

　ファティマはシオンの意図が推おし量れずに躊ちゆう躇ちよする。

「大だい丈じよう夫ぶ、僕に任せて」

　シオンは笑えんだ。そこには、些さ細さいなことで涙ぐみ、妖よう霊れいを視て怖こわがっていた少年の姿はどこにもなかった。

　頼たのもしい力強い笑え顔がおで見つめられ、ファティマは頷うなずく。

「わかったわ」

　白い繊せん手しゆが扉に当てられた。

　途端にファティマの手までが鈍い銀色に輝き始めた。

　ファティマと二人の堕天使は、その現象に目を瞠みはる。

　シオンは一つ目のラッパを置き、二つ目を唇に当てると再び奏かなで始めた。

　扉とファティマの手が、輝きながら細かく震ふるえる。シオンは次々とラッパを取り替かえ、美しい旋律を紡つむぐ。

　七つ目のラッパを奏で始めた時、扉がゆっくりと動いた。

　銀の輝きが増し、瘴気に満ちていた闇が眩まぶしいほど美しい光に吞のみ込まれた。

　僅かに開いていた隙間がぴったりと閉じた。

　扉の輝きが消え、同時にファティマの手もいつも通りの白い手に戻った。

「信じられない……」

　ファティマは扉から手を離し、掌てのひらを見つめた。彼女の手から、ある感覚が消えていたのである。

「扉の鍵かぎの呪しゆが、ミカエル様がかけたあの呪が──解けているわ」

　──扉は閉じた者でしか、開けることはできない──

　御子に愛され、リリムを産み、挙げ句に自殺という大罪を犯おかした。それが原因で、御子は戦いを起こした。その罰ばつとして、かけられた呪である。

「へ？」

　グランディエは頓とん狂きような声を出したが、シオンから話を聞いていた山羊頭は、術の成功に嬉うれしげな笑みを浮うかべた。

　ファティマの黄金の瞳が潤うるむ。

　数多あまたの堕天使の憎ぞう悪おと怨えん嗟さの対象となっていた右手、地上で暮らす人間たちの命を握にぎっていた右手だった。

　それが今、全すべての責務から解放されたのである。

「……赦ゆるされて、いいの……？　私、扉の鍵でなくていいの？……あんな罪を犯したのに」

　──よい。全ての罪は私が負う。

　水晶の鈴の音のような、透明で美しい声が扉の中から聞こえた。







「なぜすぐに報告せぬ」

　苛いら立だちを抑おさえきれずに、厳しい声音でミカエルは言った。

「正確に状じよう況きようを把は握あくしてからと思ったのですよ」

　ガブリエルは、飄ひよう々ひようと答えた。

　地の底の洞ほら穴あなの中、天使長ミカエルと彼の腹心ガブリエルは、白く輝く翼つばさを広げ、大いなる深しん淵えんへと羽ばたいていた。彼らの後ろには、何百という数の白い甲かつ冑ちゆうを身に纏まとった天界の戦士たちが付き従っている。

「そもそも、ケルベロスが死んでいたことに、気が付くのが遅おそかったのですよ。あの犬の近くには誰だれも寄りませんからね。地獄ハデスを通り抜ぬけて、ケルベロスを退かせる者がいるなんて思いませんもの。で、もしやと思って煉獄シエオルに使いを出したら、神しん殿でんにいるファティマがただの人形だったというわけです」

　何だか愉ゆ快かいそうなガブリエルに、ミカエルは険けんのある目を眇すがめた。

「そなた、知っていてわざと黙だまっていたな」

「いいえ。シオンが煉獄シエオルに侵しん入にゆうしたことは知っていましたが、アスタロトがファティマを拉ら致ちしたことは、本当にさっき知ったばかりです」

　ガブリエルは、シオンがスケディムの里で七つの鍵を手に入れたことを知っていた。彼がファティマにかけられた鍵の呪を解くつもりであることも、おおよそ見当がついていた。だから、シオンが煉獄シエオルに侵入し、グランディエと山羊頭が大いなる深淵に急行したという知らせがあっても、ガブリエルはすぐに動かなかったのである。

「報告を怠おこたったことに変わりはない」

　ミカエルはガブリエルを睨ねめ付けた。

　美しい旋律が、洞どう窟くつを伝わって彼らの耳に届いたのはその時だった。

「ラッパ？」

　ピンと張りつめたその種の楽器特有の音色に、聖なる呪の調べが込められている。

「鍵の呪を──」

　ミカエルは、ラッパがファティマにかけてある鍵の呪を解いていることに気付いた。しばし呆ぼう然ぜんとし、次いで大きく一つ翼を羽ばたかせる。

　扉とびらが見える場所まで行った時には、ラッパの音は止やんでいた。ミカエルは静かに地面に降り立ち、そっと扉の方を窺うかがい見る。

「ミカエル様──」

　甲冑に身を固めた天使たちは何事かと訝いぶかったが、ミカエルは彼らを手で制し、無言で待機を命じた。

　大いなる深淵の前にはグランディエ、山羊頭、そしてシオンが、扉を遠巻きに立っていた。扉の脇わきには白い髪かみのスケディムが倒たおれ伏ふしている。

　シオンの足下には、聖なる霊質エーテルでできた七つのラッパが置かれていた。

　そして、扉のすぐ前には、永遠に扉の鍵を務めるはずだった聖女がいた。

　扉から漏もれる、水すい晶しようの鈴すずの音のような声を聞いて、ミカエルは拳こぶしを握った。

　彼の声を聴くのはあの時以来だった。

　叫さけび出したいほどの激情を吞み込むミカエルの脳のう裏りに、遥はるかな記き憶おくが蘇よみがえった。







　あの時──。

『ただ一目でよい。会いたいのだ』

　御み子こはそう言って自分に背を向けた。

『天使長の座よりも、あの女を選ぶと言うのか!?』

　自分の問いに、御子は振ふり返り、

『ああ。ミカエル、お前に譲ゆずる』

　魅み入いられるほど美しく、穏おだやかな笑みを浮かべたのを憶おぼえている。

　御子は、創造主から謹きん慎しんを命じられていた。

　見守るべき人間を愛したことが彼の罪だった。御子はアダムに化け、リリスを欺あざむいて彼女と契ちぎったのである。

　リリスはエデンを飛び出し、リリムを産み、紅海に身を投げた。永遠の命を約束され、滅ほろびない魂たましいを持っていた人間ではあったが、所しよ詮せん肉体は土つち塊くれである。心の臓が止まった体はいずれ朽くちてしまう。

　リリスの魂は煉獄シエオルに置かれ、御子は天界の片かた隅すみに、謹慎という形で幽ゆう閉へいされていた。

　御子が天界を抜け出して煉獄シエオルへ向かったと聞き、自分は彼を追った。これ以上の罪を犯おかせば、謹慎だけでは済まされない。何とか思い留とどまらせようと説得した。

　そして、天使長の座を自分に譲ると言われたのだ。

　天使長になどなりたくない。

　自分は御子と共に、神の創つくり給たもうたこの世界を見守っていきたかった。御子と共にあり、御子の片かた腕うでであることが、自分の存在価値だと信じていた。

『行かせない！』

　自分は剣を抜いた。

　御子は少し驚おどろいた顔をした。

『……ミカエル』

『創造主はリリスの代わりにエヴァを創り給うた。エデンは今まで通りだ。あなたの謹慎が解かれれば、全すべて元通りだというのに、何もあの女一人に執しゆう着ちやくして罪を増やすこともなかろう』

　リリス一人を永遠に煉獄シエオルに留め置いて、何食わぬ顔をしていられるような御子ではないことは重々承知していた。だが、自分は御子を失いたくなかった。

『お願いだ。行かないと言ってくれ。──私のために』

　御子は頭かぶりを振った。

『抑えられるくらいなら、最初からあのような罪は犯さなかった』

『私より──私の願いより、あの女が大切なのか!?』

　御子は哀かなしげな笑えみを浮かべた。

『済まない、ミカエル』

　それが、自分にかけられた御子の最後の言葉だった。

　その後自分は御子に何と言ったのか憶おぼえていない。ただ闇やみ雲くもに、彼を止めようと剣を振り回した。

　それに彼が剣で応じたのがきっかけだった。

『反逆だ』

　と誰かが叫んだ。

　自分は、御子を反逆者にするつもりはなかった。ただ、謹慎中の御子が煉獄シエオルに行くのを止めたかっただけなのだ。

『済まない、ミカエル』

　彼の声がいつまでも耳に残っていた。







　──お前に罪はない。堕だ天てん使しの罪も人間の罪も、全て私が招いたこと。お前が、悔くいることはないのだ。

　ファティマに語りかけるルシファーの声は美しく、優やさしかった。扉のすぐ向こうに彼はいるのだろうか、遥かな昔にエデンで聞いた通りの涼すずやかな肉声が、扉を通して伝わってくる。

「ルシファー……」

　扉に阻はばまれて見えない彼を、ファティマは見つめる。

「私が、馬ば鹿かだったから。あなたを反逆させて、他の大勢の天使たちまでこんな目に遭あわせて、たくさんの人間に、死と罪とを……」

　その後は声にならなかった。黄金の瞳ひとみから涙なみだが溢あふれ、喉のどに詰つまった熱い固まりを吞のみ込むだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　赦されてはいけないと彼女は思う。己おのれの罪を心に刻んで、永遠の時間ときを過ごさなくてはならない。それが唯ゆい一いつの贖あがないなのだから。

　──私を少しでも憐あわれんでくれるなら……

　ルシファーの声は温かく、そして哀しかった。

　──幸せになって欲しい。それで私は救われる。

「……ルシファー」

　明けの明みよう星じようと謳うたわれたかつての天使長の哀あい願がんとも思える告白に、ファティマだけでなく、シオン、グランディエ、山羊頭、遠くでひっそりと見守るミカエルやガブリエルまでもが、その胸を衝つかれた。

　ミカエルは、全てを理解した。

　神は、自分に背そむいた光の天使を、まだ愛いとおしんでいる。冷たい海に飛び込んで、神から与あたえられた命を捨ててしまった最初の女を、まだ慈いつくしんでいる。

　天界の大戦の後、スケディムは大いなる深しん淵えんの鍵かぎをもたらす巻物を与えられたと聞く。

　創造主は、リリスが扉の鍵になったことを憐れんでおられたのだ。いつの日か、リリスが再び人の世に生まれた時、鍵という呪じゆ縛ばくから逃のがれられるように、スケディムに巻物を与えたのだ。

　創造主の願いも、御子と同じくリリスの人としての幸せだった。だから、リリスがファティマとして転生した時、巻物の封ふう印いんが解かれるように、混こん沌とんの魂を持つ少年シオンを地上に遣つかわしたのだ。

「天使も堕天使も人間も、創造主にとっては同じなのだな」

　ミカエルは我知らず呟つぶやく。

「当然です。神はその御み手てで創られたものを、全て慈しんでいらっしゃいます。罪があろうとなかろうと」

　ガブリエルは春風のように穏やかな笑みを浮うかべた。

　──もう、会うこともないだろう。

　扉とびら越ごしに、ルシファーはファティマに別れを告げる。

　透すき通る水晶の鈴音の声は静かだったが、その心の内に秘ひめられる痛いほどの切なさが、扉から漏れる気配から察せられた。

　──幸せに、笑っていてくれ……。

　語ご尾びが微かすかに震ふるえた。御子は泣いているのかもしれないと、聞いていた誰だれもが思った。

　扉の向こうのルシファーの気配はしばしその場に佇たたずみ、やがて薄うすくなっていった。彼は大いなる深淵の奥底に戻もどって行ったのだ。

　ファティマは呼び止めなかった。黄金の瞳から涙をこぼしながら、黙だまって遠ざかる彼の気配を見送った。

「泣かないで」

　シオンがファティマの傍かたわらに寄って、ファティマの頰ほおに伝う涙を指ですくう。

「あなたが幸せになるために、神様はスケディムに巻物を与え、僕はこの世に生まれてきたんだよ。ファティマは、とっくに赦ゆるされているんだよ」

　ファティマは黙って俯うつむいた。涙が止まらなかった。

「ミカエル様もそう思っていらっしゃるよ」

　シオンは同意を求めるように、背後を振ふり返った。彼の視線の先には、闇やみの中に気配を隠かくした天使の軍団がいた。

「シオンめ──」

　ミカエルは小さく舌打ちをすると、前へ進み出た。

「短気を起こさないでくださいね」

　ガブリエルが、冷れい徹てつを装よそおっているが直情径行気味の天使長の衣ころもをそっと引く。

　扉の前に顕けん現げんした物々しい天使軍団の姿を見て、

「ミカエル様──！」

　ファティマは慌あわてて膝ひざを折った。グランディエと山羊頭は、何が起こっても対応できるように、サッと身構える。

　シオンは足あし下もとのラッパを取り、ミカエルからファティマを守るように彼の前に立ちはだかった。

「新しい鍵です。もう、ファティマの手では扉は開きません。だから、代わりにこれを天界で管理してください」

　シオンはラッパを差し出した。

「聖書には、神の命令によって巻物の封印が解かれ、七人の天使がラッパを吹ふいて人間に厄やく災さいをもたらすと書かれています。啓けい示じを与える天使ラミエル様がヨハネに偽いつわりの未来を見せるはずはありません。遠い未来に、神の命令が下った時、七人の天使がラッパを吹いてこの扉は開けられるというのが真実なんです。僕の役割は、ファティマの代わりの鍵、つまりこの七つのラッパを手に入れて天使に渡わたすこと──。だから、受け取ってください」

　エデンの空を思わせる青い瞳が、天界の総そう帥すいを畏おそれもなく見つめていた。

　原初の混沌の輝かがやきは、熱く力強く、壮そう麗れいな美しさがあった。

　天使長は引きつけられるように手を出し、ラッパを受け取る。

「よかったですね。七つの鍵をそれぞれ別々の天使に持たせれば、誰かが扉を開けたくなったとしても、簡単にはいきませんものね」

　ガブリエルはミカエルに向かってニッコリと笑んだ。

　その誰かであるミカエルは、ギッとガブリエルを横目で睨にらむ。

「お願いです。ファティマを──」

　そこでシオンは初めて最高位の天使に膝を折った。

「ファティマを解放してください。どうか彼女を人間界に戻してください」

　ファティマは俯いていた顔を上げ、驚おどろきの目でシオンを見た。続いて自分を見下ろす天使長の視線に気付き、顔を仰あお向むかせる。

　黄金の瞳は輝かしく、エデンにいた頃ころと変わらず美しかった。

　ミカエルは心に点ともる小さな炎ほのおの熱さに、顔をしかめた。

　自分が鍵にした──ある意味、大いなる深淵に封ふうじられる以上の重い罰ばつを与えた女。

　憎にくかった。

　御み子こを自分から奪うばい、神に背かせた彼女が許せなかった。

　そして、愛しかった。

　気き丈じようさと優しさとを持ち合わせ、神の息吹いぶきの清らかさを保ち続ける彼女が好きだった。

　御子が彼女の幸せを望むのなら──。

「人の世界に戻れ」

　ミカエルは言った。

「人として生き、真しんに愛しい者と結ばれ、子を産み、育てよ。アダムと営むはずだった人の暮らしを、今一度やり直すのだ」

　御子が言いたかったであろう言葉を、ミカエルはひどく切ない思いで代弁した。

「ありがとうございます！」

　シオンは満面を笑えみで綻ほころばせ、ファティマは声もなく、ただ小さく頷うなずいた。ミカエルに赦されても、犯おかした罪は取り返しがつかない。

　そんなファティマの気持ちを察したのか、

「罪を悔いているのなら、御子の言う通り幸せになれ。それが創造主の御心でもある」

　ミカエルは言った。冷徹な彼が、思いの外優やさしい声こわ音ねで語りかけたので、ファティマ本人はもちろん、グランディエ、山羊頭、ガブリエルまでもが瞠どう目もくした。控ひかえていた天使軍団にはどよめきさえ起こる。

「さあさあ、ミカエルの気が変わらないうちに、地上へ戻りましょう。私が特別に人間界への結界を解きますから」

　ガブリエルはファティマとシオンを促うながした。どさくさに紛まぎれてケルベロスを吹っ飛ばした堕だ天てん使し二人も手招く。

　ガブリエルはファティマを抱だいて闇の中に飛び立ち、マジキムを担かついだ山羊頭も後に続く。

　グランディエもシオンの腰こしを抱かかえて翼つばさを広げたが、

「ラグエル」

　天使だった頃の名で、彼はミカエルに呼び止められた。

「そなたは自分の犯した罪を憶おぼえているか？」

　グランディエは、やや苦い顔で、

「ああ、憶えている」

　と答えた。

　忘れるはずもない。天界の大戦の最さ中なか、リリスを滅ほろぼそうと五人の刺し客かくが煉獄シエオルに向かったという知らせを受けて、グランディエは山羊頭サリエルと煉獄シエオルに急行した。

　神の息吹でできている人の魂たましいは消しよう滅めつすることはないが、神の雷いかずちを浴びたり、天使の剣けんで切り刻んだりすれば、粉ふん砕さいしたきり再生は叶かなわない。

　グランディエとサリエルが煉獄シエオルに行っていた間に、御子が蛇へびをエデンに遣わし、エヴァは禁断の実を食べてしまった。

　神の友であり監かん視しする者であるラグエルは、エデンの警護を怠おこたり、人間に老いと死という原罪を負わせた責を問われて、地獄ハデスの業ごう火かに曝さらされることになったのである。

「人は死ねば煉獄シエオルに行き、そこから天へ行くか地獄ゲヘナへ行くか、または再び人として転生する」

　何を今いま更さらと、グランディエは心の中で呟つぶやく。そんな当たり前のことをなぜ自分に告げようとするのか。

「リリスが死んだ時、煉獄シエオルは創つくられた。彼女の永遠の住まいとして。だから、御子はエヴァに禁断の実を食べさせたのだ」

「はあ？　意味が繫つながらないぞ」

　グランディエは片かた眉まゆを上げる。

「禁断の実は神と人との契けい約やくの証あかし。戒いましめを守ることで、人は神の庇ひ護ごのもと、永遠に生きられる。だが、実を食べれば神の加護を失い、楽園から追放され、老いと死を運命づけられる。そなたはそう聞かされていただろう？」

「そうだ」

「だが、禁断の実の役割はそれだけではない。実を食べれば人間は死ぬ身となるが、代わりに転生して悔くい改めの機会を得られることになっていた。何度でも違ちがう人生を生き、自分の生き方を自分で決められるように。それを知っているのは御子と私だけだが──」

　グランディエはハッと気付いた。聞いていたシオンもミカエルの言いたいことがわかる。

　リリスが死んだ時点では、誰も禁断の実を食べていない。あのままなら、リリスはたった一人、永遠に煉獄シエオルで過ごさなければならなかったはずだ。

「御子がエヴァに禁断の実を食べさせたのは、煉獄シエオルに繫がれたリリスを再び人として生まれさせるためだったのだ」

　語るミカエルは、相変わらず無表情だったが、グランディエはこみ上げてくる笑いを抑おさえることができなかった。

　リリスのためとは言え、人間に原罪を負わせてしまったことは、今までグランディエの心の奥に暗い影かげを落としていた。

　人間が禁断の実を食べて得られるものなど、何一つないと思っていた。転生することは、後に神が決めたことであって、禁断の実とは無関係だと思っていたのである。

　グランディエは片手を顔に当てて笑い続け、それを見守るミカエルの眉を顰ひそめさせた。

「ちょっとグランディエ……」

　シオンははらはらしてグランディエの胴プール・衣ポワンの裾すそを引く。

　ようやく笑いが収まり、グランディエは目め尻じりの笑い涙なみだを指で拭ぬぐった。

「やってくれるなあ、さすが御子だ。それで、何でそれを俺に教えてくれたわけ？」

「何、ほんの座興だ。そなたがどんな顔をするか見たかっただけだ」

「感謝するよ。俺、今ほど堕天使になってよかったと思ったことはないぜ」

　グランディエは、「じゃあな」と天界の総帥に片目を瞑つぶると、シオンを抱えて飛び立った。

「どういうことなの？　何をそんなに喜んでるの？」

　ニヤニヤといつまでも嬉うれしそうなグランディエに、シオンは尋たずねた。

「俺がエデンの警護を離はなれたのは、大正解だったってことさ」

「？」

　脳天気な堕天使の脳が、いよいよ壊こわれたのではないかとシオンは不安に思った。







　ミカエルは、一人大いなる深しん淵えんの前に佇たたずんでいた。率いてきた戦士たちは持ち場へ返してあった。

　彼は七つのラッパを手にしたまま、じっと扉とびらの向こうを見つめる。

（御子……）

　この扉の奥に、御子はいる。自分が呼びかければ応こたえてくれるだろうか。

　扉にすがって叫さけび出したい衝しよう動どうをミカエルはグッと耐たえた。

　新たに大いなる深淵の鍵かぎとなったラッパに、ミカエルは目を落とす。

　これを持って天界へ戻もどり、人選して、天使たちにこのラッパを一つずつ持たせる。早さつ急きゆうにそれをしなければならないことはわかっていた。

　だが、彼は七つのラッパを持ったまま、扉の前から離れることができなかった。ともすればラッパを吹ふきたくなる。

「一目でよい、会いたいのだ」

　何もかもかなぐり捨てて、ただ会いたいと思う。自分の制止を振ふり切って煉獄シエオルへ赴おもむこうとしたあの時の御子も、今の自分と同じ気持ちだったのだろう。

『済まない、ミカエル』

　訣けつ別べつの日の、最後の言葉。そんな言葉を聞きたかったのではない。

　女のことは忘れると、自分と共にいると──そう言って欲しかったのに。

　結局、自分は御子をこの暗い牢ろう獄ごくに閉じこめてしまった。

　ミカエルは俯うつむく。

「ここにいたのですか？　とっくに天界に戻っていると思って、随ずい分ぶん捜さがしましたよ」

　舞まい降りてくる翼の音に、ミカエルは慌あわてて濡ぬれた頰ほおを拭った。

　顔を見られまいと、そっぽを向くミカエルに、ガブリエルは温かな笑みを投げかける。

「いつか、扉は開きます。そのための鍵なのですから」

　ガブリエルは、ミカエルの手からラッパを取る。

「これは私が預かります。あなたまで大いなる深淵の住人にするわけには参りませんからね」

　半分揶や揄ゆするような口調のガブリエルを、いつもなら睨にらみ付けるミカエルだったが、今回は異なった。

「私が扉を開けると言ったら、そなたはどうする？」

　彼らしくない気弱な声音だった。ガブリエルは春風の笑えみを浮うかべる。

「もちろん、止めますよ。剣を抜ぬいてでも」

　ミカエルは少し驚おどろいた。遠い昔、御子に刃やいばを向けた自分の行こう為いを、ガブリエルは遠回しに肯こう定ていしているのだ。

「でも、私は荒あら事ごとには向きませんからね。あなたに敵かないっこありませんけど」

　笑みを崩くずさず、ガブリエルはまだ瞼まぶたの赤いミカエルの群ぐん青じようの瞳ひとみを見つめる。

「私の側そばにいてください。天界も、私も、あなたが必要なんです」

「ガブリエル……」

　ミカエルは、神の慈じ愛あいを形にしたようなたおやかな天使の笑顔に見み入いる。

「戻りましょう。皆みな、天使長の帰りが遅おそいので、心配していますよ」

　ガブリエルは片手に七つのラッパを抱き、片手でミカエルの手を引いて三対ついの輝かがやく翼を広げ、天界に向かって飛び立った。







　８　白百合の約束




　夕ゆう映ばえのアルプス、白い髪かみの少年と、隻せき腕わんの長身の男が崖がけの上に立ち、眼下の集落を眺ながめ渡わたしていた。

「私がそう簡単にくたばるわけないでしょう」

　モームは可笑おかしそうに笑い、マジキムは唇くちびるを尖とがらせた。

「だったら、なぜすぐに這はい上がって来ぬ。さっさと谷を登って村へ戻ってくれば、我もお前が死んだなどと早とちりすることもなかったのだ」

「だって、片かた腕うでがないんですよ。いくら私でも腕一本であの崖は登れません」

　山羊頭の邪じや視しで片腕を失い谷へ墜おちたモームは、そのまま急流に吞のみ込まれて下流へと流されてしまった。意識は取り戻したものの谷を上がれず、探たん索さくの者に発見されるまで、そこに留とどまっていたのである。

　一方、ファティマを襲おそった後、アスタロトに意識を乗っ取られてしまったマジキムは、その間のことを全く憶おぼえていなかった。

　グランディエに腹を刺さされたことまでは憶えているが、その後自分がどうなったのかわからない。気が付いたら、宮きゆう殿でんの寝しん室しつで寝ねていたのだ。どうも自分は一度死んだらしく、神官たちは葬そう儀ぎの準備に取りかかったというが、天使が二人降臨して、生き返らせてくれたという。

　二人の天使とは、ガブリエルと、癒いやしの天使ラファエルであることをスケディムたちは知らない。

「七つの鍵は、天使の手に渡ったそうですね」

「うむ。我を生き返らせた天使が、そう告げたと神官が申しておった」

「私たちスケディムの使命とは、扉を開けることではなかったんですね」

「少々残念な気もするがな。仕方あるまい」

　大いなる深淵の扉が開かれるまで、自分たちは人ひと里ざと離はなれた山で暮らさなくてはならない。肥ひ沃よくな土地での豊かな生活を夢見ていたスケディムたちは、少なからず落らく胆たんしていた。

「夏げ至しを迎むかえたら東の村へ嫁よめ探さがしに参りましょう。陛下の婚こん礼れいともなれば、民たみの心も浮き立つに違ちがいありません」

「まあ、そうだな……」

「おや、乗り気ではなさそうですね」

「そちも嫁取りをするのか？」

「そりゃ、私でもいいと言ってくれる方がいれば。私もいい加減、いい歳としですから」

「…………」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで遠くを眺めている主あるじに、

「どうしたんです？」

　モームは尋ねた。

　何だかわからないが、お前が嫁をもらうのは気に入らない、とマジキムは口に出せなかった。
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　黒シユヴアいルツヴ森アルト、カルフの館やかたでは、精コー霊ボルトたちがせっせと壁かべを塗ぬったり絨じゆう毯たんを敷しいたりと忙いそがしく立ち働いていた。

　魔ま女じよ狩がりで館に火をかけられ、水車小屋暮らしを余よ儀ぎなくされていたファティマたちだったが、カルフの司祭の進言により、教皇庁からヴュルテンベルク公ウルリヒに、ファティマの身の潔白を証明する書簡が届いたのである。前後して、ファティマの実家マイセン侯こうと、彼女の叔父おじに当たるザクセン選せん帝てい公こうまでもが抗こう議ぎの使いを送ってきた。

　その裏では、ヨハンナがヴュルテンベルク公の夢ゆめ枕まくらに妖よう霊れいを立たせたり、グランディエがツバメの姿で書簡の配達をしたりと様々な工作をした。

　泡あわを食ったウルリヒは直々に水車小屋を訪おとずれ、ファティマに謝罪すると共に、カルフの村人に、ファティマが魔女ではなく、れっきとした魂のゼーレ捜索人・ズーヒアであるという旨むねのふれを出した。

「とんでもねえことを、しちまっただ」

　村人たちが、蒼そう白はくになって謝りに訪れ、ファティマがニッコリ笑って許したのは言うまでもない。

　そのような経けい緯いがあって、めでたくファティマたちはカルフの館に戻れることになったのである。

　焼け落ちた館は、修復というよりほとんど建て直しだったが、張り切ったヨハンナはありったけの妖霊を召しよう喚かんして、ほんの数日で館を完成させてしまった。後は内装と家具の運び入れだけである。

　グランディエは館の壁かべ塗ぬりを精コー霊ボルトに任せ、モミの下生えに寝ころび、木こ漏もれ日の下で惰だ眠みんを貪むさぼっていた。

「暇ひまそうだな」

　声をかけられ、グランディエは薄うす目めを開けた。見慣れた山羊やぎの面が彼を見下ろしていた。

「もーちょっと寝かせてー。俺、こんなにのんびりするの、地獄ハデスにいた時以来なんだもん」

「……お前は、あれをのんびりと言うか。確かに、することは何もなかったが」

　考えてみれば、地上に降りてからは常に悪魔の目を警けい戒かいし、一時として気の休まることはなかった。しかし、もう大いなる深しん淵えんの鍵かぎでなくなったファティマを狙ねらう者はいない。事情を知らない下級悪魔が、ファティマに契けい約やくを迫せまることはあっても、返り討うちに遭あうか、または聖なる魂に触ふれて這ほう々ほうの体ていで逃にげ出すかのどちらかだ。

「ファティマ殿どのは？」

「椅い子すとかテーブルとかカーテンとか注文しに、シュヴァルツヴァルトまで出かけていった。シオンと婆ばあさんも一いつ緒しよ。だからのんびりできるの。婆さんがいれば薔薇ばらを植えろとか衣い装しよう箱ばこを運べとか、こき使われるもん」

「ヨハンナ殿も元気になって何よりだ」

　山羊頭はグランディエの横に腰こしを下ろす。

　──愛シテ。

　頭の上で声がし、グランディエと山羊頭は青い春の空を振ふり仰あおぐ。美しい女の姿をした光の結けつ晶しようがモミの上を漂ただよっていた。

「まだいたのか」

　ファティマに取り憑ついていたリリムは、ファティマの魂が戻もどった途と端たんに自分からファティマの体を出て行った。

「リリムがファティマ殿に取り憑いたのは、偶ぐう然ぜんではなかったのかもしれぬな」

「ファティマを死なせたくなかったのかもしれない。一応、母親だし」

　グランディエは感かん慨がい深げに呟つぶやいた。

「だが、あれはさすがに参った」

　山羊頭は苦笑する。産みの親であるルシファーとリリスには申し訳ないが、リリムは何とでも契ちぎりを欲ほつする節操のない妖霊である。ファティマに乗り移ったリリムは、守もりをする山羊頭にも散々「愛して」と迫ったのだった。

「私は、自分の克こつ己き心しんに拍はく手しゆを送りたい」

「──だな」

　グランディエも同意する。

　リリムは春の終わりの風に乗って、黒シユヴアいルツヴ森アルトの彼方かなたへと舞まって行った。

　風は暖かく、空は青く澄すみ渡っていた。

　何もかも終わったのだと、グランディエと山羊頭は深い安あん堵どと若じやつ干かんの虚きよ脱だつ感かんにため息をついた。

「お二人とも、お暇ひまそうですね」

　ガブリエルが、癒しの天使ラファエルを伴ともなって、彼らの前に降臨したのは、山羊頭までもグランディエの隣となりで寝ね息いきを立て始めた時だった。

「天界は相変わらず多た忙ぼうなんです。そんなにお暇ならば、是ぜ非ひ職場復帰していただきたいのですが」







　東の空が白んでいた。

　藍あいから青へと色を変え始めた空には雲一つなく、黒シユヴアいルツヴ森アルトのモミの樹き々ぎを一層黒く際きわだたせている。

　ファティマ、シオン、ヨハンナはそれぞれの馬に乗り、森の中を走っていた。

　調度類を注文し終え、シュヴァルツヴァルトに一いつ泊ぱくし、一時課の祈いのりに間に合うように朝早く旅籠はたごを出たのである。

　ファティマは、ふと空を仰ぐ。

　モミの葉を透すかして、東の山やまの端はに、眩まぶしいほどに大きな星が輝かがやいていた。

　明けの明星──。

　馬ば脚きやくを緩ゆるめたファティマを、シオンが振り返る。

「どうしたんです？」

「いいえ、何でもないわ。先に行ってて」

　ファティマは、シオンとヨハンナを先に行かせると馬を降りた。そして、切ないほど美しい孤こ高こうの星を眺ながめる。

　──幸せに笑っていてくれ。それで私は救われる。

　自分は、扉とびらの鍵という罰ばつから赦しや免めんされたというのに、自分のせいで闇やみに封ふうじられた堕だ天てん使したちの悲ひ嘆たんと渇かつ望ぼうは癒いやされない。彼らを思う度たびファティマの胸は痛んだ。

　けれど、そんな彼らの憎ぞう悪おと怨えん嗟さを全すべて引き受け、ルシファーは自分に幸せになってくれと言ったのだ。

　ルシファーがエヴァに禁断の実を食べさせたのは、自分──リリスが犯おかした罪を忘れて、再び地上に生まれ変われるようにするためだったという。

　人間の原罪までも引き替かえにして、与あたえられた自分──ファティマという存在。

（幸せに笑って生きる……。果たさなくちゃね）

　美しい曙あけぼのの星に光の天使の面おも影かげを重ね、彼女は尚なおも星に見入る。

「ファティマ」
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　突とつ然ぜん声をかけられ、ファティマは視線を地上に戻した。

　少し離はなれた所にグランディエが立っていた。

「グランディエ──！」

　ファティマは息を吞のむ。銀の髪かみも銀の瞳ひとみも、長身で細身の体たい軀くもそのままなのに、グランディエの気配が全く別のものに変わっていた。彼は土の体を纏まとっていない。大気に曝さらした霊質エーテルからは聖なる後光が差し、それまでの彼とは比べものにならないほどの呪じゆ力りよくが滲にじみ出ている。

「グランディエ、あなた──」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすファティマの側そばに、彼は歩み寄ってきた。

「お帰り。──驚おどろいた？」

　彼は、悪戯いたずらがばれた子どものような笑えみを浮うかべる。

「当たり前じゃない。どうしたの？　何があったの？　ね、翼つばさを広げて見せて。翼も治ってるの？」

　グランディエは、白く輝く翼を広げた。煉獄シエオルで、ファティマを神の雷いかずちから守るために折った右う翼よくが見事に完治していた。

「──よかった。赦ゆるされたのね」

　ファティマは胸を詰つまらせる。

「ま、そんなとこだ。お前たちの留守に、ガブリエルとラファエルが来てね」

　ファティマの心臓がドキンと一つ大きく鳴った。

「……天界に帰るの？」

　グランディエが地上に降りたのは、ガブリエルの命により、大いなる深淵の鍵である自分を悪魔の手から守るためだ。しかし、鍵でなくなった自分を、グランディエが守る必要はもうない。ガブリエルがグランディエを迎むかえに来たのだということは容易に想像できた。

　堕天使から天使に戻り、彼が天界に帰れるのはとても喜ばしいことのはずだった。けれど、

「──帰るんでしょう？」

　念を押した声は妙みように強こわばっていた。

「いや、天界には帰らない」

　小さく頭かぶりを振るグランディエに、ファティマは困こん惑わくする。

「なぜ!?　ガブリエル様はお迎えにいらしたんじゃないの？」

　グランディエは微笑ほほえんだ。

『今回の一件で、ミカエルの態度も大分軟なん化かしました。この機会に、是非とも職場復帰して欲しいのですが』

　ガブリエルの要よう請せいに、グランディエもサリエルも『天界には帰らない』と即そく答とうしたのだった。

『なぜです？』

　ファティマと同じく理由を問われ、

『ここに大切なものがあるからさ』

　と地面、すなわち地上世界を指差した。

　ガブリエルは、残念そうなため息をつき、

『これまでのあなた方の御ご苦く労ろうを思えば、ここで天界に戻って働いて欲しいと願うのは、虫が良すぎるかもしれませんね』

　と、ラファエルに命じてグランディエの翼とサリエルの目を治させ、手ぶらで天界へ引き返したのだった。

　──大切なもの──

（お前のことだ）

　グランディエは、ファティマの黄金の瞳を見つめる。

『いつか、必ず戻もどって来てください。待っていますよ』

　去り際のガブリエルの言葉に、グランディエは頷うなずかなかった。

　いつか──ファティマが人としての幸せを全まつとうし、老いて安らかにその生しよう涯がいを閉じる時まで。

（いつかは……ない）

　グランディエは心の中で呟く。

（お前が天へ召めされたら天へ、お前が再び別の人間に生まれ変わったら地上へ。俺はずっと、お前を追っていく）

　側にいたいから────。

　ファティマの黄金の瞳は、不安に揺ゆれていた。

「俺は、ずっとここにいる」

　ファティマは一いつ瞬しゆん安あん堵どの表情を浮かべ、続いて怒おこったように口調を荒あらげた。

「だめよ。晴れて天界に戻れる機会なんでしょう？　こんなとこでとぐろを巻いてたって、私にこき使われるだけよ。使い魔の契けい約やくは解消するわ。いくら私だって天使を使い魔になんかできないもの。天界に戻りなさい。いい、あなたのためよ。絶対戻らなきゃだめ」

　早口でまくしたてたのは、本心からの言葉ではないことを悟さとられないためだった。言いながら、ファティマは瞳の奥が熱くなってくるのを感じていた。

「もう、私は大いなる深しん淵えんの鍵かぎじゃないもの。大だい丈じよう夫ぶ、あなたがいなくたって──」

「愛してる」

　別べつ離りを促うながすファティマを止めようと、口をついて出た言葉に、グランディエは自分自身で驚いた。

「俺は、お前を──愛してる。遥はるかなエデンでお前がリリスだった時から、地獄ハデスに封じられている時も、お前がファティマとして生まれ変わってからもずっと──」

　言い始めたら、止まらなかった。

「俺は人間じゃない。お前に人としての幸せを約束してやれない。家庭も築けないし、子を授けてやることもできない。一いつ緒しよに老いていけない。でも……」

　衝つき上がる衝しよう動どうに耐たえきれず、グランディエはファティマの背に両手を回し、抱だき寄せた。

　甘い香かおりのする黒くろ髪かみに頰ほおを押しつけ、彼は更さらに力を込めて抱き締しめる。

　それまで神の雷に等しい痛みを与えていた彼女の聖なる魂たましいが、今は優やさしい温ぬくもりとなってグランディエの心に染しみ入っていた。

　グランディエの銀の瞳が潤うるむ。

　手に入れたかった、ただ一つの美しい魂──。

　それに今、自分は触ふれている。

「愛してるんだ」

　震ふるえる声で、彼は繰くり返した。

「グランディエ……」

　ファティマは、彼の抱ほう擁ように抗あらがえなかった。グランディエの霊質エーテルはとても美しく力強く、それは彼女をひどく動どう揺ようさせた。

　自分を救うために煉獄シエオルを訪おとずれ、神の雷に撃うたれた天使。折れた翼のまま地上に降り、かつての同どう胞ほうに刃やいばを向けて自分を守ってくれた、最強の使い魔。

　彼がいなければ、今の自分はない。

　応こたえなければならない。誤ご魔ま化かさず、正直に。彼の心に報むくいなければならない。

「グランディエ、私──」

　ファティマが言いかけた時、

「ファティマ！　グランディエ！」

　驚きと多少の怒りが含ふくまれた声が阻はばんだ。

「シオン──！」

　グランディエはファティマから手を離し、ファティマは彼から一歩下がった。

　頰を朱しゆに染めたシオンが、つかつかと寄ってくる。

「事情はたった今、山羊頭さんから聞きました。グランディエ、天使への復帰、おめでとう！」

　叩たたき付けるような「おめでとう」だった。

「ファティマ、急がないと一時課に間に合いません。それと、カルフの司祭様から書簡が届いていて、受難の聖週間と復活祭のことで、至急連れん絡らくをとって欲しいって」

　表情も声こわ音ねも固く厳しい。

「わ、わかったわ」

　シオンの剣けん幕まくに気け圧おされ、ファティマは慌あわてて馬を引き、駆かけ去った。彼女の背を見送ると、シオンはグランディエにキッと向き直る。

「グランディエ！」

「な、何だよ」

　剣けんの腕うでならミカエルにも負けないという熾し天てん使しは、恋こいする少年の迫はく力りよくに圧されていた。

「グランディエがファティマを好きなのは知ってた。でも、グランディエは絶対ファティマに言わないって思ってた」

「……まあ、俺もそのつもりだったんだが、つい」

　グランディエはポリポリと指先で頰を搔かく。

　天使が人を愛して罪が生まれた。自分にはファティマの心を手に入れる権利はないのだ。

　それはよくわかっていた。

「グランディエは僕が大人になるまで、勝負を待っててくれるんだと思ってた。なのに、抜ぬけ駆がけは許さない！」

「抜け駆けって……」

　グランディエは、きょとんと目を丸くし、

「ああ、そういう意味」

　嬉うれしそうに笑った。

「何が可笑おかしいの！　僕は怒ってるんだよ！」

「いや、お前がね。俺のことを人と同じだって思ってくれてるんだなと」

「は？　当たり前じゃない。天使だろうが、堕だ天てん使しだろうが、心は人と同じでしょ」

　まだ鼻息の荒いシオンを、グランディエはギュッと抱き締めた。

「さすが原初の混こん沌とん。この度量の広さがたまらない」

　シオンのふわふわの金きん髪ぱつに顔を埋うずめ、グランディエは笑った。

「ちょっと、何するの？　僕ら、ファティマのことに関しては敵同士なんだよ」

　シオンは手足をバタバタさせたが、天使の膂りよ力りよくには敵かなわなかった。
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　季節は春から夏に移っていた。

　黒シユヴアいルツヴ森アルトのモミは一層黒く生おい茂しげり、カルフの館やかたを囲むように植えられた白い百合ゆりが、今を盛さかりに咲さき誇ほこっていた。

　百合はファティマ手ずから植えたものである。

　辛つらい思い出を蘇よみがえらせるその花を、なぜわざわざ植えるのかと、シオンもグランディエも問わなかった。

　背を真まっ直すぐに伸のばし、凜りんと咲く白い花が、

　──エデンを、煉獄シエオルを、そして約束を忘れないために──。

　と、無言で告げていたからだった。

「こんばんは」

　夕ゆう餉げを囲むファティマたちを、いつものようにワインの瓶びんを抱かかえた山羊頭サリエルが訪おとずれた。

　山羊やぎの面を被かぶらずとも生活できるようになった彼は、カルフ村で「山羊亭てい」という酒屋を営んでいる。美形で評判の主人を一目見ようと、シュトゥットガルトばかりか、遠路はるばるアウクスブルクからも奥様連中がやって来て、店はかなり繁はん盛じようしていた。

　彼は度たび々たびファティマの館を訪ね、店の品を売りつけてはついでに飲んでいくのだった。

「山羊頭さん、いらっしゃい」

　シオンは山羊頭の名がサリエルだと知ったが、彼が『今まで通り山羊頭と呼んでくれ。私はその名が結構気に入っている』と言うので、それまで通りの呼び名で呼んでいる。

「ラグエル用にビールも一樽たる持ってきた。勝手口に運んでおいたぞ」

「その名前で呼ぶなって、言ってるだろう」

　ビールジョッキを傾かたむけるグランディエは、あからさまに嫌いやそうな顔をする。なぜなら、グランディエの真の名がラグエルだと知ったシオンが、『ラグエル！　神の友、天使の善行を監かん視しする大天使ラグエル!?』と、目を丸くし、山羊頭に至っては『善行を監視するより、悪行を監視されるべきだ』と揶や揄ゆしたからである。

「そういや、シオンの本名は何なんだ？」

　グランディエは思い出したように尋たずねた。

「そうね。私もまだ聞いてなかったわ」

　ファティマも頷うなずく。呪じゆ力りよくを持つ者は、悪あく魔まに魂を狙ねらわれ易やすいため、ファティマもシオンも洗礼名を隠かくしていた。

「えー！　ファティマには訊きかないの？」

「そんなのとっくに知ってる。俺はファティマが産まれた時からずっと側そばにいるんだぜ。さあ、何て名だ？」

「やだ。絶対教えない」

　天界にいれば熾天使という高位の天使に、シオンはきっぱりと断った。

「何で？」

「本当の名前教えて、下僕にされて、一生グランディエの枕まくらなんてことになったら、僕はお婿むこに行けなくなっちゃう」

　シオンの表情は極きわめて真しん剣けんだった。

　山羊頭は噴ふき出したが、グランディエは目を輝かがやかせる。

「その手があったか。お前を下僕にする！　何で今まで気が付かなかったんだ！」

　悪い予感にシオンはソファーから立ち上がり、グランディエはビールジョッキを置いて、後あと退ずさるシオンに迫せまった。

「さあ、絶対に名前を聞き出して、下僕にするぞ。そしてお前は一生俺の枕を務めるのだ」

「やめて！　よして！　誰だれかグランディエを止めてー！」

「天使は、主あるじと下僕という主従関係を結ばぬものだ」

　と言う山羊頭の呟つぶやきは二人の耳に入らない。

　グランディエとシオンは今までと変わらず仲が良かった。そのことはファティマをとても安心させた。

『愛している』

　とささやかれた言葉に、ファティマはまだ応こたえていない。

　開けはなった窓から、風シルウのエス精トレが百合の香かおりを運んできた。

　遥はるかな園そので、暗い煉獄シエオルで、自分はこの花に囲まれていた。

　大いなる深しん淵えんの鍵かぎという罰ばつから赦しや免めんされても、犯おかした罪が消えたわけではない。

　もう、そのことで嘆なげかないと決めたけれど、『お前には誰かを愛する権利も、愛される価値もない』と、心の奥底で、もう一人の自分が責めている。

「十年後に笑うのは僕だからね」

　壁かべに追いつめられたシオンはグランディエを睨にらんだ。

「そうはいくかな」

　グランディエは余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべる。

「十年後に何があるのだ？」

　山羊頭の問いに、

「実はですね……」

　シオンは山羊頭を手招き、こっそり耳打ちする。

『十年待って』というシオンの言葉をファティマはよく憶おぼえている。彼がこの館に住むようになって間もなくの頃ころだ。

　彼らは、猶ゆう予よを与あたえてくれている。自分が白い百合を心から愛いとしい花だと思える日が来るまで、彼らはそっと待っていてくれるのだ。

　十年後の意味を知ったサリエルは、

「なるほど、その勝負、私にも加わらせてくれ」

　性別のない天使にしては男っぽい笑みを浮かべた。

「え──っ！　サリエル、俺を裏切るのか!?」

「いや、そうではない。私が十年後に手に入れたいのは──」
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　今度は山羊頭がグランディエの耳元でささやく。二人の視線がシオンに注がれた。

「な、何です？」

　シオンは青ざめる。

「天使に男も女もないのは知っているだろう？　坊ぼうや」

「ややや山羊頭さん、冗じよう談だんでしょう？」

　本気でうろたえるシオンの顔を見て、グランディエと山羊頭は同時に笑い出した。

「冗談だ、安心してくれ。だが私は、坊やのそういうところがかなり好きだ」

「ひどい～、山羊頭さんまで。これって正しい天使のすることじゃないですよ～」

　ファティマはたわいない彼らのやりとりに、深く安らいでいた。

　自分は幸せだと思う。

　そして、この幸せが与えられたことを感謝している。

　創つくってくれた創造主、妻として愛してくれたアダム。ファティマとして地上に生まれ変わらせてくれたガブリエル。

　全ての罪を負って、幸せになれと言ってくれたルシファー。

　もう一度人としてやり直すことが神の御み心こころだと、赦ゆるしてくれたミカエル。

　育ててくれたヨハンナ。

　そして、遥かなエデンでも、この地上でも、片時も離はなれず守り続けてくれたグランディエとサリエル。鍵という罰から解放してくれたシオン──。

　自分は、リリスとして創られてから今まで、ずっと幸せだったのだと思う。たくさんの人たちに愛されて、守られて。

　だから、これからも幸せに生きていこうと思う。それが犯した罪を贖あがなうこと、そして自分を愛してくれた人たちに報いることだから──。

「お嬢じよう様さま、ハイデルベルクの司祭様から急使でございますよ。大学の学生様方が、いっぺんに何人も魂たましいを失ってお倒たおれになったとか」

　ヨハンナがスカートの裾すそをたくし上げ、慌あわただしく駆かけ込んできた。

「わかったわ。グランディエ、シオン。すぐに支し度たくして」

　ファティマは椅い子すから立ち上がった。

「了りよう解かい」

　それまでの間の抜ぬけた表情を一変させ、グランディエとシオンは素す早ばやく行動に移る。

「私も手伝おう」

　サリエルも彼らの後を追う。

　星降る黒シユヴアいルツヴ森アルト──。

　ファティマは黒い尼に僧そう服ふくの裾を割って鞍くらに跨またがる。

「行くわよ。ハイデルベルクまで一気に飛ばすからね」

　黄金の瞳ひとみを凜りんと輝かせ、二人の天使と一人の少年を従えて、彼女は馬の腹に拍はく車しやを入れた。







　十六世紀初頭──。

　ヨーロッパ全土には魔ま女じよ狩がりの嵐あらしが吹ふき荒あれていた。

　教皇庁はサン・ピエトロ大聖堂の改築に着手し、それに伴ともなう贖しよく宥ゆう状じようの販はん売ばいに対し、マルティン・ルターは「九十五箇か条じようの論題」を提言。それが大反はん響きようを招き、教会は混乱の一いつ途とを辿たどっていた。

　そんな時代、神聖ローマ帝てい国こくヴュルテンベルク公国内黒シユヴアいルツヴ森アルトに抱いだかれる小さな村カルフに、白い百合に囲まれたマイセン辺境伯はくの離り宮きゆうがひっそりと建っていた。

　そこには、魂のゼーレ捜索人・ズーヒアと呼ばれる、彷徨さまよえる魂を捜す美しい尼僧が、世話係の老ろう婆ばと、弟で子しの少年と、相棒らしき美青年と共に住んでいた。

　魂のゼーレ捜索人・ズーヒアとしての彼女の実力は、帝国領内ばかりか、遠くフランスやスペインにまで響ひびき渡わたった。尼僧は、惜おしまれつつも十年後に還げん俗ぞくし、盛大な婚こん礼れいの儀ぎが催もよおされた。

　彼女に子が授かったかどうか定かではない。しかし、彼女は笑みを絶やさず、夫と共に幸せな日々を過ごしたという。


ＥＮＤ　









　あとがき




　終わりました!!

　試験が終わった時の解放感というか（そんな日々は遠い過去のものですが）、連れん峰ぽうを縦走して下山し、温泉に浸つかっている時の充じゆう実じつ感かんというか、今、そんな気分です。

　遅おくればせながら、皆みな様さまこんにちは。いかがお過ごしでしょうか。

　お陰かげ様さまで、「シェオル……」の最終巻をお届けすることができました。読者の皆様に御ご満足いただける作品に仕上がったのか、正直言って不安はあります。けれど、思うままに物語を綴つづり、無事完結できたこと、そして何よりも、自分の作品が多くの方の目に触ふれるという機会に恵めぐまれたことを、本当に幸せに思います！

　左さ近こん堂どう様の美び麗れいな絵に惹ひかれて、この本を手に取り、まずはあとがきからという方もいらっしゃると思います（私がそうなので）。この物語は、全四巻の続き物です。時代は、仄ほの暗ぐらい中世と煌きらびやかなルネッサンスが混在する十六世紀初頭ですが、話の土台は聖書の創世記裏話となっております。ヘブライ神話や聖書の外典等を参考にしつつ、村田なりにアダムの最初の妻、リリスについて書かせていただきました。

　登場する人間が清く正しいのに比べ、天使、堕だ天てん使したちがお馬ば鹿かで申し訳ありません。でも、慈じ愛あいに満ちた神様は、罪深い私を笑って許してくれると信じています（お願い、バチを当てないで～と、キーボードを叩たたきながら毎回本気でお祈いのり）。ちなみに、エデンを飛び出したリリスを迎むかえに行ったのは、本当はシノイ、センシノイ、セマンゲラフという天使ですが、この話ではグランディエと山羊頭とウリエルということになっています。他にもあちこちアレンジしてありますが、村田の妄もう想そうの世界ということで、どうか御容よう赦しやください。




　初巻から丁度一年が経たちました。振ふり返ってみれば、今までの人生の中で最高と言える一年だったと、感かん慨がいを深めております。

　登場人物は生ものでして、今いま頃ごろの季節に湧わいて出てくる虫のように、私の心にやってきては、好き勝手に振る舞まうわけですが（グランディエ「俺たちはゴキブリかよ」）、愛すべき彼らとともに、楽しく刺し激げき的な日々を過ごさせていただきました。ドキドキオロオロもしましたが、お手紙をくださった読者の皆様の温かいお言葉に、元気と勇気とヒントをいただき、何とか乗り切ることができました。本当に感謝しております。

　最後になりましたが、この本を手に取ってくださった皆様、美しい登場人物を描えがいてくださった左近堂絵里様、投とう稿こう作を審しん査さしてくださった先生方、担当様をはじめとして編集部、校正、印刷所の方々等、この物語に関かかわってくださったすべての皆様に、厚く御おん礼れい申し上げます。

　皆様の御健けん勝しようを心からお祈りしております。ありがとうございました！





村田　栞　　
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